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七人の武器屋


戸惑いのリニューアル・デイズ！





大楽絢太
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　今野隼史
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　パート１・戸と惑まどいのイッコ







　窓まどの外。遠くからぼんやりと、騒さわがしい雑ざつ音おんが耳に入ってくる。


　靴くつ底ぞこが石いし畳だたみを踏ふむ音。


　呼よび込こみの男の、上品とは言えないセールストーク。立ち止まって井い戸ど端ばた会議をする主しゆ婦ふ達の声。夕ゆう暮ぐれの路地裏うらで大騒ぎしながら鬼おにごっこをする子こ供ども達の声。


　あらゆる物音が混まざり合って、庶しよ民みんならでは、生命力溢あふれる活気！　みたいのが生まれてる。


　うんざりするほど毎日聞いてて、別に好きでも嫌きらいでも無かったけど……こういうざわめきを聞くと、なんかフランを思い出すなぁ。


　二番街道の我わが家、ちゃんと建ってるんだろうか……？





　…………。


　あれ？





　パッ、と目を開いたオレは、体にかかっていた毛もう布ふをめくって、体を起こし、ゆっくり周りを見み渡わたしてみた。


　目に入ってくるのは、過か去こ三回くらいしか勉強に使った事の無い、木もく製せいの机つくえと椅い子す。夕日に照らされてる、スカスカの本ほん棚だな。窓側の壁かべには、練習中、間ま違ちがって吹雪ふぶきのダーツをブッ刺さしちゃった時の、見み慣なれた傷きず跡あと。


「そうか……そうか。フランに帰ってきたんだっけ」


　誰だれもいない自分の部屋の中で、オレは思わず呟つぶやいていた。












やりたいことが見つからない。得意なことも、見つからない。


夢む中ちゆうになることもっとない。本当の自分が分からない。


そんな悩なやめる若人わこうどに、素す敵てきな素敵なお話です。












　八ヶ月前、そう書かれた、武ぶ器き屋や『エクス・ガリバー』のオーナー募ぼ集しゆう広告に導みちびかれ、運命なのか、偶ぐう然ぜんなのか、集まった七人の経けい営えい素人しろうとの未成年。


　つるっぱげの悪友ジャン、情じよう熱ねつ系けい黒くろ髪かみ女子イッコ、マイペース主婦ノン。


　煙えん突とつ掃そう除じ夫ふ経けい験けん者しやのドノヴァンに、天才鍛か冶じ屋や少年ケンジ、ブリッ子少女ミニィちゃん。そして、通つう称しよう『庶しよ民みん的な顔』──オレ、マーガス。


　豪ごう雪せつで倒とう壊かいしたエクスを建て直す資し金きん（優ゆう勝しよう賞金）を手に入れるため、遥はるか大陸の端はしの街、デルガドで開かい催さいされる『天下一武器屋祭』に出場するという、人生最大の大だい冒ぼう険けんに旅立ってから三週間──。


　ようやく……ようやく今日の早朝、オレ達七人は、誰一人欠ける事無く、無事故こ郷きようのフランへ帰き還かんしていた！


　しかし、デルガドから隣となり町まちのトトレインまでの帰り道。大陸横おう断だん鉄道、車内の椅子に七日間座すわりっぱなしは……さすがにキツかった。


　腰こしは痛いたいし、金が無いから食事もロクにとれないし、その他ほかにも、ここで語りだしたらキリが無いほど、帰りもトラブル満まん載さい。


　当然、疲ひ労ろうはピーク。足には血マメなんか出来てるし……。


　今朝、フランに到とう着ちやくしたはいいものの、もはや口を開くのもおっくうだったオレ達は、ほとんど会話することも無く、その場でモゾモゾと解かい散さんしたんだ……。





　本棚の上の時計を見ると、五時半。夕方。朝に帰ってきて、ぶっ通しで寝ねてたのか……。


　なんかトンデモナイ時間に起きちゃったけど……ここのところ、まともなモノ食べてなかったせいか、寝起きなのにめちゃくちゃお腹なか減へってる……。


　なんか台所に食べ物でも……と思ったけど。思い出した。


　いまウチには、パンのかけらの一つすら無い。三週間も家を空ける事になるから、デルガドに行く前に食料を一つ残らず捨すてたんだ……。


　うぅ、無いと分かると、余よ計けい飢うえが増ましてきた……。


　かといって、デルガド旅行のせいで貯ちよ金きんは底を尽ついて、手持ちのお金も無いし……。


「ウォ～～ン……」


　どこからともなく、物悲しい犬の遠とお吠ぼえ。


　そして、さっきまでそよとも吹ふいていなかった風が突とつ然ぜん吹き出し、やはり物悲しくガタガタと部屋の窓を揺ゆらし始める。


　オ、オイオイ。なんだこの寂さびしい……孤こ独どくすぎる雰ふん囲い気きは。


　そういえば、他のみんなは、家族か、家族に等しい人が温かいごちそうを用意して待っててくれるだろうけど……オレの場合、せっかく三週間の長旅を終えて、我が家に帰ってきたところで、結局一人ぼっちなんだよなぁ……。


　誰もアテにできる人間はいない……！　そう考えると、なんかますます飢えが増してきた。ヤバイ……オレ、このままガシして、三ヶ月後くらいに骨ほねと皮で発見される運命なんじゃ……。


　本気で弱気になってきた。


　とにかく、食料を──台所に、オレが捨て忘わすれた食料が、何か残ってるかもしれない！


　わずかな可か能のう性せいに望みを託たくし、オレは部屋を出て、一階台所へと向かった……！





　が。


「よぉマーガス。起きたんか？」


　バタンッ。


　一階廊ろう下かに下りたったオレは、いきなり、まるで自分の家のトイレから出てきたかのような、ごく自然な表情で我が家のトイレから出てきた、つるっぱげにメガネの男に遭そう遇ぐう！


「ハァァ!?　お、おい！　ジャン!?」


　無人のハズの我わが家──けれどそこにいたのは、オレとは物心がついた時からの悪友、共にエクスのオーナーを務つとめてるジャンだった！


「お、お前、何普ふ通つうにウチのトイレから現あらわれてるんだよ!?　ビビッたぁ……」


「ん？　俺おれだけじゃねーぞ？　おーい」


　するとジャンは、くるっと首を後ろに向け、奥おくの部屋──父さんの書しよ斎さい──へと呼よびかけた。


　すると、ガチャ。


「何か呼んだ？」


「あ、マーガスおはよー」


　誰もいないハズの書斎から、やはりまるで自分の家にいるように、バリバリ何かを食べながら、超ちようリラックスした様子で二人の女子が姿すがたを現す。


「……あのなぁ」


　目の前で展てん開かいされる理り不ふ尽じんな光景に、オレは頭をかかえる。


　片かた方ほうは腰まである長い黒くろ髪かみをなびかせた、勝気な目つきの女の子。街中なのに、背せ中なかには何な故ぜか、帰り際ぎわトトレインで回かい収しゆうした巨きよ大だい剣けん、ビッグバン・ソード・グラビティを装そう備び。


　もう一方は、みつあみの赤毛、ふっくらした顔つきの、ソボクな感じの女の子。


　二人とも、よ──く知ってる女子……。エクスで働く一七歳さいコンビ、イッコとノンだ。


「ここって……誰の家だっけ？」


　ガクッ、全身から力が抜ぬけた気がした。


「なによぉ、せっかく心配して様子見に来てやったのにサ」


「へ？」


　不満そうに言ったのはイッコ。


　ジャンがそれに同意して、


「そうそう。どーせお前、オレ、このままガシして、三ヶ月後くらいに骨と皮で発見される運命なんじゃ……とか、アホみたいな妄もう想そうしてたんだろ？」


　決め付けるようにジャンが言う。


　お前、どんだけオレの事お見通しなんだよ……？


「私も、マーガス寂しがってるだろうなと思って、ラッキーコロッケ買って差し入れに来たのー。そしたら、イッコちゃんとジャンも、マーガスのお家の前に立っててー。みんな、考える事は一いつ緒しよだねー」


　優やさしく笑うノン。


「でも、アンタ、家の前で呼んでも出てこないし。部屋に行ったら寝てるし。起きるの待つには、この台所、ちょっと寒いし。だから、最終的に、暖あたたかい親おや父じさんの書斎でコロッケ食べながら、待たせてもらったってワケ」


　得意げな表ひよう情じようで最後を締しめくくる、イッコ。


　うーむ……まぁ、勝手に人の家に上がりこんで、コロッケバリバリ食べてるのは、どうかと思うけど……。


「でも、ありがと。みんな心配してくれたんだ」


　少し照れながら、オレは礼を言った。が。


「ま、でも一番マーガス想おもいなのはやっぱり俺だよな。一番最初にこの家に来たの、俺だし」


　と、ジャン。


「バーカ、大事なのは、持ってきた差し入れの質しつよ。アタシなんか、ラッキーコロッケ二〇個こよ？」


　と、イッコ。


「私も二〇個買ってきたよー。しかも、カレー味も組み合わせてるんだよー！」


　と、ノン。


　何故か、誰がマーガス想いか選手権けんが始まってる。ハァ……。


　でも、なんか、このリラックスした雰ふん囲い気きに浸ひたってると、実感する。


　オレ……本当にフランに帰ってきたんだなぁ。





　　　　※




　さて、我が家でささやかなコロッケパーティを行い、空くう腹ふくを満たした後。


　話題は、自然と今後のエクス・ガリバーに関しての事になった。


「賞金貰もらえるの、何ヶ月後だっけ？　二ヶ月？」


「そうそう。ま、誰か一人、もっかいデルガド行かなくちゃいけないのが面めん倒どうだけど……貰える額がく考えれば、行く以外無いでしょ！」


　いま会話に出てる〝賞金〟っていうのは、先日の天下一武ぶ器き屋や祭さいで発生した賞金の事。


　オレ達は、決けつ勝しよう戦せんで負けたから、優勝賞金を手に入れる事は出来なかったんだけど……。いろいろな不運と奇き跡せきが重なった挙あげ句く、何故かイッコが『ボーンドラゴン・クラウン』というＡ級ドラゴンを倒たおせてしまったおかげで、意外な臨りん時じ収しゆう入にゆうが入ることになったのだ。


　ただ、賞金は正せい規きのルート（ドラゴンキラー協会）からでは無く、ボーンドラゴン・クラウンを不注意から誤あやまって誕たん生じようさせてしまった、デルガドの天下一武器屋祭運営委員会より支し払はらわれる事になる。


　交こう渉しようの末、オレ達に支払われる事になった金額は──なんと、一〇〇〇万ドルク！　結局、天下一武器屋祭の優勝賞金と全く同額！


　潰つぶれる以前のオレのエクスの給料で考えたら、なんと一七年分──雨の日も風の日も、一ドルクも使わず、三二歳になるまで働き続けて、やっと手に入れられるお金。


　それほどの、ハンパじゃない、少し緊きん張ちようしてしまうような額のお金を、オレ達はいっきに手に入れてしまう事になるのだ！





　でも……欲ばって考えると、オレ達Ａ級ドラゴンのボーンドラゴン・クラウンを倒したんだから、実は、一億ドルクくらい貰ってもおかしくないんだよなぁ……。


　そこがライセンスを持ってるドラゴンキラーじゃない、悲しいトコロで。


　ライセンスが無い人間は、もし万が一Ａ級ドラゴンを倒したとしても、設せつ定ていされた金額から、大おお幅はばに減げん額がくされた賞金しか貰えないのだ。


　しかも、Ａ級のドラゴンを倒した場合はまだ一割わり程てい度どの賞金が貰えるからいいけど、Ｂ級以下のドラゴンに至いたっては、ライセンス無しの人間が倒したところで、一いつ銭せんたりともお金はもらえない。セコイよなぁ……。


　まぁ、どっちにしろ天下一武器屋祭運営委員会も、そんなにお金が余あまってるワケじゃないだろうし……。一〇〇〇万でいいから、本来『半年以上』かかる賞金の受け渡しを『二ヶ月』で済すませる、という条じよう件けんでオレ達は合意した。


　ともかく……一億とはいかないけれど、一〇〇〇万ドルク！


「一〇〇〇万入ってきたら、まず初めになにやるよ？」


　ジャンが、瞳ひとみをドルクマークに変えながら、ワクワクするような事を言った。


「うーん、そうだな。なんか、夢ゆめのある事やりたいよなぁ」


　オレが答えると、ジャンは、


「例えば、一つ二〇ドルクのラッキーコロッケなら……五〇万個買えるぞ！」


　驚きよう愕がくの数字を発表した！　ご、五〇万個!?


「す、すごい！　揚あげるのに何日かかんのか分からないけど……あはは、コロッケの海で泳げるな！」


「いや、まだ序じよの口だ！　スカイ・フォークのビフテキセットだって、三〇〇ドルクなんだから……一〇〇〇万あれば、三万三〇〇〇枚まい頼たのめんぞ！」


「あははは、すっげぇ！　焼くのに何日かかんのか分からないけど……積み重ねれば、ビフテキ塔とうができる！」


「うおお、一〇〇〇万、すげぇな！」


　盛もり上がるオレとジャン。


　が……盛り上がってるのは、男子の二人だけだった。


「アンタらって……いつまでたっても幼よう稚ちよねぇ」


　痛つう烈れつすぎる一言を吐はきながら、白い目でオレを見るイッコ。


「食べ物を粗そ末まつにしちゃダメだよー！」


　ノンには、普ふ通つうに説教されちゃうし……。恥はずかし……。


「ていうか、一〇〇〇万の使い道は、決まってるでしょ！」


　オレを睨にらみつけながら、イッコが言う。


「わ、分かってるって。冗じよう談だんだってば。一〇〇〇万は、エクス再さい建けんに使う！　そのために、デルガドまで行ったんだから！」


　が、オレがそう言うと、意外にもイッコは首を横に振ふった。


「違ちがう……ただ建て直すだけじゃ、意味が無いわ。アタシ達が建て直すのは、全く新しい、ニューエクス・ガリバー──目指すは、究きゆう極きよくの武器屋！」


「きゅ、究極の武器屋!?」


　あまりに魅み力りよく的なその言葉に、オレ達は色めきたった。


「な、なんか凄すげぇじゃねぇか……！」


「うん、うん。ニューエクス・ガリバー……究極の武器屋か」


「カッコいいよー、イッコちゃん！」


　オレ達は、口々にイッコを賞しよう賛さん。


　しかし、イッコは少し決まり悪そうにペロッと舌したを出して、


「な～んてね。カッコいい事言ったけど、アタシにも、まだ全然具体的なイメージないんだけどね」


　と笑った。なーんだ。


　ま、でも、そりゃそうだよな。今朝帰ってきたばっかりなんだし。


「ねー、だったら。これからみんなでエクスの跡あとを見に行ってみない？　何かイメージ湧わくかもしれないしー」


　ノンが、唐とう突とつに手を挙げて、提てい案あんした。


　オレ達は顔を見合わせる。


「いいかもしんない……」


「そうね。よく考えたら、まだフランに帰ってきてからエクスに挨あい拶さつしてないし」


　答えたのはイッコ。


　そうだよ、ちゃんと建て直してやれるって、エクスに報ほう告こくしてやらないと！


「んじゃま……とりあえず、エクスにただいまって言いに行っときますか？」


「異い議ぎ無し！」


　ジャンの言葉に、全員が嬉うれしそうに頷うなずく。


　こうしてオレ達は、三週間ぶりに顔を合わせるべく、我われらがエクス・ガリバーへ向かい始めた。





　　　　※




　しかし、もう春もすぐそこだって言うのに、今年はまだまだ寒いなー。


　さすがにデルガドに向かう前よりはちょっとマシだけど、風なんか、凍こおりつきそうなくらい冷たい。この前の大雪も関係してるんだろうか……？


　そんな中、ギリギリ陽ひが沈しずみきる前のフランの街を横切り、オレ達はエクスへ向かった。


　ほどなく、夕食時、一番街かい道どうの騒さわがしく慌あわただしい雰ふん囲い気きを抜ぬけ──うわ、懐なつかしい景色だなぁ。見み慣なれた時計屋、洋服屋、喫きつ茶さ店が並ならぶ、西二番街道へと足を踏ふみ入れる。


「それにしても、今日やけに一番街道混こんでたな。なんかあるのかも」


　今通り抜けてきた一番街道を振り返りながら、オレは言った。


「あん？　知らねーの？」


　答えたのはジャン。


「へ？　お前知ってるのか？」


「ほれ……世界のどっかで年に一回、ドラゴンキラー試験が行われてるって話あんだろ？」


「ああ、うん」


　ドラゴンキラー試験。毎年たった一度だけ行われ、その狭せまき門を突とつ破ぱした屈くつ強きようで幸運な人間は、正式にドラゴンキラーのライセンスを取得する事ができる。


　試験会場は一年ごとに移い動どうし、世界各地を順番に回ってるとか。


「で、今年は、会場がフランの近くらしいぞ」


「え!?　マジで？　どこ？」


「なんか忘わすれたけど、フランの有名な建けん築ちく家かが作った塔とか言ってたかな。俺も出で掛がけに母ちゃんに聞いたばっかだからよ……。とりあえず、二週間後だかに、そこで行われる試験に備そなえて、ドラゴンキラー志し望ぼうの人間がフランに一いつ杯ぱい集まってきてて、いまフランは騒がしいんだと」


　はぁー。だからあんなに活気があったのか……。


　オレみたいに、ドラゴンキラーとは全然別世界に生きる人間にとっては、あんまり関係ないけど……それでフランが盛もり上がってくれるのは、素す直なおに嬉しいな。


「ふーん……」


　隣となりでは、イッコがさほど興きよう味み無さそうに聞いていた。


「ねえねえ、それより、年に一回といえばー！　ケンジ、明日が誕たん生じよう日びなの、みんな覚えてるー？」


　ノンが思い出したように、全っ然関係無い話を始めた。


「は？」


「誕生日？」


「誰の誕生日だって？」


　オレ、ジャン、イッコはよく分からず、もう一度ノンに聞く。


「もーう、ケ・ン・ジー。うふふ、明日で、ケンジ一三歳さいになるんだよ？」


　まるで自分の事のように、幸せそうな笑え顔がおでノンが言った。


　へえぇ！　明日、ケンジの誕生日！


「そうなんだ……アイツが、一三歳か」


「な、なんか……新しん鮮せんな気分だな」


　オレとジャンは、思わず顔を見合わせて言う。そう、なんか新鮮だ。


「けどノン、アンタ、よくそんなの覚えてるわね？」


「うん。アタシ、みんなの誕生日、ちゃんと覚えてるよー？」


　イッコにピースサインを送るノン。


　友達の誕生日を覚えておく、そういうところ、さすが女の子らしいよなぁ。


「でねー。みんな、明日ヒマー？　だったら、ケンジのお誕生日会、開いてあげなーい？　フランに無事帰って来れた、お祝いも兼かねてー」


「誕生日会？」


「うんー。私、ずっとエクスでお誕生日会開きたかったけど、エクスのみんなって、ビックリするくらい春生まれと夏生まれに偏かたよってるでしょー？」


　苦く笑しようするノン。


　言われてみれば……。オレとジャンは夏生まれ。そういえばノンも、オレと二、三日しか誕生日が変わんない、夏生まれだったっけ。暑がりのイッコは、意外と春先の生まれだし。ドノヴァンとミニィちゃんは分からないけど、ノンの口ぶりからすると春か夏の生まれみたいだし。


　去年の夏の終わりに、オレ達七人がエクスで初めて顔を合わせた時には、もう既すでに、ほとんどのメンバーがその年の誕生日を終わってたって事か。


「ケンジだけ冬生まれだから、やっっとお誕生日会開けるのー。みんなで、プレゼント買ったげたりしようよー？　ね？」


　珍めずらしく強ごう引いんな姿し勢せいでノンが言う。よっぽど誕生日会、開きたいらしい。


「ま、いいんじゃない？　開いてやりましょうよ。んじゃ、明日は、プレゼントを購こう入にゆうした上で、七時にスカイ・フォーク集合。予定を空けとくコト。オッケー？」


「おっけー」


「ま、どうせ暇ひまだしな」


　イッコの決定に、オレとジャンも、もちろん賛さん成せい。ついでにオレは明日、ノンと一いつ緒しよに誕生日プレゼントを買う約束をとりつけた。お金無いけど……何かプレゼント用意しないといかんしなー。


　しかし……あのケンジが誕生日会なんて可愛かわいらしい催もよおしに、参加するのか……？





　さて、一人で向かうとワリと遠く感じる、ウチからエクスへの三〇分の道のりだけど、四人で喋しやべりながらだと、そうこう言ってる間に、あっさり到とう着ちやくしてしまった。


　さっきまでペチャクチャ喋り捲まくっていたオレ達──


　しかし、夕ゆう暮ぐれの中、静かに佇たたずむエクス・ガリバーの姿すがたを見た途と端たん、自然とお喋りは無くなった。


「おお──」


　感かん慨がい深げに声を漏もらしたのは、誰だろうか。


　三週間前。


　オレ達は崩ほう壊かいしたエクスから、売り物の武ぶ器きこそ持ち出せるだけ持ち出したけど──崩くずれ落ちたエクス──つまり、屋根・壁かべ・柱・床ゆか・そういうバラバラの木もく片へんと化した部分には、全く手を触ふれず、ほったらかしのままデルガドへ旅立っていた。


　当然、誰かが片かた付づけてくれるワケもなく、雪は消えたものの、残ざん骸がいは残ったまま。


　まるで墓ぼ標ひようのように突つき立った木の柱。バラバラになって散さん乱らんする床板。無残にひしゃげた壁。何一つ……出発する前と、変わってない。


　けど……崩壊したエクスを見て受ける印象は、三週間前と全然違ちがう！


「ただいまー、エクス」


　ノンが、何気なく言ったその一言で──一気に実感が湧わいてきた！


「そうだよ……建て直せるんだ！　建て直して、また前みたいに、みんなで武器屋、やれるんだよな……！」


　自分で言って、自分で涙なみだがこみあげてきた……！　資金調達に苦労したもんなぁ。


　しょっぱなから武器没収されたり、ブラッド・キャニオンで放ほうり出されて途方に暮くれたり、コロッケ無理矢理食わされそうになったり、言葉の通じないデルガドで七人団だん結けつして武器屋祭に立ち向かったり……。でも、良かった。苦労したぶん、嬉うれしい気持ちも大きい！


　約束どおり、お前を建て直す資し金きんを持って帰ってきたぞ！　エクス・ガリバー！


「あーあ。まず、瓦が礫れきの撤てつ去きよ作業をやんないとねぇ。これ全部やると思うと、ゾッとするわ……」


　ため息をつきながら、イッコが言ったが……そのわりに、表ひよう情じようは嬉しそうなものだった。


「？　そんなにゾッとした顔に見えないけど……？」


　瓦礫の前、少し不思議に思って、オレはイッコに聞いた。


「ん、そう？　ま……そりゃ、ちょっとは楽しみだしね。この七人で、武器屋を一から作ったら、一体どんな武器屋になるのかさ」


　未来に思いを馳はせるような瞳ひとみで、イッコは言った。


　ふーん……。


　イッコは、ちょっと変わったのかもしれない。夕ゆう陽ひに照らされるイッコの横顔を見ながら、オレは思った。


　以前のイッコは、少しでもサンク・マリカを買う野望が滞とどこおるような状じよう況きようになれば、いとも簡かん単たんに、エクスだろうがなんだろうが辞やめたりする女子だった。


　でも今のイッコからは、あんまりそんな雰ふん囲い気きは感じない。現げんにこうして、まだこれからどうなるか分からない、ニューエクスの行く末を想おもったりしてるんだし。


〝少し丸くなった〟のか……？


　このイッコの微び妙みような変化こそが、後で大問題を引き起こす前ぜん兆ちようだったんだけど……当然、この時のオレが、そんな事に気づくハズもなかった。





　引き続き、オレ、イッコ、ノンが、まるでエクスと会話するように、再さい会かいを喜んでいると……。


「なんか……いい匂においしねぇ？」


　一人だけムードの無い男ジャンが、いきなりワケの分からない事を言い出した。


「ちょっとぉ。アンタ、空気読みなさいよ」


　じとっ、とジャンを責せめる目つきでイッコ。


「ち、違うっつーの。妙みようなんだって！」


「何が？」


「この匂い……エクスの残ざん骸がいから匂ってくんだよ！　いいから嗅かいでみろって、この辺りの空気を！」


「はぁぁ？」


　言われたまま、オレ、イッコ、ノンはエクスの跡あと地ちに向かって鼻を突き出し──マヌケな光景だけど──そのまま三人並ならんで、スンスン、と空気を吸すい込こんでみた。


　……別に、匂いなんて


　…………ん？


　オレがビックリして隣となりを見ると、イッコとノンも、驚おどろいた表情でこっちを見ていた。


「ホントだ……何か……煮に込こんでる匂いするわね……」


「風味付けは、たぶん、塩コショウだー」


　イッコとノンが分ぶん析せき。そう、確たしかにお湯で何かをグツグツ煮てる様な匂いがするのだ。


　どうも、中ちゆう途と半はん端ぱに崩れて、ドーム状に積み重なってる瓦礫の内部から匂ってきてるらしいけど……。


「だーから言ったろ？　俺はちゃんと空気を読んだ上で」


「バカ、そんな事言ってる場合じゃないでしょ!?　アタシ達の店の跡地で、誰だれかが勝手になんかやってるのよ？」


　まぁ正せい確かくには、詐さ欺ぎ師しルイニ爺じいさんの敷しき地ちで、オレ達の敷地じゃないんだけど……。


「マーガス、出番よ！　中に何人いるか、調べてよ」


　イッコが唐とう突とつに、オレに要求してきた。


「はぁ？　な、なんでオレが？」


「だってアンタ、レンジャーの卵たまごでしょ？　なんか方法あるでしょ？」


「…………。やってはみるけどさぁ」


　言われたので、仕方なくオレは目を閉とじ、耳を澄すませてみる。よーし、こうなったらオレの見せ場。目にもの見せてやる！


　確か、レンジャー講こう習しゆうで、小さな音を聞き取る練習したっけ。


　イメージから、積み重なったエクスの残ざん骸がいだけを残して、後は全部消し去る。


　そして、鼓こ膜まくに触ふれる一つ一つの音を、すくいあげるような感覚。


　…………！


　聞こえる。


　パチパチッと、火が爆はぜる音。カチャカチャ、鉄てつ製せいの鍋なべを、大おお雑ざつ把ぱに、同じく鉄製のスプーンか何かがかき回す音。カサカサ、衣きぬ擦ずれの音。唾つばを吐はくような音、それとは別に小さな小さな呼こ吸きゆう音。


　……聞きとれる音は、それくらいだろうか。


「ふう。たぶん……二人いるんだと思う。呼吸音が二つ。後、鍋をかき回してる音がするから、食事中かな。……分かったのは、そんなとこ」


　ふっ、とオレは目を開き、集中状じよう態たいを解といてみんなに報ほう告こく。


　なんかオレ、けっこうカッコよく決まったかも？


　期待して、周囲の反はん応のうを確かめる。


　が……三人の反応は、失礼なモノだった。


「ア、アンタ……ホントにマーガス!?」


　目をぱちくりしながら最初に言ったのは、イッコ。


「へ？　ど、どういう意味？」


「お、お前さ。遮しや断だんされた場所にいる人間の呼吸とかも聞き取れんの？」


　さらに続けて、確かめるように聞いてくるジャン。


「え？　あ、ああ、何回か練習してるうちに、それくらいは」


「マーガス、昔から耳いいもんねー」


　嬉うれしそうにノンが言うが、


「そんなレベル超こえてんだろ……」


　呆あきれたように、ジャン。


「おいおい、お前ら。せっかく苦労して中の様子調べたんだから、もうちょい素す直なおに盛もり上がってくれよ。なんでちょっと残念な雰ふん囲い気きなの？」


「いや……マーガスにしては、カッコよく決まりすぎっていうかさ……」


「そうそう。面おも白しろみに欠けるんだよ」


　ジャンとイッコが、ガッカリしたような顔で言う。


　お前らなぁ……。オレは、カッコよく決めたらダメなんかい！


「ま、いいわ……。残念な結果に終わったけど、とりあえず、中、入りましょ」


　イッコがそう言い、それに続いてジャンとノンもエクスの残骸に入っていく。


　くっそ、なんかオレ、全然むくわれないけど……とりあえずオレも、三人に続いて、積み重なった瓦礫の中に入って行った。





　　　　※




「ホントだー、二人いるー」


　ドーム状になっていて、外から見えないゾーンに足を踏ふみ入れると──地面に横たわる柱の傍そばに、小さな青い寝ね袋ぶくろが二つ。


　そしてその寝袋の前で自じ炊すいする、二つの人ひと影かげがすぐに目に入った。


　どうも、男と女の組み合わせみたいだけど……何者だ？


「どこのどいつよ……人んちの庭で。行くわよ」


　ザッザッザ……オレ達は、足元の瓦礫に気をつけながら、不法侵しん入にゆう者しやの下もとへと直進する。


　すると、座すわっていた不法侵入者の男の方が、オレ達の足音に気づき、ゆらり──ゆっくり立ち上がった、


「…………？　何だぁテメェら」


　オレより少し背の低い男は、射い殺ころすようなメンチを切りながら、オレ達を見上げてきた。


　なんだコイツ……？　ガラの悪い紫むらさきのジャンパー着てて、目つきも鋭するどいし、悪ぶってる雰囲気だけど──オレより背も低いし、なんか顔もどっかあどけないから、妙みように怖こわくない。


　何より特とく徴ちよう的なのはヘアスタイルだ。


　確たしか、オレやジャンがまだ一番下の学校に行ってた時、三番街かい道どうのチンピラなんかを中心に一いつ瞬しゆんだけ流は行やってた……盛り上がった髪かみを、角みたいに前面に押おし出してる──。


（ああいう髪型、なんて言うんだっけ？）


　オレはジャンに小声で聞いた。


（リーゼントだろ。西の大陸のリーゼントシティが発はつ祥しようの地という──俺も昔は憧あこがれたよ）


　へへっ、と照れくさそうに笑いながらジャンが回答。


　そうそう、リーゼントだ。しかしジャン、憧れてたのか……。


「何だテメェらじゃないわよ。アンタら、誰に許きよ可か貰もらって、ここで生活してんの？　ここは、ウチらの敷地なのよ！」


　一歩前に出て、リーゼントのメンチを、真っ向から睨にらみ返しながらイッコが言った。うわ、この二人相あい性しよう悪そう……。


「あぁ!?　敷地？　この廃はい墟きよが？」


　ガラの悪い声で、リーゼントは聞き返す。


「そうよっ。今はこんなだけどね。これでもここは、エクス・ガリバーって立りつ派ぱな武ぶ器き屋や。ウソだと思うなら、アンタが今足で踏ふんでいる、木の板見てみなよ」


　クイッ、と顎あごをリーゼントの足元に向けるイッコ。


　イッコに言われ、リーゼント、そしてオレ達も足の下に敷しかれているモノを見た。


『武器屋／エクス・ガリバー』


　そこにはそう書かれている！


「ああ！　エクスの看かん板ばんだ！」


「テメェ！」


　それを見たオレとジャンも、色めきたった！


　エクスの看板を踏むなんて！


「うっ」


　詰つめ寄よられたリーゼントは、さすがに少しバツが悪そうに足を浮うかせる。


「わ、わざとじゃねぇよ。まさか、ここが武器屋だったなんて……。でも、看板は、店の魂たましいだもんな。悪かったよ……」


　ガラの悪い目つきを少し緩ゆるませて、リーゼントはペコリ、と頭を下げた。


　なんか……根は悪くないヤツ？


　イッコもそう思ったのか、ふう、と一度ため息をついた後、


「で……？　アンタは、どこの誰で、こんな場所で何やってるワケ？」


　さっきより少しだけ優やさしい口調で尋たずねた。


　するとリーゼントは、咳せき払ばらいをした後、自じ己こ紹しよう介かいを開始。


「名前は、ジンだ。ここからだいぶ北にある、ドゥーイットって街から、ドラゴンキラー試し験けん受けに来たんだけどよ……」


「ドラゴンキラー試験！」


　おお！　実じつ際さいに受験する人物を見かけるとは!?


「けどよ、なんかこのフランって、南にあるワリにえらく寒いだろ？　だから、まぁここなら両りよう隣どなりに家もあって、風が遮さえぎられるし。外で寝るより、ずいぶん暖けぇから、ここで寝ね泊とまりしてたんだ」


　しみじみとジンは語る。


「宿屋に泊まればいいじゃないですかー？」


　ノンが、当然の疑ぎ問もんをぶつけるが、


「バッカ野や郎ろう。そんな金があるヤツが、こんなメシ食うと思うか……？」


　ジンは火にかけられていた、あのいい匂においをさせてたナベを回かい収しゆうし、オレ達の前に差し出してきた。


　中には、少しのお湯の上に、キャベツらしき葉が二、三枚まい浮いてる。他ほかには──何の具も入っていない。


　うわ、夕飯がキャベツの葉のみって……。


「相当極ごく貧ひんね……アンタ、いくつなの？」


「ん？　一五だけど」


「あ。だったら、オレとジャンと同い年だ」


　オレは、なんとなくジャンと顔を見合わせる。


「へ？　そうなのか？　そういや、お前らも武器屋にしちゃ、ずいぶん若わかい集まりだよな……。だいたい、なんだってこの店はこんなボロボロになっちまってんだ？」


　顎に手をやりながら、不思議そうにジンは聞く。


　なんか、妙みような展てん開かいになってきたけど──同じ貧びん乏ぼう人にん同士、妙に親近感を覚えたオレ達は、リーゼント頭のジンと、しばらく、お互たがいの身の上話を語り合ったのだった……。





　三〇分後──。


「なるほど……自分達の店を建て直すために、わざわざデルガドまで行って……大した根こん性じようだ。やるじゃねぇか、ジャン！」


　と、ジン。


「いやいや。ジンの、空くう腹ふくを紛まぎらわすために、木の皮を煮にて食べた武ぶ勇ゆう伝でんもなかなかだぜ？」


　と、ジャン。


　瓦が礫れきの中、会話を交かわしていたオレ達は、いつの間にか意気投合し、ナゼかずいぶん仲良しになっていた（特にジャンとジン）……！


　ちなみに。一っ言も話さず、ジンの隣で、めちゃくちゃ冷めた目つきで佇たたずんでる、綺き麗れいなストレートの金きん髪ぱつを垂たらした女の子は──メーベちゃんと言って、一二歳さい、ジンの妹らしい。


　ジン曰いわく、


「俺おれにさえ一年に一度くらいしか喋しやべりかけてこない、無ぶ愛あい想そうな女だから……気にしないでくれ」


　って事なんだけど……気になるぞ……。


　しかし、メーベちゃんは置いておくとしても。ジンの方は、話してみるとなかなかとっつきやすい、気のいい男子だった。


　イッコもジャンもノンも、それぞれ好印象を持ってるみたい。


　けど、向こうもそう思ってくれてるらしく、挙あげ句くの果てには、


「そうだ！　なぁ、お前らも、一いつ緒しよにドラゴンキラー試験受けねぇか!?」


　などと言い出した。


「へ？　いやいや、オレ達なんか、てんで弱いし、無理だよ」


「そうかぁ？　結けつ構こう面おも白しろいと思うけどなぁ」


　つまらなそうに呟つぶやくジン。


　うーむ。出会いこそ険けん悪あくだったけど。どうも相あい性しようの良いオレ達の間に流れる雰ふん囲い気きは、なんとも居い心ごこ地ちの良いモノになってきていた。


　が──。


「あれ？　でも、なんでジンは、ドラゴンキラー試験を受験しようと思ったの？」


　イッコが、いままで触ふれてなかった、根っこの部分を聞いた瞬しゆん間かん──空気が変わった。


　さっきまであんなに陽気だったジンの表ひよう情じようも、突とつ然ぜん深しん刻こくなモノに変わる。


「ま……シケた、よくある話さ。去年の暮くれに、お袋ふくろが、流は行やり病で死んじまってな……」


　思い返すように、少し上を見上げながらジンは言い。さらに続けた。


「これからは、俺が、メーベの面めん倒どう見ていかなくっちゃなんねぇ。けど俺達には、お袋が返しきれなかった、失しつ踪そうした糞くそ親おや父じが残した借金が山ほど残ってやがる。


　もう、命でも賭かけない限かぎり、俺は人生をやれねぇ。だから俺は、ドラゴンキラーになるんだ。誰にも邪じや魔まさせねぇ……！」


　瞳ひとみにドス黒い決意の光を湛たたえて、最後はまるで独ひとり言のようにジンは言った。


　うわ……コイツ、普ふ段だんの調子とは裏うら腹はらに、重いモノを背せ負おってるんだな……。オレと同い年なのに、ちょっと凄すごい……。


　オレは──いや、オレだけじゃない。ジャンとノンも、その気き迫はくに圧あつ倒とうされ、思わず黙だまり込こんでしまった。


　が──一人だけ。一人だけ、オレ達とは全然違ちがう反はん応のうを示しめす女がいた。イッコ。


「フン……なによそれ。自分だけが不幸みたいな顔、しないで欲ほしいわね」


　何か癇かんに障さわったように──いきなりイッコはそう吐はき捨すてた。


　せっかく仲良くなってきたのに……何を言い出すんだ、コイツは!?


「イッコちゃーん？」


「お、お前何言ってんの？　別につっかかるトコじゃねぇだろ……」


　ノンとジャンも、態たい度どを急変させたイッコを、ビックリしたように見てる。


　一瞬で、さっきまでのフレンドリーな雰囲気は消し飛んだ。もう遅おそかった。


　ジンは、目つきを当初の険悪なものに戻もどし、


「ケッ。お前らみたいな連中に、何が分かるってんだ」


　と皮肉っぽく吐き捨てる。


「……何ですって？」


「お前らみたいに、何も背負わずのんびり生きてるヤツらに言われたくねぇって言ってんだよ、ボケ！」


　敵てき意いむき出しで吼ほえるジン。


　しかし──その瞬間。その瞬間だった！


「何も背負わず、のんびり生きてる……？」


「？　イッコ……？」


　怒いかりが大気を震ふるわせる。


　一瞬イッコの黒くろ髪かみが、意い志しを持って浮うかび上がったかのように見えたかと思うと──イッコはなんと、背負っていたビッグバン・ソード・グラビティを、ゆっくり手にし──ブンッ！　切っ先を、ジンに向かって突つきつける！


「えぇぇぇっ!?」


「お、おい!?　イッコォォ!?」


　なっ……何やってんだぁイッコは!?


　こんな街中で──しかも、ドラゴンじゃなく、人に向けてビッグバン・ソード・グラビティを構かまえるなんて!?


「取り消せ──アタシがのんびり生きてるって言った事、今すぐ取り消せこのチンピラ!!」


　いまにも斬きりかかりそうな剣けん幕まくで、イッコが吼えまくった。


　ワケがわからん！　のんびり生きてるって言われたくらいで、何をこんなに逆ぎやく上じようしてるんだ、コイツは!?


「面白ぇ──俺とやろうっていうのか？」


　ジンはジンで、あっさり喧けん嘩かを買い、不敵に笑いながら、拳こぶしを上げて軽けい快かいにステップを踏ふみ始める。


「バ、バカ、挑ちよう発はつすんな！　この剣に当たったら、お前の故こ郷きようまでぶっ飛ばされるぞ!?」


　ジャンが慌あわてて忠ちゆう告こくするが、よせばいいのにジンは、


「飛ばしてもらおうじゃねぇの。来いよ、のんびり女！」


　シュッシュッとジャブなんぞを打ちながら、さらに挑発！


「後こう悔かいするよ──！」


　イッコは、それに呼こ応おうするようにグッと体重を落とし、いまにも斬りかかろうと、構えてしまう。瓦が礫れき内に充じゆう満まんする殺気！


　ま、まさに一いつ触しよく即そく発はつ！


　そして、イッコが足を一歩前に踏み出そうとした──その瞬間だった。


　ぐいっ。


「イッコちゃん、どこ行くのー？」


　この状じよう況きようにあまりに不ふ釣つり合あいな、間ま延のびした声。


　おお!?　ノンが裾すそを引っ張ぱって──イッコをなんとか踏みとどまらせている！


「ノン……！」




[image: ]


　イッコは、まだ怒いかりが収おさまってない表情でノンにそう呟つぶやいたが、ノンは何も言わず、ニコニコと微笑ほほえむだけ。


「……ちくしょう」


　怒りのやり場を失ったイッコは、完全に怒り任まかせに──片かた手てでビッグバン・ソード・グラビティを、地面に斬りつけた！


　ドッゴオオオオン！


　ほんの一いつ瞬しゆん、足が浮かび上がるような地じ震しんが、西二番街かい道どうを襲おそう！　イッコの手の中で、粉々に砕くだけ散るビッグバン・ソード・グラビティ。


「さ。もう帰ろー」


　ノンはそう言うと、くるっと踵きびすを返し──俯うつむいたままのイッコを連れて、瓦礫の外へと出て行った。


　よ、良かった……。ノンのおかげで、最悪の事態は免まぬがれたようだ。


「それじゃ、ジン。俺達も、もう帰るから。いきなりウチのが喧嘩売ったりして、悪かったな」


「あ、お詫わびといっちゃアレだけど、オレ達が瓦礫撤てつ去きよに来るまで、ここに寝ね袋ぶくろ敷しいて寝てていいよ」


　オレとジャンも、ジンにそういい残し、瓦礫を後にしようとする。


「なんだあの威い力りよく……」


　腰こしがぬけたように、地面にへたりこんだジンの姿すがたが、一瞬去り際ぎわに目に映うつった。





　　　　※




　当初は、究きゆう極きよくの武ぶ器き屋やのイメージが湧わくかと思い、エクスに出向いたオレ達だったけど……もちろん、とっくにそんな雰ふん囲い気きはどこかにいってしまっていて。


　一いち応おう、エクスをどうするかの話し合いは、明日夜、ケンジの誕たん生じよう日び会かいで七人全員で行う事にして。オレ、ジャン、イッコは自分の家がある東二番街道を目指し、気まずい雰囲気の中、とぼとぼ家路につくべく歩き始めていた。


　それにしてもイッコのヤツ、何であんなに怒おこり出したんだろ……？


（お前らみたいに何も背せ負おわずのんびり生きてるヤツに、俺の気持ちは絶ぜつ対たい分からねぇよ）


　あのジンの言葉の直後。ま、そりゃ、言われてそんなに気持ちいい言葉じゃないけど……ビッグバン・ソードを向けるほど、逆上するほどの事か……？


（マーガスー。イッコちゃんの事、元気づけてあげてねー）


　別れ際のノンにそう頼まれたものの……どうしていいものやら。


「じゃ、アタシはここで……」


　と。考えてるうちに、いつの間にか、イッコと別れる道まで辿たどり着いてしまっていた。


　帰り道、イッコは一言も口を開いてない。けど、仕方ないよな……。


「うん……それじゃ、」


　また明日──と言おうとして、オレはジャンに軽く背中をこづかれた。


（？　何？）


（なーにアッサリ引き下がろうとしてんだ、お前は。こういう場面は、送ってやるのがラブコメの基き本ほんだろ……）


　小声でジャンはそう言ってくる。


（えぇ……？　で、でも、イッコの家、もうすぐそこだし……）


（カーッ！　そんなだから、お前は彼女ができねぇんだよ！）


　大げさにのけぞって、ジャンが悔くやしそうに言う。


（うるさいなー。お前だって彼女いないだろが……）


（とにかく！　好きな女子が傷きずついてんだから、なんとか元気づけてやれよ）


　ドンッ、とジャンに背中を押おされ、オレはよろよろとイッコの前に躍おどり出てしまった。おいおい、オレ、なんの策さくも無いのに。


「……何か用？」


　ドライな目つきで、イッコはオレに言ってきた。ウッ。


「い、いや……えっと。……家まで、送るよ？」


　オレは、最さい大だい限げんの勇気を振ふり絞しぼりながら、なんとかそう言ってみた。


「結けつ構こう。もう家まで、三〇秒もかかんないから」


　バッサリ、オレの提てい案あんを斬きり捨すてるイッコ。


　ほ、ほら……だから言ったのに。オレは、恨うらみがましくジャンを見た。


　が、ジャンは、


（アキラメンナァ！　モウイッカイ、アタックシロ！）


　とアイコンタクトで言ってくる。


　むう……。ま、でも、イッコは確たしかに心配だし……よし。


　オレは、もう一度勇気を振り絞り。声を震ふるわせながら言ってみる。


「イ、イッコ。あの、家まで送ろうか？」


「ハァ？　だから、アンタ人の話聞いてんの!?　もう家はすぐそこ……」


「い、いいよ。それでも、送るから！」


　イッコの言葉を遮さえぎり、オレは断だん言げん！


「…………」


　一いつ瞬しゆんの間。


　するとイッコは、不ふ機き嫌げんにオレを見つめた後、意外な事を言い出した。


「……ま、別にいいけど。だったら、ついでにウチに顔出してってくれない？　ママが、アンタを夕食に呼よんでやれってウルサイの」


「え!?　マジで!?　行く行く！」


　二重の意味でラッキー！　迷まようことなくオレは話に乗った。


「んじゃあ、俺はシブく退たい散さんすっから。せいぜい頑がん張ばれよ、マーガス」


　ジャンはグッ、とオレに親指を立てた後、夜の東二番街道へ消えていった。


　おお！　サンキュー、悪友！


　オレもグッと親指で返し、ジャンに礼を言う。


「ちょっと……親指立ててないで、早く来てくんない？」


「あ、はい、すいません」


　と、いうワケで、オレはイッコにせかされながら、三週間ぶりにイッコ家を訪おとずれる事になった。





　イッコがフランに帰ってきた事を祝ってなのか……その日のイッコ家の夕食は、豪ごう華かというより、温かみのある家庭料理がずらりと並ならんでいた。


　チキンが入ったシチューに、トマトがふんだんに入ったサラダ、玉子スープ──。


　が、それらの家庭料理を見て、席に着いたオレは、いまさらながら、なんだか申し訳わけない気分になった。


「あ、あの……。せっかく母娘おやこ水入らずの夕食に、オレなんか参加してもよかったんでしょうか？」


　オレが、恐おそる恐るそう聞くと。


「余よ計けいな気を回してる暇ひまがあったら、黙だまって食べなさい。ただでさえ、旅行っていうのは食事も生活も不ふ規き則そくになって、体が弱るもんなんだから。あなたも、もう子こ供どもじゃないんだから、自分の体調に気を配るくらいの自じ己こ管理の自覚、持ち合わせなさい」


「は、はい……」


　相変わらず、厳きびしいのか、優やさしいのか、やっぱり厳しいのか……イッコより長い黒くろ髪かみ、病的なほど瘦やせた体たい軀く、白しろ肌はだ、そしてクールな黒くろ縁ぶち眼鏡めがねをかけてるイッコママは、オレに強い口調でそう言った。


「とかなんとか言って……マーガスが来てくれて、嬉うれしいクセに」


　引き続き不機嫌な顔で、同じく席に着き、スープをすすってるイッコが口を挟はさむ。


「そういうアナタは、三週間も旅行に出ていたクセに、ちっとも女らしさが磨みがかれて無いわね？」


「別に……花はな嫁よめ修しゆ業ぎように行ってたワケじゃないから」


「可愛かわいげの無い……。ますますお嫁の貰もらい手が無くなるわね」


「上等。だーれが嫁になんていくもんか」


　相変わらずの調子で、イッコとイッコママはやり合っている。うーむ……。


　けど、普ふ段だんはこんな感じだけど、この二人のいざという時の絆きずなの深さをオレは知ってるからなぁ……。


　なんせ、オレ達が列車でドラゴンに襲おそわれたと知ったイッコママは、なんとその病弱な体のまま、デクさんと共に飛ひ竜りゆうに乗り込こんで、遥はる々ばるデルガドまで様子を窺うかがいに来たのだから。


『そんな体で、なんでデルガドまで来ちゃうのよ!?』


『アナタが心配だったから』


　あの対面シーンは、ホント迫はく力りよくあったもんなぁ……。


　結局、あの親子愛でイッコは復ふつ活かつし、イッコが復活したからオレ達は天下一武ぶ器き屋や祭さいで準じゆん優ゆう勝しようしたり、ボーンドラゴン・クラウンを倒たおして賞金を獲かく得とくできたんだから──イッコママは、デルガド旅行の陰かげの功労者といえるのかもしれないんだ……。


　しかし……イッコとイッコママの間では、そのデルガド親子愛話はタブーらしい。


「あ、あの、お母さん。この前は、デルガドまで来てもらって、ありがとうございました」


　なんて、せっかくお礼を言ってみても、


「？　デルガド？　何の事かしら？」


「あ、ママ、今日のシチューおいしいわね」


　急にイッコママとイッコは抜ばつ群ぐんのコンビネーションを発はつ揮きして、物もの凄すごい速さでオレの話題を流してまうのだ。


　照れくさいんだろうな、きっと……。





　さて、あらかた食事を終え、少し食しよく卓たくをまったりした雰ふん囲い気きが包み始めた頃ころ。


　このまま母娘おやこ水入らずを邪じや魔まするのは気が利きかないよな……？　なんて、ちょうどぼんやり考え始めた時だった。


「マーガス……食事も終わったっていうのに、アナタいつまでそこに座すわっているつもりなの？」


　先にイッコママに、あまりに冷たく言われてしまった。


　そ、そうだよな。やっぱり気を利かせなくちゃな……。


　オレはすぐ帰ろうと、腰こしを浮うかせる。


「す、すいません……」


「謝あやまって済すむ問題じゃないわ。そんな暇ひまがあるなら、早くイッコの部屋に二人で行って、将しよう来らいの夢ゆめでも語らってきなさい！　まったく、最近の子は、言うまで座ってるんだから……」


　厳きびしい表ひよう情じようのまま、オレを叱しかり付けるイッコママ！


　……って、あれ……？　オレ、いま……叱られ、たんだよな？


「ママ……。そうやって、どさくさに紛まぎれてアタシとマーガスを仲良くさせよう、みたいなのやらなくていいから……！」


　心底うんざりした顔で、イッコは言う。


　するとイッコママは、真顔のまま、中指でクイッと眼鏡を押おし上げると、


「相変わらず、自分の置かれてる立場が分かってないようね、イッコ。確たしかにマーガスは優ゆう柔じゆう不ふ断だんで甲か斐い性しようも貯ちよ金きんも何も無い男だけど、優やさしいし、そもそもアナタなんかの旦だん那なになってくれる男は、この人くらいなのよ!!」


　と断だん言げん。


　あの……優しいはともかく、本人目の前にして、甲斐性も貯金も無いとか言わないで欲ほしいんですけど……。


　しかしイッコは、


「マーガスの甲斐性とか貯金の有う無むは関係ないの。それ以前に、アタシ達は、単なる腐くされ縁えん、幼おさな馴な染じみなのよ。ね？　マーガス」


　と、当然のように言いきり、淡たん々たんとオレに聞いてくる。


　お前……自分がいまどれほど残ざん酷こくな事を口にしてるか、分かってる……？


（そう思ってるのは、お前だけで、オレはそうは思っていない！　好きだイッコォォォォォォ！）


　とでも叫さけんでやろうとも思ったが、その前に、


「フン……私が、アナタ達を単なる幼馴染では終わらせないわ」


「どんな母親よ!?　余よ計けいな事はしないでいいから！」


「心配してるっていうのに、ホントに可愛げのない」


「それが大きなお世話だっての！　いい加か減げんにして！」


　母娘おやこ喧げん嘩かはヒートアップ！　なんか段だん々だん本当に険けん悪あくな雰囲気になってきてる。


　おいおい……。一いち応おう客のオレがいるっていうのに……。


　うーむ。ここは一つ、中立の立場（？）であるオレが一ひと肌はだ脱ぬいで、ムードを良くするべきなのか？　けど、この母娘の会話、口を挟はさむ暇ひまが無いんだよな……。


　が。


　イッコが、何気なく言った次の一言に、さすがにオレは敏びん感かんに反はん応のうしてしまった！


「だいたい、アタシの事より、自分の旦那の事を心配しなさいよ……！」


　忌いま々いましげに呟つぶやくイッコ。


　ん？　自分の旦那の事を心配って……えぇっ!?


「ちょ、ちょっと待って。お母さんの旦那って事は──要はイッコの親おや父じサンって事!?」


　もう、一肌脱ぐとか関係なく、オレは反射的にイッコに尋たずねてしまった。


「そ、そうだけど？」


　うわ、生きてるのか失しつ踪そうしたのか、オレの中ではけっこう謎なぞだったイッコの親父──。心配しなさいよって言ったって事は、生きてるって事か。


「でも、イッコの親父サンは、今どこにいるの？　オレ、見た事ないけど……」


「死んだわ」


「えぇぇっ!?」


　あっさり、オレの予想を覆くつがえす事を言ってのけたのは、イッコママ。


「ウソよ。クソ親父は生きてるわ」


「えぇぇぇっ!?　ど、どっちなの!?」


「何回も言わせないで。死んでるの」


「生きてる！　何よ、自分だってホントは生きてると思ってるクセに！」


　再ふたたびヒートアップし始める母娘喧嘩！


　えぇぇ……どういう事なんだよ……。頼たのむから、オレにも分かるように説明した後で喧嘩して欲しい……。


　結局、その後もさんざん言い合っていたイッコとイッコママだけど──イッコママとの口こう論ろんにうんざりしたイッコは、オレを連れて自分の部屋へ行く事を決けつ断だんした。


　うーむ、ある意味、イッコママの思う壺つぼな気もするけど……。


「で、結局、親父サンは、どっちなの？」


　オレは、イッコ部屋に向かう途と中ちゆう、最後に聞いてみたが、


「生きてる！　世界のどっかでね」


　と答えたきり、イッコはもうその話題に触ふれて欲しくないオーラを出し始めた。うう……めちゃくちゃ気になるんですけど……。しかし、家庭の事情だから、これ以上深く立ち入るワケにもいかないよなぁ……。





「それにしても、マーガスがこの部屋入んの、久ひさしぶりね」


　うまく話題をすり替かえつつ、イッコが、自分の部屋の扉とびらを開けた。


「うわ、でも、ホントだ。懐なつかしいぃ……！」


　オレは、イッコ部屋を見た途と端たん、思わずそう声を漏もらしてしまった。


　ちょっと薄うす暗ぐらくて狭せまい部屋。


　女子の部屋なのに、ベッドと机つくえしか無い、オレの部屋をさらに上回る殺風景なインテリア。


　イッコは、ぎしっ、と音を立てて、ベッドに腰こし掛かける。


　うーん。昔は、ジャンやノンも一いつ緒しよに、けっこう遊びに来てたんだけどなぁ。イッコが、スクールを卒業したくらいの頃ころから、ずいぶん来て無かったか……。


　けど、最近来て無かったワリに、部屋に入るとき、あんまりドキドキしなかったなぁ……。普ふ通つう、好きな女子の部屋に入る時なんて、ドキドキしそうなもんだけど……。


　オレ、イッコともう付き合いが長すぎて、なんか普通の男子が女子を好きになる気持ちと、またちょっと違ちがう所に行ってるのかな……？


「ちょっと……何突つっ立ってんの？　座すわれば？」


「あっ、うん」


　イッコに言われて、オレは我われに返った。ヤバ……思いっきり自分の世界に入ってた。


　そのまま、オレのと同じくらい勉強に使われた形けい跡せきの無い、イッコの勉強机に腰掛ける。


「ったく、ママといると、普ふ段だんの五倍は疲つかれるわ」


　額ひたいにかかった前まえ髪がみを搔かき揚あげながら、呆あきれたようにイッコは言う。


　けど、そうは言いつつも、イッコ、エクスの残ざん骸がいでジンとやりあってた時の深しん刻こくな雰ふん囲い気きに比くらべれば、なんだかずいぶん元気になってるぞ……？


　やっぱり、母親パワーは偉い大だいだ。


「そういえば、今日はイッコのお母さん、いつもより元気だったよな？　もしかして、最近調子いいの？」


　何気なく聞いたセリフだった。


　けど、オレのこのうかつな発言で──イッコは、ふっ、と深刻な表ひよう情じようを浮うかべてしまう。


「え!?　ゴ、ゴメン……。調子……悪いのか？」


「……前に言ったでしょ？　ママは、アンタの事気に入ってるから、アンタが来ると、ほんの一いつ瞬しゆん元気になるけど……。実じつ際さいは」


　そう言うと、イッコは扉とびらの外に向かって指を向けた。


　ゴホッゴホゴホ──。カチャカチャと食器を洗あらう音に交じって、イッコママが咳せきこむ声が聞こえてきた。


　ホントだ……別に、咳がとまったワケじゃなかったのか……。


「それに、アンタはそんなに滅めつ多たに会わないから分からないかもしれないけど……ママ、アタシ達がフランを出る前より、また瘦やせてる。たぶん、フランとデルガドを飛ひ竜りゆうで往おう復ふくしたのが、体にこたえてるんだと思うんだ」


　自分を責せめるような口調で言いながら、イッコはベッドの上でグッと拳こぶしと掌てのひらを合わせた。


「なのに、アタシは……。悔くやしいけど、結局、あのチンピラが言ってた事、図星ついてたのよねぇ」


　苦く笑しようしながら、諦あきらめたように、唐とう突とつにイッコは言う。


「え？　チンピラって……さっきのジンの事？」


「うん。だから、カッとなっちゃったんだわ、アタシ。おかげで、今の自分がのんびり生きてるって自覚できたけど」


「ふーん……？」


　なんか、難むずかしくて、いまいち意味が分からないけど……。


「走らなきゃ。もっと必死に走って……行動を起こして……一秒でも早く、サンク・マリカを買わなくちゃ」


　オレに言っているのか、独ひとり言を呟つぶやいてるのか。一人で決意するイッコ。


　結局、サンク・マリカ購こう入にゆうに行き着くのか……。


　日に日に弱っていく、母親。母娘おやこで生死の意見が分かれる、行方ゆくえ不ふ明めいの父親。


　その二人から生まれた、サンク・マリカ大だい聖せい堂どう購入に死に物もの狂ぐるいな娘むすめ。


　知れば知るほど、この一家って謎なぞは深まるばかりだよな。一体、何だってこんなバラバラな生き方を送ってるんだ……？


　こうして考えると、イッコとずいぶん長い付き合いと言いつつも、けっこうオレ、知らない事いっぱいあるんだよな……。


　イッコも、もうちょっと、オレに相談とかしてくれればいいのに……。


　結局、その後、なんとなく上の空のイッコの話し相手をしばらくつとめた後、これ以上いても仕方が無さそうなので、オレはトボトボ一人で我わが家に帰った。





　こうして。オレ達のフラン帰き郷きよう一日目は、イッコを中心に動き、幕まくを閉とじる。


　のんびり生きてる事を自覚したっていう、イッコのセリフが、なんか引っかかる気がするけど……しかし、オレもイッコの心配ばかりしているワケにはいかなかった。


　なんせ、オレの目の前にも、人生を左右する宿命の大問題が──ゆっくり、近づいてきていたのだから。










　パート２・戸と惑まどいのマーガス







　フラン帰郷後、二日目。


　オレは、真昼間なのに薄うす暗ぐらい、陰いん気きな三番街かい道どうの細い路地を黙もく々もくと歩いていた。


　確たしか、この辺りのハズなんだけど──。


「マーガスー」


　と、少し先の方から、オレを呼よぶ声。


　見ると、もう潰つぶれた様子の占うらない屋やの前で、赤毛の女の子、ノンがこっちに手を振ふっていた。オレは、小走りでノンに合流。


「ごめんノン、遅おくれた。他のメンバーは？」


「まだだよー。もう来るんじゃないかなー」


　ノンは、少し首を伸のばして、ゆっくり辺りを見み渡わたした。





　今日は約束どおり、オレはノンと昼間っから、ケンジの誕たん生じよう日びプレゼントを買いに行く事になっていた。


　ジャンは、プレゼントはすでに用意してあるとか言って来ないから、ノン曰いわく、買い物メンバーはオレ、ノン、ドノヴァン、ミニィちゃんらしい。


　ちなみに、まだみんなには言ってないけど、その後オレは久ひさ々びさにレンジャー講こう習しゆうに顔を出すつもり。帰郷の挨あい拶さつしとかなくっちゃ……。


「イッコちゃん、あの後大だい丈じよう夫ぶだったー？」


　ノンが、開口一番少し心配そうに聞いてきた。


「ん？　うーん、まぁ……昨日あの後、しばらく一いつ緒しよにいたんだけど。イッコ、最後はなんか一人で決意とかしてたし、ちょっと元気になってたと思うよ」


　自信は無かったけど……あれはあれで、瓦が礫れきの中でジンとモメてた時よりは元気なハズ……。


　が、オレの返事は、そんな曖あい昧まいなものだったっていうのに、ノンは、


「さっすがマーガスー。イッコちゃんを元気にするなら、やっぱりマーガスだねー！」


　と、それはそれは嬉うれしそうに目を輝かがやかせるのだった。


「えぇぇ……？　そんな変な持ち上げ方、しないでくれよ」


「だってー。ねー、マーガスは、やっぱりイッコちゃんの事好きなのー？」


　ブッ！　思わず噴ふき出だしそうな事を、ノンは白昼堂々口にした。


　ったく、どいつもこいつも……。


「あ、あのなぁノン。オレ、別にイッコの事……いや、そりゃ、好きかどうかと言われれば、どっちかって言えばさ──」


「あ、ドノヴァンだー。ドノヴァーンー」


　が。オレが一人真しん剣けんに、照れながら答えてるのに、ノンはいつの間にか興きよう味みの対象をころっと変えて、現あらわれたらしいドノヴァンに向かってブンブン手を振り始めていた。


　聞けよ！　そっちから聞いたクセに……女子ってこういうトコあるよなぁ……。


　ブツブツ言ってると、ヌッ──大きな人ひと影かげが、正面の路地と路地が交差してる角から近づいてきた。


　何やら後ろをチラチラ気にしながらこっちに来るのは、二メートル近い天然パーマの男。ドノヴァン（ちなみに、左手は、ワケあってギプスで吊つられている）。


　そしてそのすぐ後には、鮮あざやかな金きん髪ぱつに大きな青い目をした、小こ柄がらな少女ミニィちゃんが続いてる。ああ、ドノヴァン、ミニィちゃんを気にしてるのか……って？


「……んん!?」


　徐じよ々じよに大きくなるドノヴァンとミニィちゃんの姿すがたを見て、思わずオレは目を疑うたがった！


　な、何だぁ!?　どういう事？


　ノンも気づいたか!?　と思って隣となりのノンを見るが、ノンは特に驚おどろきもせず、のんきにドノヴァン達に手を振っている。い、いや、明らかにおかしいだろ！


　問題の箇か所しよは、ドノヴァンの右手だ。


　その浅黒くてたくましい右手に──なんと、しっかりと、細く白い左手──ミニィちゃんの左手が握にぎられている！


　つまり……ドノヴァンとミニィちゃんは、仲良くお手々繫つないで登場しやがったのだ！　ハァァ!?


「おはようございまぁす☆」


　そしてオレ達の目の前に到とう着ちやくすると、ごく自然にドノヴァンから手を離はなし、ミニィちゃんはオレ達に挨あい拶さつ。


「ごめんなさいです、遅れちゃって」


「いいよー。じゃ、行こっかー？」


「ハイ！」


　驚きよう愕がくするオレをよそに、ニコニコ楽しそうに、ノンとミニィちゃん、女子コンビが何事も無かったように歩いていく。
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「さあ、ボク達も行こうよ」


　ドノヴァンが、爽さわやかな笑え顔がおで、ぽん、とオレの背せ中なかを叩たたく。


「い……いやいやいや！　待てよ、ドノヴァン。いま、ミニィちゃんと手ぇつないで登場しなかった？」


　もしかしてオレの幻げん覚かくか？　一いち応おうオレは聞く。


　しかし、ドノヴァンは、


「あ……見つかっちゃった？」


　ムカつくほど晴れやかな笑顔でこう答えたのだった。


　見つかっちゃった──だと？


「なんか最近、ミニィがやけに積極的でさ。困こまるよね」


　全っっ然、全く困ってない表ひよう情じようで、ドノヴァンが言う。


　そ、そりゃ、天下一武ぶ器き屋や祭さい決勝戦よりこっち、ドノヴァンとミニィちゃんの仲が急きゆう接せつ近きんしてるのは確たしかだったけど……ますますイイ感じじゃないか!?


「さ、マーガス。行こうよ」


　ぽん、と再さい度どオレの背中を叩くドノヴァン。


　お前……何だその勝ち誇ほこったような目はぁぁ!?





　くっそー。なにやら、ドノヴァンに妙みような敗北感を覚えながらも……


　ノンが知っていると言う、三番街かい道どうの雑ざつ貨か屋なんかをいくつか回り、オレ達は誕たん生じよう日びプレゼントをひとまず取り揃そろえた。


　他ほかのみんなが何を買ったか分からないけど、オレは迷まよった挙あげ句く、アイツ、鍛か冶じ場で使う軍手が無いとか言ってたから、オレは黒い竜りゆう革がわの軍手を買ってみた。


　ま、竜革って言っても所しよ詮せんは軍手、五〇〇ドルク程てい度どだったから、なんとかオレの小こ遣づかいでも買う事ができた。


　ケンジ、喜ぶかなぁ。いや、どうせ素す直なおに喜ばないんだろうな、アイツ……。


「そういえば、ケーキはどうするんですか？」


　買い物帰り、三番街道を歩きながら、ミニィちゃんがふと呟つぶやいた。


「あ、ケーキはもう焼いたよー。昨日の夜、デクさんと一いつ緒しよに焼いたんだー」


　ノンが嬉うれしそうに言う。


「相変わらず仲いいなぁ……」


「そういえばデクさん、勝手にドラゴン持ち出してデルガドまで来ちゃったんですよね？　大だい丈じよう夫ぶだったんですかぁ？」


　ミニィちゃんが不思議そうに聞く。


「うーん、それがねー。いま、フランのドラゴン養よう殖しよく課かで、ドラゴンを怖こわがらずにお世話できるの、デクさんだけだって引き止められちゃったみたいなのー。デクさんは、もうお仕事辞やめて、専せん業ぎよう主しゆ夫ふになる気マンマンだったんだけどねー」


　苦く笑しようするノン。さ、さすがデクさんだな……。


「そうだー。昨日、デクさんと一緒に、カレーも作ったの。よかったら、みんなでお昼食べに来ないー？」


「あ、ゴメン。オレ、今日久々にレンジャー講こう習しゆうに──」


　と、オレが言いかけた時。


「ちょっと！　時間無いんだから、急ぎなさいよ！」


　人をせかし慣なれた──そして、かなり聞き覚えのある声が後ろから聞こえた気がして、オレはふと足を止めた。


　振ふり返ると、長い黒くろ髪かみを腰こしまで伸のばした女じよ性せいが、オレ達とは逆ぎやく方向──フランの外へと向かう方角へ、早足で向かっている。


　あれ……？　イッコじゃないか？


　ノン達は気づいていないらしく、気にせず喋しやべりながら、三人で歩いていく。


「イッコ──」


　と、声をかけようとして──オレは慌あわてて口を閉とざした。


　路地の陰かげから、イッコに続くように見覚えのある男女が姿すがたを現あらわしたからだ。


　人ごみの中、ひときわ際きわ立だつ金きん髪ぱつのリーゼント。その後ろを、さもつまらなさそうに歩いていくのは、ストレートの金髪をなびかせている幼よう女じよ。


　あれ？　あれって、昨日エクスの跡あと地ちにいた、ジンとメーベちゃんじゃ……？


　その三人は瞬またたく間に、複ふく雑ざつに入り組んだ三番街道から消えていった。


「マーガスー？」


　遅おくれたオレの元に、ノン達三人が戻もどってくる。


「どうかしたのー？」


「あ……いや、なんでも」


「お昼、どうするー？」


「う、うん、ゴメン。オレ、今日レンジャー講習行かなくっちゃ。遠えん慮りよしとくな」


「ふーん？」


　ちょっと不思議そうな顔で、ノンは頷うなずく。


　ていうか……見み間ま違ちがいだよな？　よりによって、イッコがあのジンと一緒にいるワケが無いし。


　…………見間違い……だよなぁ？





　　　　※




　フランには、本ほん格かく的なレンジャー養成機関がない。だから、他の大陸のプロレンジャー達が、月に何度か休みの日に学校なんかを借りて、参加費一回一〇〇〇ドルク程てい度どで、講習会を開いてくれている。


　予定表によると、今日の講習会場は一番街道の中学校。


　オレは、まださっきのイッコらしき人ひと影かげについて悶もん々もんとしながらも、ほぼ予定通りの時間に校門前に到とう着ちやくした。


「ん？」


　と、校門前に到着したはいいものの、そこに妙みような光景が広がっていて……オレは眉まゆをひそめた。


　講習のために開かれてるハズの校門は、何な故ぜか固く閉とざされている。そして、その校門の前に、うなだれるように立ち尽つくす、五、六人の男達。


　その男達の一人が、ふとオレの存そん在ざいに気づき……そして、喜びに顔を輝かがやかせた！


「おお！　お、お前、確かマーガスとかいう……！」


　オレを見て言う、ヒゲ面づらの四角い顔の男。


　あ、この人、何回かレンジャー講習で顔合わせたことあるわ。別に仲良くないけど……。


「えっと……みなさん、何やってるんです？　講習無いんですか？」


　オレは聞いてみる。


「これのせいだよ……」


　ヒゲ面の男は弱りきった顔で、自分の背はい後ご──校門に貼はり付けてある、白い紙を親指で指差した。


　オレは、近づいて読んでみる。












☆ステップ１☆


・高い知ち能のうを持つドラゴンの巣へ入る場合、その堅けん牢ろうな扉とびらを開くのが、レンジャーの最初の仕事。これを全まつとうしないと、何も始まりません。












「……何も始まりませんって……何です、これ？」


「読んでの通り。講習受けたきゃ、自分で校門開けて入って来いって事だろ。今まで見た事ねぇ鍵かぎがついてるし」


　ヒゲ面の男は、張はり紙をさしていた親指を、今度は校門の中心にかかっている鎖くさりの先せん端たん──錠じよう前まえに向ける。


　ピッキングしろって事か……。


「なあ、お前開錠得意だったろ？　やってみろよ。この錠前やたら複ふく雑ざつで、俺おれ達じゃダメなんだわ」


　言うとヒゲ面は、何やらオレに、二本の、手に収まる程てい度どの道具を押おし付けてきた。


　あ、これ、ピッキング専せん用ようの道具じゃないか。いいなぁ、ハリガネ使ってる俺とは大違いだよ……。


　うーむ。とりあえず、やってみるか？


　オレは、道具を受け取って錠前に差さし込こみ、ピッキングにとりかかってみた。


　カチャ、カチャ……。


「む……」


　確かにこの鍵、複雑だ。何か……うまく中の仕し掛かけが回らない。


　カチャ、カチャ……カチャ、カチャ……。


「開錠得意とか言って、大した事ないじゃねぇか」


「なあ、あんな冴さえないヤツに任まかせといていいのか？」


　後ろで、何人かの男がヒソヒソ相談してるのが聞こえてきた。


　ハァ？　むっかつくなぁ。そっちがやらせたクセに……。


「ちょ、ちょっと待ってて下さい。いま開けますから。こんな慣なれない道具だから、開かないんだ」


「お、おい……？」


　オレは道具をヒゲ面に突つき返し、ポケットからいつものハリガネを出した。


　別にピッキングなんて誇ほこれる特とく技ぎじゃないけど──それでも一いち応おう、数少ないオレの特とく技ぎ！　こうなったら意地でも開けてやる！


　カチャ、カチャ、カチャカチャ、カチャ。


　カチャ、チャカ、チャ、チャカチャ。


　……ひたすらハリガネをいじる。ひたすらひたすらハリガネをいじる！


　五分か、一〇分か、一五分か──


「お、おい、もういいよ。無理だって」


　と、ヒゲ面の男が言い、背はい後ごにも諦あきらめムードが充じゆう満まんし始めた頃ころだった。


　ナメるなよ──。


　ガチャコッ！　今まで鳴ったことの無いような音が鳴った！


　錠前の金具は外れ、当然、鎖を校門から引き抜ぬける状じよう態たいになる。


「おっし！　やった！　開きましたよ！」


　ジャララ！　オレは興こう奮ふん気味に鎖を校門から引き抜いた！


「す、すげぇ。開けやがった！」


　おお！　っとどよめく周囲の人間！


　オレはどんなもんだ、と、振ふり返って、後ろの集しゆう団だんに、引き抜いた鎖を掲かかげて見せつけようとした。が。


「ラッキー！　行こうぜ！」


「一番に教室に着いたヤツが鍵を開けた事にしようぜ！」


　めちゃくちゃ勝手な事を言いながら、周りで見ていた男たちは校内に突とつ入にゆうしていこうとする！　しかも、先頭はあのヒゲ面だ！


　ハァァ？　ク、クソ！


　オレも負けじと、その集団と共に走り出そうとして──


　ピタッ。慌あわてて足を止めた。


　な。なんだ？　なんか、嫌いやな感じがする。嫌な予感がする。


　オレ、こういう嫌な予感だけは、たいてい当たるから──。


「うっおぉおわぁあ!?」


「ぎゃぁああ!?」


　いきなり、前方で絶ぜつ叫きようじみた悲鳴が上がった。


　え？


　見ると、先に校庭に入っていった男達の姿すがたが、忽こつ然ぜんと消えている。な、何だ!?


　慎しん重ちように校庭に侵しん入にゆうしたオレは、何がどうなったのか、確かく認にん。


「あ……」


　男達が消えた原げん因いんは、すぐに分かった。


「痛いってぇえ……」


「う、うぐぅ……どけよテメェ！」


　校庭の中ほど、突然二メートルほどくぼんだ場所で、折り重なるようにしてうずくまってる男達。


　お、落とし穴あなに落ちたんだ……。


「ステップ二。レンジャーたるもの、常つねにパーティで一番冷静であれ」


　突然、オレの真横から、声。


　ぎょっとなって隣となりを見ると、音も無く、いつのまにか一人の小太りな男が立っていた。い、いつの間に……？


「しかしこの程てい度どのトラップも感知できないなんて、ちょっと誤ご算さんですね」


　黒くろ髪かみ。おかっぱ頭。トマトのように真ん丸い顔。そして、人の良さそうなクリクリした目。


　個こ性せい的な顔をしたその男は、困こまったように頭をかいて──そして、言うのだった。


「そう思いませんか？　マーガス君」


「えっ……？」


　いま……オレの名前を呼よんだ？


　オレは不思議に思いながら、もう一度、隣の男の顔を見た。あれ？　この人、どこかで見た事あるような──？


　ニコニコしながら、オレを見続ける、小太りの男。


　あ……なんだっけ……どこかでお世話に……あっ!?


　あ。ああ！　お、思い出した！


「あ、あなたはっ！」


　一度──いや、二度出会った事がある！


　初めて会ったのは、オーナー・コンボを携たずさえて、真・新しん装そう開店した日！


　そしてその後、灼しやく熱ねつ竜りゆうの鱗うろこを収しゆう集しゆうするため、飛び火巣そう窟くつへ行った時──オレ達の命を救ってくれた！


「セ、セブンさんの！」


「元気にしてましたか？」


　サッ、と小太りの男から差し出された手。オレは、慌てて握にぎり返す！


　す、すげぇぇ、こんな所で再さい会かいするなんて！


　そうだよ！　この人、英えい雄ゆうロト・セブンの仲間の、通つう称しよう『小太りの人』だ！


「お、おい……」


　と、いつのまにか落とし穴から這はい上がってきた、あのヒゲ面づらの男が、フラフラになりながらオレに小声で喋しやべりかけてきた。


（お、お前……まさか、この人と知り合いなんじゃないだろうな……？）


　聞かれたので、オレは、つられるように小声で答える。


（へ？　ああ、知ってますよ。この人は、ロト・セブンのお仲間で、通称『小太りの人』。結けつ構こう強いんですよ？）


（ア……）


（ア？）


「アッホかぁあああああああ！」


　バキ！　ヒゲ面の男にブン殴なぐられたオレは、しりもちをついて転てん倒とうした。


「い、痛ぇ!?　何するんですか!?」


「な、何が通称『小太りの人』だ！　俺達が、なんであんなに焦あせって校こう舎しやに殺さつ到とうしたと思ってんだ!?　こ、この人はなぁ！」


　ビシッ、小太りの男を指差すヒゲ面。


「史上最年少の一六歳さいで、世界五箇か所しよの第六文明遺い跡せき全すべてを制せい覇はし！　解かい読どく不ふ可か能のうと言われていた古代ムーン文字を、独どく学がくで解読！　さらに東の大陸最強の邪じや竜りゆうヤマタノオロチを単独で葬ほうむり去った、世界でたった一人、五つ星の称号を持つ事が許ゆるされた五つ星プロレンジャー！　ライオネル・ベッケンバウナー様だぞ!?」


「ら、らいおねる・べっけんばうなぁ!?」


　え、ええぇぇぇ!?　そ、そんな凄すごくて──カッコいい名前の人だったの!?


　そ、そりゃよく考えたら、世界最強の男とパーティ組んでるんだから、タダ者のハズないんだけど……この人、ドラゴンキラーじゃなくて、レンジャーだったのか！


「あっはっは。ぜんぶ昔の手て柄がらです。今は、ただの貧びん乏ぼうパーティの知ち恵え袋ぶくろ。マーガス君の親友に、一四連敗したこともありますしね」


　ニッ、と面おも白しろそうに笑うベッケンバウナーさん。


　あ……そ、そうだ！　ジャンだ。調子に乗ったジャンが、ジャンケン払ばらいでカモにして、ボッコボコにジャンケンで負かしたんだ……。


「お前……何者なの？」


　あまりにショックだったのか、ヒゲ面の男はそういい残すと、気を失ってそのまま落とし穴の中に逆ぎやく戻もどりした。


「さ、教室へ行きましょう。ステップ一と二を突とつ破ぱし、面めん接せつを受ける権けん利りを得たのは、マーガス君だけですね。しかし……これも何かの縁えんかな──」


　そう言うと小太りの男──じゃなくてベッケンバウナーさんは、スタスタ校舎の方へ歩いていった。


　ど、どういう展てん開かいに巻まき込まれてるの、オレ……!?





　　　　※




　ベッケンバウナーさんに連れて来られたのは、どうもこの学校の校長室らしかった。歴代の校長先生の肖しよう像ぞう画がが額がくに入れて並ならべられてる。


　い、いいのか、こんな所入って……？


　オレは促うながされるまま、来客用の黒くろ革かわのソファーに、ベッケンバウナーさんに向かい合う状じよう態たいで腰こし掛かけた。


「先日の天下一武ぶ器き屋や祭さいの時は、セブがいろいろすいませんでした」


　ベッケンバウナーさんが苦く笑しようしながら、まず最初にそう頭を下げた。


「い、いえ……」


　と答えつつも、切きつ符ぷの入れ忘わすれ、大会プログラムの入れ忘れ。去年の大会のプリントを送りつけてきた事、そして大だい遅ち刻こくして来た事……いろいろな悪あく夢むが脳のう裏りをよぎるが。


　でも、この人は、セブンさんとはだいぶ違ちがうみたいだ。何な故ぜか、名前まで覚えてくれてるし。


「そういえば、セブンさんは別行動なんですか？」


「ええ。古今東西究極武器屋祭が終わるまでは一いつ緒しよにいましたけどね。彼は、北の大地へ向かいました」


　どこか誇ほこらしげな表ひよう情じようで、ベッケンバウナーさんは言う。北の大地……凄いな。


「もう一人の……赤い髪かみの女の人と一緒に、ですか？」


　素そ朴ぼくな疑問だが、聞いてみる。


「ああ、クリス？　もちろん、セブと一緒に北の大地へ行きましたが……そっか、クリスの事も知らないんですね？」


「す、すいません。オレ、全然世間知らずで……」


　オレはかなりビビッて言うが、ベッケンバウナーさんは一度頷うなずいて、ゆっくり説明してくれた。


「彼女は、クリスチーナ・ライネって言って……まぁ、一言でいえば、本気で怒おこると島一つ消し飛ばしてしまう、たぶんここ五〇〇年くらいの間では最強の魔ま女じよですよ。私は彼女の勘かん違ちがいで、四回ほど仮か死し状態に陥おちいったことがあります」


　まるで懐なつかしい思い出を振ふり返るように、ほほえましい笑え顔がおで言うベッケンバウナーさん。な、なんでその思い出を笑い飛ばせるんですか……？


　でも、クリスチーナ・ライネ……？　ライネって、どっかで聞いたことある名前のような……？　まぁ、いいけど。


　ベッケンバウナーさんは話を続けた。


「で、私は、彼らと一時的に離はなれて、ちょっとヤボ用……というか、まぁアルバイトみたいなものですね。それがあって、フランに来たんです」


「アルバイト……やっぱり、レンジャー関係の？」


「ええ。いろいろなレンジャースクールから、依い頼らいを受けてまして。世界各地の養成所から、素そ質しつのあるレンジャーの卵たまごを、スカウトする仕事をやってるんです」


　そこまで言うと、ベッケンバウナーさんは意味深に笑みを浮うかべた。


「ジュドー。覚えてますか？」


「え……。ジュ、ジュドーって……あのジュドーさんですか!?」


　果たして覚えてる人がいるだろうか？


　ジュドーさんって言うのは、この養成所で知り合ったレンジャーの先せん輩ぱい！


　オレ達がライブ・ウィンドウと戦ってる頃ころに、海の向こう、アスベルレンジャースクールへ推すい薦せんで転入したんだ。


　ベッケンバウナーさんは、続ける。


「私は、アスベルのスクールに講こう師しとして顔を出すんですが、フラン出身の彼と何回か話をしましたよ。共通の知人──つまり、君の話も出て、偏かたよってるけど、才さい能のうあるって言ってましたね」


　ベッケンバウナーさんは、パチッ！　となんかおちゃめにウインクした。


　おお……ジュドーさん！　オレの事なんか、話してくれてたんだ。


「ジュドーは相当頑がん張ばっていますよ。もともと努力家だったからか、もの凄すごい勢いきおいで成長してます。今度、北の大地の前人未踏領域ノース・エンデ探たん索さくキャラバンに同行する候こう補ほ生の一人に選ばれたみたいですよ。まぁ、まだノミネートされただけですが」


　前人未踏領域ノース・エンデ……いまだ人類が踏とう破はしてない、北の大地の北部領りよう域いき。


　最強クラスのＳ級ドラゴンがウジャウジャしてるから、一年単位で少しずつ少しずつしか進めないって話を、ゴン・ネスで聞いたことがあるけど……。


「す……凄すぎるよ、ジュドーさん」


　前人未踏領域ノース・エンデなんて、まるっきり本の中の世界みたいに思ってたけど……そこに、実じつ際さいに行くなんて！　なんか、スケール大きすぎて、思わず感動した。


「マーガス君は、レンジャースクールに興きよう味みありますか？」


　唐とう突とつに、ベッケンバウナーさんは言った。


「え？　そ、そりゃ……レンジャー養成所に通うくらいですから……」


　結局、地方のレンジャー出しゆつ張ちよう所じよの役やく割わりは、レンジャースクールのお試ためし版ばんにすぎないっていうのが定説。まぁ、そりゃそうだよな。出張所で受ける月に何回かの講習を、スクールじゃ毎日朝から晩ばんまでみっちりやるんだから。


　出張所で推薦を受けて、どこか大手のレンジャースクールへ入学──これが、プロレンジャーになるための、一番の王道パターン。逆ぎやくに言えば、本気でプロになるには、スクールに入学するしかほとんど道は無い。


　すると、オレの答えを聞いたベッケンバウナーさんは──ニコッと笑い、そして言った。


「良かった、だったら決まりだ。私は、アスベルレンジャースクールへ、君を正式にスカウトします」


　嬉うれしそうに言うベッケンバウナーさん。


　校長室の中の時間が、一いつ瞬しゆん止まる。


　オレは、耳を疑うたがった。


「はっっ？　何です？」


「君を、アスベルレンジャースクールへ正式にスカウトします」


　もう一度、ハッキリとベッケンバウナーさんは言い直した。


「…………？　ほ……本気ですか？」


「もちろん。実は、ジュドーから話を聞いた辺りから、本ほん格かく的に興味を持って、少し調べていたんです。まぁ、今回スカウトする予定じゃなかったし、今日会ったのは本当に偶ぐう然ぜんですが。偶然も大事でしょ？」


　柔やわらかい笑え顔がおを浮うかべるベッケンバウナーさん。


　オレは──ようやく、事の重大さに気づいた。


「え、えぇぇぇ!?　ちょ、ちょっと待って下さい！　だってオレ、多少耳とか目がいいくらいで、後は手先が器用なくらいしか、取り得ないですよ!?　アスベルレンジャースクールなんて、とても……」


「全部レンジャーに必要な資し質しつじゃないですか。それに、いまは未み熟じゆくで当然です。それを、スクールで磨みがくんだから」


　平然とベッケンバウナーさんは言い、さらに続ける。


「そもそも、あなたは勘かん違ちがいしていますよ。ちょっと調べれば分かる事ですが、あなたの本当の長所は、もっと別のところにある。私が聞くのもおかしいけれど、どこだか、分かりませんか？」


　試ためすように微笑ほほえみながら、ベッケンバウナーさんは言う。


　オ、オレの本当の取り得？


「……と、友達には、タイシタことないから凄すごいって言われたことがありますけど……」


「な、なるほど……。それは、深いな……」


　ちょっとビックリしたようにベッケンバウナーさん。


「ただ、私が言ってるのはそういう意味じゃなくって……単たん純じゆんに、能のう力りよく的な問題です」


「能力……」


　目、耳がいい。手先が器用。後は──足が、ほどほどに速い事くらいか？


　アスベルレンジャースクールに推すい薦せんされるほどの能力は、何ひとつ持ち合わせてないよなぁ。


「わ、わかりません。オレの長所……何なんでしょうか？」


「それはね。運。ですよ」


　ベッケンバウナーさんは、けろっとミもフタも無いことを言った。


「う、運!?　ですか？　で、でもオレ、どっちかっていうと不幸とかトラブルをしょいこむタイプの人間なんですけど」


「ああ、いや、すいません。そうじゃなくて。私が言ってるのは、いわゆる生せい存ぞん運ってヤツですよ」


「せいぞんうん……？」


「はい。命の危き機きにさらされるような場面になっても、なんだかんだ助かってしまうような、そういう運です。例えば、あなたと同程てい度どの身体能力の人が、あなたが今まで経けい験けんしたような危機に遭そう遇ぐうしていた場合──無事に切り抜ぬけることができたと思いますか？」


「さ、さぁ……」


「ぜっっったいに無理です！　死んでます、確かく実じつに！　普ふ通つうならね」


　断だん言げんされてしまう。なんか、あんまりいい気分じゃないけど……。


「それほど、あなたの生存運は飛びぬけているんです。普段運が悪くて、いざという時運がいいというのは、生存運の高い人の典型的な例だ。──ロト・セブンとかね」


　ロト・セブン……確たしかに、生存運、ハンパじゃなさそうだ。


「その生存運と、元々のレンジャーセンスをしっかり磨けば、他にはちょっと真ま似ねできない、タフで優ゆう秀しゆうなプロレンジャーになれますよ、あなたは。もちろん、他人より努力すれば、の話ですが」


　笑顔を浮かべたまま、けどまっすぐオレの目を見て、ベッケンバウナーさんは言う。


　ええ……これは……本当に現げん実じつに起こっている出来事なのか？


　英えい雄ゆうロト・セブンの戦友にして、世界で唯ゆい一いつの五つ星レンジャーが、オレの事をこんなに買ってくれるなんて……！


「もちろん、推薦枠わくですから、授じゆ業ぎよう料や学費なんかは全すべて無料ですよ。アスベルまでの移い動どう費も出しますし……どうです？　アスベルで、ジュドー達、同世代のレンジャー候こう補ほ生の中に飛び込こんで、自分の才能を試してみる気はありませんか？」


　同世代のレンジャー候補生の中に飛び込んで、自分の才能を試す──！


　なんてゾクゾクする言葉だろう！


　だって、世界中の同い年くらいの男子女子が、技わざを磨くため親元を離はなれ、アスベルに集まって修しゆ行ぎようしてるんだろ……？　一体どんな連中が集まってるんだ!?　それに、オレのピッキング……アスベルだったら、何番くらいの実力なんだろう？


　気が早いといわれればそれまでだけど……オレは既すでに海の向こう、北の大地のアスベルレンジャースクールの生活を想そう像ぞうして、興こう奮ふんのあまり、ちょっと震ふるえた。


「来てくれますか？」


　ニコッ、とオレに向かって笑いかけるベッケンバウナーさん。


　モチロンです！


　と、即そく答とうしようとしたオレ。


　しかし……ふっとここに来て、とある疑ぎ問もんが湧わいてきた。


「あの……。行くとして、いつから行く事になるんですかね……？　半年後、とかですか？」


「いやいや。私は一月程ほどでこの地方での仕事を済すませて、前人未踏領域ノース・エンデのセブ達と合流する前に、アスベルに寄よるつもりなんですが。入学する場合、その時点で、私と一いつ緒しよに来ていただかないといけません。アスベルは、推薦人がその場にいないと入学は認みとめてもらえない仕組みなんです。だから、出発するなら、一ヶ月後になります」


　一ヶ月！　行くとすれば、たった、一ヶ月後！


　その単語を聞いて、ようやくオレは冷静になった。


　それじゃ、エクスはどうなるんだ？


　やっと天下一武ぶ器き屋や祭さいから帰ってきて、エクスを立て直す資し金きんも手に入れて、さぁこれから！　って時に、ここでエクスを辞やめてアスベルに行ったら、そんなの裏うら切ぎりじゃないか。


　けど……こんなチャンス、ここを逃のがしたら二度と無いかも。


　ど……どうしよう。


「マーガス君？」


　頭を抱かかえ込むオレを見たベッケンバウナーさんが、心配そうに声をかけてきた。


「あ、あの。ベッケンバウナーさん……」


　オレは、恐おそる恐る切り出した。


「はい？」


「あの……ちょっとだけ、考えさせてもらえないでしょうか……？　近いうちに、絶ぜつ対たい答えをだしますから！」


　オレが必死に言うと──ベッケンバウナーさんは一いつ瞬しゆんだけ驚おどろいてみせたけど、すぐに満足そうに頷うなずいて。


「分かりました……一生の問題ですからね。アスベルに入学した以上、卒業できるのは、どんなに急いで単位を取ったとしても二年はかかる。まぁ、遅おそい人だと、五年、一〇年、平気でかかりますが……」


　最低でも二年は帰って来られない……！


　うわ、また頭を迷まよわす条じよう件けん増ふえたよ……。


「でも、幸い、まだ私がフランを発たつまでには時間があります。それまで、しっかり考えて下さい。せかすような事を言って申し訳わけありませんでしたね」


　礼れい儀ぎ正しく、ぺこりと頭を下げるベッケンバウナーさん。


「そ、そんな！　頭をあげて下さい！　ワガママ言ってるの、オレなんだし」


「いえいえ、いいんですよ。でもね……これだけは、忘わすれないで下さいね」


　ふっと真顔になって、ベッケンバウナーさんは言う。


「先ほどジュドーの話はしましたが……成長できる時期というのは、限かぎられているものです。ジュドーや、あなたのような年ねん齢れいの時期に本気で修行する時には、まさに階かい段だん飛ばしのようなスピードでレベルアップできますが、それを過すぎると、飛ひ躍やく的な成長はなかなか難むずかしくなる。本気でレンジャーを目指すなら、今しかない」


「…………」


　そう言われて、オレは何も言い返せない。


　そんなオレの固い表ひよう情じように気づいたのか、ベッケンバウナーさんは、慌あわてて少しきまり悪そうに笑え顔がおを作った。


「いやぁ、私も歳としかな？　つい説教じみた事を言ってしまいますね」


「い、いえ」


「私は、明日から、仕事を終える一ヶ月の間、トトレイン・ステーション前のホテルに滞たい在ざいする予定です。答えが出たなら、何時でもいい、顔を出して下さい。おいしいものでも食べながら、お話しましょう」


　最後にもう一度だけ握あく手しゆを交かわし。


　オレとベッケンバウナーさんは、校長室を後にしたのであった。





　　　　※




　夕ゆう陽ひに染そまる西二番街かい道どう。


　夕食時の買い物でごったがえす人々が、寒さに負けない暖あたたかな活気を生み出してる。


　ケンジの誕たん生じよう日び会をやるって言ってたステーキハウス『スカイ・フォーク』に向かいながら、オレはさっきのベッケンバウナーさんとの会話を思い返して、ちょっと気を重くしていた。


　うぅー。どうしよう。


　アスベルに行くか。


　フランに残るか。


（他ほかにはちょっといない、タフで優ゆう秀しゆうなプロレンジャーになれますよ、あなたは）


（成長できる時期というのは、限られているものです。本気でレンジャーを目指すなら、今しかない）


　生々しく、ベッケンバウナーさんの言葉が蘇よみがえってくる。


　そんなの……そんな事言われたら、その気になっちゃうじゃないか。


　特に、ジュドーさんが前人未踏領域ノース・エンデ探たん索さくへ出かけるっていう話が、心を乱みだすよなぁ。もちろん、ジュドーさんよりオレの方が優秀だなんて言うつもりは無いけど……出しゆつ張ちよう所じよでやってる頃ころは、決してジュドーさんは手が届とどかない存そん在ざいじゃ無かった。


　オレだって、あれからいろいろ修しゆ羅ら場ばくぐってるし、ジュドーさんが通用するなら、オレだって死ぬ気でがんばれば通用するんじゃ……って考えが頭から消せない。


　オレに、将しよう来らい前人未踏領域ノース・エンデ探索へ行くくらいの才さい能のうがあるなら、それを磨みがいてみたい……。


　けど……それじゃ、あの六人はどうするんだ？


　ジャン、イッコ、ノン、ドノヴァン、ケンジ、ミニィちゃん……。


　みんなで始めたエクス……。ましてや、今はエクス再さい建けんの大事な時期だ。そんな時期に抜ぬけるワケにはいかない。オレはそんなに薄はく情じようじゃない。


　けど……五つ星レンジャーが、スクールに誘さそってくれるなんて……そんな幸運、オレの人生に、金こん輪りん際ざいあるのか？　今回のチャンスを逃のがして、〝次〟なんて来るのか？　くうぅぅ……なんか、胃いの辺りがズキズキする。こんなの答え出ないよ……。





　夕食時のスカイ・フォークはさすがに込み合っていた。騒さわがしい店内を横切り、いつもいりびたってる、愛用の窓まど際ぎわ席へ向かう。


「お！　マーガス遅おそいぞ！」


　ジャンの声。


　すでに席には、ジャン、イッコ、ノン、ドノヴァン、ケンジ、ミニィちゃん──オレ以外全員が集合していた。


「なんかマーガスさん、元気ないですぅ？」


　開口一番言ったのは、ミニィちゃんだった。ウゥッ、鋭するどいな。


「そ、そんな事ないよ」


　そう言いつつ、オレはジャンの隣となりの席に腰こし掛かけた。余よ計けいな心配かけたくないし、さっきスカウトされた事は、しばらく黙だまっとこ……。


「アンタ、どこ行ってたの？」


「え。あ、あぁ、ちょっとレンジャースクールに……って、ん!?」


　オレは正面に座すわる黒くろ髪かみ女の異い変へんに気がついて、思わず二度見した。


「イッコ!?　お、お前、その顔どうしたの!?」


　無む意い識しきのうちに叫さけぶようなボリュームで、イッコに聞く。


　そう、イッコの顔には──何な故ぜか、痛いた々いたしいほど絆ばん創そう膏こうがそこら中に貼はられていたのだ。オイオイ、何やってたんだ、一体!?　まるで、竜りゆうとでも戦ってきたような顔だぞ……。


「それがコイツ、聞いても教えてくんねぇんだよ……」


　頰ほお杖づえをつきながら、ジャンが面おも白しろくなさそうに言う。


「ま、アタシの話は後、後。今日の主役は、アタシじゃないでしょ」


　バシッ、と隣に座る男子の背せ中なかをはたくイッコ。


　突とつ然ぜん背中をはたかれてむせているのは、短く刈かった茶ちや髪ぱつに、スネた目つきの小こ柄がらな少年。エクス・ガリバーが誇ほこる天才鍛か冶じ少年、ケンジだ。


　あ、そっか。ケンジの誕生日会だ！


「そうだった。お前、一三歳さいになったんだって？　おめでとう！」


「別にめでたくないスよ。歳としを取るって事は、そのぶん死に近づいてるって事だし……祝うほどのこっちゃないんだ」


　かったるそうに目を半はん眼がんにしながら、ため息まじりに言うケンジ。コイツは……どういう一三歳なんだ？


「とかなんとか言って、さっきプレゼント貰もらって大喜びしてたの、ドコのどいつよ」


　すかさずイッコが、茶ちや化かすようにツッコミを入れた。


「なっ！　べ、別にオレは……」


「え、何？　もうみんなプレゼントあげたの？」


「うん。コイツ、顔真っ赤にして固まってたのよ。喜びを抑おさえきれない、ってカンジでね」


　ニヤリと笑うイッコ。


「おやおや？　なるほどなるほど、そうですか、ケンジ君」


　オレはわざとらしく大声で言いながら、ケンジの顔を覗のぞき込こむ。


　ケンジは、チッ、とか言いながらそっぽを向いた。あはは、相変わらずコイツは、カワイクないんだか、カワイイんだか……。


「ようし。オレのプレゼントも、絶ぜつ対たい気に入るぞ！　ケンジ！　ほれ！」


　オレは持ってきたラッピング済ずみの紙かみ袋ぶくろをケンジに差し出した。


「ど、どーも……」


　どういう表情をしたらいいのか分からない、といった感じで、ケンジは紙袋を受け取る。


「良かったねー、ケンジー。何貰ったのー？」


　ニコニコと笑いながら、ケンジに聞くのはノン。


　言われるがまま、ケンジはゴソゴソと袋を開き、中に手を突つっ込む。


　スッ──っと取り出される、黒い竜りゆう革がわの軍手。


　どうだ？　センスいいだろ？


　しかしその軍手が取り出された瞬しゆん間かん──テーブルの空気が固まる。


　そして、次の瞬間。何な故ぜか他のメンバーは、腹はらを抱かかえて笑い出したのだ。


「だぁーはっはっは！　で、出た！　すげぇ！」


「あっはは！　もはや奇き跡せきね……」


「マーガス、凄すごいよー！」


　みんな大喜び。


　対照的にケンジだけが、プルプル震ふるえながら、オレのあげた軍手を見つめている。


「え、な、何？　別に、ウケ狙ねらいじゃ無かったんだけど……」


「ケンジ。今日貰ったプレゼント、マーガスに見せてやりなさいよ」


　イッコが言うと、ケンジは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で、テーブルにプレゼントを並ならべた。次々、六つ分のプレゼントを並べる。


　左から、赤い毛糸で編あまれた、手編みっぽい軍手。


　白くて、少し古ぼけた、まるで家の中にしまわれていたのをそのまま持ってきただけのような軍手。


　さらに、指の先にクマみたいなのがくっついてる軍手。


　そして、そこからオレの目がおかしくなったのかと自分を疑うたがいたくなるほど、黒い竜革の軍手。黒い竜革の軍手。黒い竜革の軍手。オレのを合わせて、全部で三対つい、全く同じ軍手が並んでいる。


「ウ、ウソォ!?　プレゼント、全員軍手!?」


　オレは思わず叫さけんだ。なんとなく、誰だれがどれをプレゼントしたのか分かるけど……マジで奇跡じゃん！　一日に六個こも軍手貰うなんて！


「ボクとマーガスとイッコ、同じ店で買ったみたいだね」


　言ったのはドノヴァン。うわぁ、別行動だったイッコはともかく、一いつ緒しよに買いに行って、プレゼントかぶらせちゃうなんて……オレとドノヴァン、相当ダサいかも……。


「だってケンジ君、軍手欲ほしいって言ってたしぃ☆」


「私も、昼に毛糸買って、急いで編んだんだよー？」


「最初の一個を貰った時までは、感動だったのにねぇ」


　イッコが意地悪い笑え顔がおで、ケンジの頭をナデナデする。


「くっ……」


　うなだれるケンジ。他ほかのみんながそれを見て、さらに笑う。あはは。


　うー、やっぱり七人揃そろうとやけに楽しい！


　やっぱり……オレにはエクスを抜ぬけて、アスベルに行くなんて決けつ断だん、できるワケないよなぁ……。





　やがて。ステーキを食べ終え。さらに、店の迷めい惑わくかえりみず持ち込んだノンの手作りケーキも食べ終えて、全員でまったりとした雰ふん囲い気きになった頃ころ。


「んっ？」




[image: ]


　ふと──正面に座すわる、傷きずだらけの女、イッコの表ひよう情じようが目に入った。


　イッコは、何かを懐なつかしむような──そんな、どこか哀あい愁しゆう漂ただよう笑顔を浮うかべていた。珍めずらしいな、イッコがこんな顔するなんて。


「なあイッコ。なんでそんなボロボロなの？　そろそろ教えてよ」


　気になったオレは、何気なく聞いてみる。


「あー……うん。もうちょっと後で言おうと思ったんだけど……ま、もういいか」


　イッコはそう言うと、ふと改まるように飲んでいたコップを置いて、しっかり椅い子すに座り姿し勢せいを正した。


「ねえ、みんなもちょっと聞いてくんない？　話があるんだけど」


　少し力の入った声で、イッコが全員に呼よびかける。


「あん？　何だよあらたまって！　それより、肉追加しねー？」


　ちょっとテンションの上がってるジャンが、イッコの話を適てき当とうに流す。


「うん、ま、食べながらでいいから、聞いてよ」


「？　何のお話ですかぁ？」


　ミニィちゃんが、少しワクワクした表情で聞く。


　夕食客で込み合う店内は、オッサン達の下品な笑い声なんかが響ひびき渡わたっていて、小さな声は簡かん単たんにかき消されてしまう。


　しかし、イッコはいつも通りのよく通る声で──しっかり、オレ達六人全員に向かって話を始めた。


「実はさ。アタシ、昨日知り合った兄妹──マーガスとジャンとノンは知ってるわよね。とにかく、その二人と一緒に──今年のドラゴンキラー試験、受験しようと思うんだ」


「え……？」


　全員、一いつ瞬しゆんイッコが何を言ってるのか、すぐには理り解かいできなかった。


「ドラゴンキラー試験って……プロのドラゴンキラーになるための試験の事？」


　動どう揺ようしてるのか、ドノヴァンが、当たり前の事を聞く。


「うん、そう。今年は、フランの近くで行われるみたいだから」


「ちょ、ちょっと待てよ。それより、昨日知り合った、ドラゴンキラー試験に来た兄妹って……まさか、あのジンとメーベの事なのか？」


　ジャンが、疑うたがうような目つきでイッコに聞く。


　するとイッコは平然と、


「もちろん、あの二人よ。アタシにはあの二人くらいしか受験生の知り合い、いないもん」


「ハァァ!?　お前、自分のやってる事分かってんのか？　昨日、アイツらにいきなりキレて、ビッグバン・ソード向けたの、どこのどいつだよ？」


「だから、ちゃんと謝あやまった。お互たがい、試験までの間、協力する事に決めたの。アタシは、アイツに試験の事を教えてもらったり、稽けい古こをつけてもらう。逆ぎやくにアタシは、アイツらに寝ね床どこを提てい供きようしてやる。そういう条じよう件けんでね」


　淡たん々たんと語るイッコ。


　そうか……もしかして顔の絆ばん創そう膏こうは、稽古をつけてもらった跡あとなのか？


　そして、今日の昼間見た、あの三人の姿すがたは、見み間ま違ちがいじゃ無かったんだ……！


「そんな事より……もっと聞かなくちゃいけない、重要な事があるんじゃないスか？」


　興きよう味みが無いのか、無いフリをしてるのか──かったるそうに言ったのは、ケンジだった。


「何だよ、大事な事って」


　少しイライラしてる様子のジャンが、ケンジの方を見ながら言う。


「試験の後の事ですよ。ま、そんなに簡かん単たんなワケも無いけど……もし試験に合ごう格かくして、プロのドラゴンキラーになったら……エクスはどうするんですか？」


「辞やめる」


　何の、躊ちゆう躇ちよも無かった。


「や……辞める？」


「うん。でも、受かったらエクスを辞めて、落ちたら残るってんじゃ、なんか保ほ険けんをかけてるみたいで卑ひ怯きようだから……。アタシは、今この時をもって、エクス・ガリバーを抜ぬけるね。お世話になりました」


　ぺこり、とまるで冗じよう談だんのように頭を下げ、あまりに簡単に退たい職しよく宣せん言げんをするイッコ。


　全員、言葉を失っていた。頭がついていかない。


　何を……何を言ってるんだ、コイツは？


「そ、そんな……何でですか？」


　最初にショック状じよう態たいから立ち直ったのは、ミニィちゃんだった。


「今までずっと、エクスで楽しくやってきたのに……何で突とつ然ぜん、ドラゴンキラーになるなんて言い出すんですか!?　変じゃないですか!?」


　納なつ得とくいかない！　と言わんばかりに、ミニィちゃんが怒いかり交じりの声をあげる。


　しかし、イッコはあくまで冷静に言葉を返した。


「別に、変じゃないわ。近くで、ドラゴンキラーになるための、試験が開かい催さいされる。目の前に、サンク・マリカ購こう入にゆうまで最さい短たん距きよ離りで走れる道が開けたんだから、そこに向かうのは当然よ。──アタシの中ではね」


　そういう事か──！　オレは、心の中で思った。


　イッコのセリフが脳のう裏りに蘇よみがえる。


（おかげで、今の自分がのんびり生きてるって自覚できたけど）


（もっと必死に走って……一秒でも早く、サンク・マリカを買わなくっちゃ）


　イッコはたぶんあの後、一人で考えて、考えた結果──エクスを辞めて、ドラゴンキラーになる決断を下した……そういう事なのか!?


　ダンッ!!


　と。怒りを隠かくそうともせず、テーブルに拳こぶしを叩たたきつける音がした。


　──ジャン。


「ふざけんな……どこまで自分勝手なんだよお前は!?　辞めるだと？　わざわざデルガドまで行って、やっとこれからエクスを建て直そうとしてる、こんな時にか？」


　吐はき捨すてるように言ったジャンの言葉。


　オレは、それがイッコだけじゃ無く、さっきまでアスベルに行く事を迷まよっていたオレにも向けられているような気がして──心がずん、と重くなった。


　ジャンは続けた。


「分かってたつもりだったけど……今回ばっかりはマジで愛あい想そ尽つきたよ。辞めろよ。辞めて、ドラゴンキラーにでも何にでもなっちまえばいいさ。そのかわり……二度と俺おれ達の前に顔出すなよ！」


　ガンッ！　強ごう引いんに椅い子すを引いて立ち上がったジャンは、そのままスタスタ出口に向かって歩いて行った。


「お、おい……ジャン」


「マーガス。俺の分のメシ代、払はらっといてくれや。……そのうち返すからよ」


　カランコロンッ。振ふり返りもせず、ジャンはスカイ・フォークから去っていった。


　残されたオレ達六人の間を支し配はいするのは、かつてないほど気まずい空気。


「試験までの間だけでも、エクスで働けないんですかぁ？」


　ミニィちゃんが、泣きそうな顔で、その沈ちん黙もくを破やぶって尋たずねる。


　しかしイッコは即そく座ざに首を横に振って、


「悪いけど、時間が無いんだ。一秒でも、自分を強くするための時間に当てないと、アタシなんかが試験に受かるワケが無い。たぶん……明日からは、フランにも滅めつ多たに帰らないと思う。時間が許ゆるす限かぎり、外で訓練積まないと」


「そんなぁ……」


　なおも食い下がろうとするミニィちゃん。


　しかし、そのミニィちゃんの肩かたに手を置き、留とどまらせたのはドノヴァンだった。


「よそう、ミニィ。もう、イッコは決めたんだ。言えば、イッコが辛つらくなるよ」


「ドノヴァンさん……」


「でもね……」


　ドノヴァンは、ゆっくりとイッコに視し線せんを向ける。


「でも、ボクには、ジャンの気持ちも分かる。少しくらい……相談してくれても良かったんじゃないか？」


「ゴメン。ミニィも、ケンジも、ノンも、マーガスも。ゴメン」


　イッコは、ゴメン、を繰くり返す。


「別に……謝あやまっても仕方ないでしょ。もう、イッコ姉さんは、心を決めたんだ。……オレ達には、止められないスよ」


　あまり納なつ得とくした様子とは言えなかったけど。ケンジは、とりあえずそう答えた。


　その通りだ……。イッコは、エクスを辞やめて、今まで以上に自分の野望に突つき進む事を決意してしまったんだ。もう、他人がどうこう言える段だん階かいはとっくに通り過すぎてる。


　しかしオレは、まだ自分の気持ちを整理しきれず、イッコに声をかける事ができなかった。


　確たしかに、いきなり辞めると言い出したイッコは、めちゃくちゃ勝手だ。


　けど、サンク・マリカを買うためにエクスを辞める事を決意したイッコも……それ相そう応おうに、辛い想おもいをしてる気がする。オレはなんて声をかければ──。


「イッコちゃん……訓練、気をつけてね。私、試験の日、応おう援えんに行くからね」


　ノンだけは、イッコが辞める事に触ふれず、最後までイッコに優やさしい言葉をかけていた。それが逆ぎやくに、オレはどうしようもなく切ない気がした……。





　ほどなくして、オレ達は、相変わらず陽よう気きに盛もり上がってる、スカイ・フォークから退たい散さんした。場ば違ちがいに暗いオレ達に、あの空気は耐たえられなかった。


　しかし──考えようによっては、オレとイッコは、全く同じ時期に、店を辞めるかどうかの選せん択たくを迫せまられていたって事か……なんていう偶ぐう然ぜんなんだろう。


　けど、もうイッコがエクスを抜ける事を決意した以上──オレは、エクスに残るしかないよなぁ……？


　漠ばく然ぜんと、オレはそんな事を考える。


　さすがにイッコが抜けると発表した直後のこの状じよう況きようで、


「オレもエクスを抜けるよ！」


　なんて、とても言えないし……。


　残るべき……だよな？





　　　　※




　先にジャンが帰ったという事は、すなわち、東二番街かい道どうへ帰るのが、オレとイッコだけになるという意味で。


　押しつぶされるような気まずさの中、オレとイッコは、黙々と街道の石いし畳だたみを踏ふみしめ、自分達の家へと向かっていた。夜もすっかり更ふけて、辺りには、隣となりで黙々と歩くイッコの足音だけが、物悲しく響ひびき渡わたっている。


　さすがに退たい職しよく宣せん言げんをしたイッコは、少し疲つかれた表情を浮うかべていた。


　うーん……何か話題を考えなくちゃ……とは思うんだけど、オレも、そんなに口がうまい方じゃないからなぁ……全然具体的な答えは出てくれない。


　この沈黙のまま、いつもの分かれ道まで行って「ハイサヨナラ」じゃ、まずいぞ。この気まずい雰ふん囲い気きのまま別れるのは耐えられない。


　とりあえず、この自じ宅たくに向かう流れを、なんとかしないと……。


「な、なぁ、イッコ」


　オレは覚かく悟ごを決めると、足を止め、イッコを呼よび止めた。


　イッコは、無言で立ち止まり──そのまま目線だけをこっちに向けた。


「あ、あのさ。どっか、寄より道していかないか？」


「寄り道？」


「う、うん。サンク・マリカとかさ。いや、オレ、このまま家に帰っても一人で寂さびしいし……。どこでも付き合うよ？　サンク・マリカとか」


「うーん……」


　考えるように、そう呟つぶやくイッコ。


　イッコなら、サンク・マリカを見に行く、と言ってくれるハズ……。


　と、計算した上でのオレの作戦だったんだけど。


「じゃあ──ちょっと付き合ってよ」


　イッコが提てい案あんした寄り道の場所は、少し意外なところだった。





　　　　※




「うおおお……相変わらず、凄すごいぃ」


　提案したのはイッコだけど──正直、オレの方がテンション上がっちゃったかもしれない。こういう、ホントは入っちゃいけない場所って、どうにもワクワクするんだよな……。


　身が切れるような冷たい暴ぼう風ふうに、イッコの黒くろ髪かみが激はげしく乱みだれた。


　下にいる時より、空気が格かく段だんに澄すんでいる。


　ドゥアナの見み張はり塔とう。


　竜りゆう避よけの壁かべに埋うめ込まれながら聳そびえ立つ、どこか孤こ独どくなこの塔は、サンク・マリカ大だい聖せい堂どうと同じく、ウメダ・ファミリアが作った建けん築ちく物ぶつだ。


　その最上階に、久ひさしぶりにオレとイッコは侵しん入にゆうしていた。


　エクス開店前夜、七人で上った後、何回かは行ったけど、しばらくは来て無かった。ホント、半年ぶりくらいだろうか？　前に来た頃ころは、まだ暑い時期だったもんな。


　しかし、まさかイッコが、サンク・マリカじゃない場所に寄り道するなんて……ホント意外だ。


　イッコは、塔から身を乗り出し、眼がん下かに広がる家いえ並なみの先──サンク・マリカの方を黙だまって眺ながめていた。が、いつもいつもそんなに都合良くいくハズもなく、今日の夜空は、星も見えない、雲に覆おおわれたものだった。サンク・マリカは闇やみ夜よに塗ぬりつぶされて、見えない。


「何で、ここに寄ろうと思ったの？」




[image: ]


　オレは、サンク・マリカを眺めるイッコの背せ中なかに、聞いてみた。


「何で？……何でかしらね。ガラにも無く、エクスを去る前に、想おもい出の場所に行きたくでもなったのかしら」


　自分でも分かってないのか、イッコは自じ嘲ちよう気ぎ味みに言う。


（もっと必死に走って……一秒でも早く、サンク・マリカを買わなくっちゃ）


　あの決意は本当だった。その決意に従したがって、イッコはエクスを辞やめる事を決けつ断だんしてしまった。けど……


「イッコ……本当に、あれでよかったの？」


　オレは、思わず口に出して聞いていた。


　ばたたた──ジャンパーをやかましくはためかせ、ますます強い風がオレ達の間を吹ふきぬける。


　風が収おさまっても、イッコは答えなかった。オレは気にせず続けた。


「別に、エクスを辞めなくたって、頑がん張ばればいつかはサンク・マリカ、買えるかもしれないじゃないか」


「アタシには、時間が無いのよ……」


　イッコは答えた。


「だから、自分で自分がのんびりしてるって自覚しちゃった以上、アタシは前に進まなきゃ」


「時間が無いって……何でだよ？」


「ま……それはいいじゃない。アタシはもう──ドラゴンキラーになるって決めたんだからさっ」


　くるっと振ふり返ると、イッコは有う無むを言わせない、どこか吹っ切れたような口調でそう言い切った。


　そうだよな……そう簡かん単たんに、自分の決めた事を曲げる女じゃないよなぁ。はぁ。


「それよりさぁ」


　今度は、逆ぎやくにイッコが聞いてきた。


　そしてその質しつ問もんで──


　オレの思考は、完全に停止する。


「アンタの方こそ……レンジャーの話、どうすんの？」


　少しからかうような笑え顔がおを浮うかべながら言うイッコ。えっ……ええぇぇ!?


　一いつ瞬しゆん、声が出なかった。


「し……知ってたの!?　ベッケンバウナーさんの事！」


　オレは完全にパニックに陥おちいった！


　驚きよう愕がくとは、まさにこの事だ！　どこから漏もれたんだ!?


　いや……答えは一つしか無い！　イッコが、ベッケンバウナーさんとフランで偶ぐう然ぜん出会った……それ以外の可か能のう性せいはありえない！


　が──慌あわてふためくオレを見て、イッコはきょとん、とした表ひよう情じようになった。


「知ってたって……？」


「だ、だから。アスベルにスカウトされた話。ベッケンバウナーさんに会ったんだろ？」


「誰よ、べっけんばうなーって」


　怪け訝げんな顔で、イッコは言う。


　？　何やら、雲行きが怪あやしくなってきたぞ……。


「んん？　じゃあ、どこからオレの話聞いたのさ」


「どこからもクソも、アンタしょっちゅうレンジャー講こう習しゆう行ってるじゃない。だから、将しよう来らいアンタもプロ目指すのかと思って、聞いただけだったんだけど」


　あっけらかん、とイッコは言う。オレは、自分が痛つう恨こんの早とちりをした事に、いまさら気がついた。


　しまった──ベッケンバウナーさんにスカウトされた話じゃ無かったんだ！


「さて……。当然、そのアスベルとベッケンナントカの話は、教えてもらえるのよね？」


　ニヤッ、と悪あく魔まのような笑顔を浮かべるイッコ。


　うわ……ダメだ。こうなったらもう、ヘタな誤ご魔ま化かしは通用しない……！


　いや……どのみち、いつかは言おうと思ってたんだ。





　セブンさんの仲間の小太りの男、伝説のレンジャー、ベッケンバウナーさんが声をかけてくれた事。太たい鼓こ判ばんを押おしてくれた事。世界一のレンジャースクール、アスベルにスカウトしてくれた事。先せん輩ぱいのジュドーさんがアスベルで頑張ってる事。返事を保ほ留りゆうしてもらった事。


　今日、学校で起こった出来事を、オレは包み隠かくさず、全部イッコに報ほう告こくした。


「マ、マジで……アンタが!?　凄すごいじゃん！」


　イッコは、予想以上に驚おどろいて、そして喜んでくれた。


「確たしかに、瓦が礫れきの外から、ジンとメーベがいる事調べたり出来るんだもんね。スカウトくらい、されてもおかしくない、か……」


「いやいや。なんかオレ、そういう部分より、普ふ段だん運が悪くて、いざという時運がいいから選ばれたんだってさ」


「あはは！　何それ？」


　おっ。なんか、久ひさしぶりにイッコの自然な笑い声を聞いた気がする。


　報告する事になって、良かったのかも。


「で？　どうすんのよ？　行くのか、行かないのか」


　興きよう味み津しん々しんで、イッコは聞いてきた。


「うん、それなんだけどさ……。とりあえず、今回は断ことわろうと思って……」


　オレは、苦く笑しよう交じりに言った。


「えぇ!?　な、なんで!?　せっかく世界で一人の五つ星レンジャーが、タダで学校に入れてくれるって言ってるんでしょ？　もったいない！」


「うん……でも、仕方ないかなって……」


「仕方ない？」


「うんん……だって。イッコも抜ぬけて、続けざまにオレも抜けるって、さすがにそれはいろいろマズイだろ？　だから、オレはエクスに残ろうと思って──」


　オレが、そこまで口にした瞬間だった。


「アンタ……それ、本気で言ってんの？」


　空気が一変した。


　オレの言葉を遮さえぎるように、イッコはそう吐はき捨すてた。


「はっ？」


「よくもそんな、薄うすっぺらい決けつ断だんが下せるわね……！」


　さっきまでのイッコとは、まったく雰ふん囲い気きが違ちがう。


　怒いかりに満ちた──完全にオレに嫌けん悪お感を抱いだいた目で、イッコはこっちを睨にらんでいる。


「う、薄っぺらい……!?」


　オレは耳を疑うたがった。


「べ、別に薄っぺらくなんか無い！　オレなりに、いろいろ考えて決めたんだ」


「決めたなんて偉えらそうに言えるほどの決意!?　それが？」


　喧けん嘩かを売るような口調で言ってくるイッコ。


　な、なんか、だんだん腹はらが立ってきた……！


「なんだよ、黙だまって聞いてれば……そっちこそ、どうなんだよ！」


　ここまで言われちゃ、黙ってられない。


「ジンにちょっと言われたくらいで、さっさとエクス辞やめるとか言い出してさ。いろいろ言ったって、結局イッコは自分勝手なだけじゃないか！　オレは、イッコとは違う！　そんな簡かん単たんにエクスを見捨てないんだ！　自分がエクス抜けるからって、オレの決めた事にケチつけないでくれよ！」


　気づいたら、自分でもビックリするくらい、いっきに喋しやべっていた。


「……アタシは別に、エクスに残る事が、薄っぺらいなんて言ってるワケじゃない」


　一いつ瞬しゆん、間を作ってからそう言うと。


　イッコはくるっと踵きびすを返し、出口に向かってスタスタ歩き始めた。


　あ、あれ？　イッコ……？


　なんとなく追いかけづらくて、オレは呆ぼう然ぜんとその背せ中なかを見つめる。


　どんどん離はなれていくイッコは、しかし言った。


「アタシが許ゆるせないのは……アンタが、自分で自分の進む道を悩なやめる幸せ者のクセに、その事に気づかない事。アンタなんか、ただ目の前にあった、簡単な答えを選んだだけでさ……」


「べ、別に、簡単な答えなんて」


「だったらアンタ、言い切れるんでしょうね？　アタシが辞めるから、自分はエクスに残る。そんな決め方でエクスに残って、将しよう来らい後こう悔かいしないって、ホントに言いきれるんでしょうね!?」


「そ、そんな事……」


　そこまで言われて……さすがにオレは、何も言い返せなかった。


　イッコは、もうこっちを振り返らずに、屋上から去っていく。


　送っていかなくっちゃ……と追いかけようとして、やっぱりオレは、すぐに立ち止まった。どの面つら下げて追いつけばいいのか……そう考えると、オレの足はまったく前に進まなくなってしまった。










　パート３・戸惑いのリニューアル・デイズ







　ガサガサ……っと、紙が擦すれるような音が鳴った。


「…………？　あれ？　オレ、何でこんな所で……」


　体を起こしたオレは、自分が何でダイニングのテーブルなんかに突つっ伏ぷして寝ねてたのか考えようとして──何もかもを思い出した。


　そうだ……。昨日の夜、イッコと別れて、ウチに帰ってきてから……なんかもう二階に上がる気力も無くて、そのままダイニングのテーブルで力尽つきたんだった。


（アタシが辞やめるから、自分はエクスに残る。そんな決め方でエクスに残って、将来後悔しないって、ホントに言いきれるんでしょうね!?）


　起きて早々、イッコの重いセリフが頭の中でリピートされる。


　クソー……イッコのヤツ。あんな風に言われたら、頭の中グチャグチャになるに決まってるだろ……。


　そりゃ……イッコの言う通り、昨日エクスに残ろうって決めたのは、薄っぺらいっていうか、浅い考えだったかもしれない……。


　けど、イッコが抜ぬけるとか、そんなの関係無くても。


　やっぱりオレにとって、エクスは特別な場所だ。エクス・ガリバーに残る。この答えで……オレは、満足なんだ……？


「おーいマーガス、いるかぁ!?」


　と。


　起きて早々、人生について悩み始めたオレの思考を遮さえぎるように、玄げん関かんから聞きなれた声が響ひびいてきた。


　ん？


　仕方なく玄関に向かい、ガチャッ。


　扉とびらを開くと、そこにいたのはやっぱりジャン。


「？　どうしたんだよ、こんな朝っぱらから……」


「なーに。ちょっと将来の事でも、話し合おうと思ってな」


　妙みようにさわやかな笑え顔がおで、ジャンは言う。


「へっっ？　将来の、事？」


「そうそう。ま、いいから、とりあえず顔洗あらってこいや。ちょっと外出るぞ」





　　　　※




「なーんだ。外って、結局スカイ・フォークじゃん」


　オレは、肩かた透すかしを喰くらいつつも、とりあえず、いつもの席に座すわる。


　まだ時間が、店が開いたばっかりの朝一一時だからか、店内にはオレ達以外、誰だれも客はいなかった。


「いらっしゃいませ。こちらメニューになります」


　そして、早さつ速そく白シャツ黒エプロンの、いつも店にいる青年ウエイターがメニューを持ってくる。いちおう、顔はニコニコ営えい業ぎようスマイルだけど、絶ぜつ対たい（このハゲと金きん髪ぱつ、どんだけいりびたってるんだよ!?　昨日の夜もいたよな、確たしか）な～んて思われてそう……。


「あ、メニューいりませんよ」


「コーヒー二つで」


「……かしこまりました」


　オレとジャンは、雑ざつにそのウエイターを追い返す。お金が無いオレ達に、選せん択たくの余よ地ちは無いのだ。


「で？　将来の事って？」


「まーまー、ちょっと待て。……もう来る頃ころだからよ」


　チラッ、と壁かべにかかった時計を見るジャン。


　すると、カランコロンッ。狙ねらい済すましたように入り口が開き、ドヤドヤとお客のグループが現あらわれた。


「あー、マーガスとジャン、いるいるー」


「あの二人が先に待ってるって珍めずらしいスね」


「おはようございまぁす☆」


「ミニィ、そろそろ手を離はなさないと、みんなに見つかっちゃうよ。え、いいの？　参ったなぁ」


　赤毛の女子。茶髪のスネた目つきの少年。


　そして──これみよがしに手をつないでる、天然パーマの巨きよ人じんとキュートな少女。


　こんなパーティを組める四人は、世界広しとは言え、エクスに勤きん務むするあの四人だけだ。


「みんなも呼よんだんだ？」


「そりゃそーさ。エクスのこれからの事を話し合うんだからな」


　と、いうワケで。


　ジャンの指し揮きの下もと、スカイ・フォークにオレ、ジャン、ノン、ドノヴァン、ケンジ、ミニィちゃんが集合。


「おはよー」


「オツカレー」


　全員が腰こし掛かけ、全員のコーヒーが、それぞれの元にいきわたったところで。


　いよいよ、ジャンが、今回オレ達を集めた趣しゆ旨しを説明しはじめた。


「さて。皆みなの衆しゆうに集まってもらったのは、他ほかでもねぇ。フランに帰ってきてから、今日で三日目。そろそろ本ほん格かく的に、エクス・ガリバー再さい建けんに動き出すべく、ミーティングでも開こうじゃないかと思ったワケだ」


　饒じよう舌ぜつに語るジャンを見て、オレは思わず隣となりのケンジと顔を見合わせた。


「おい、ジャンがマジメな事を言ってるぞ……？」


「また雪でも降ふらなきゃいいスけど……」


「うらぁ！　そこ、私語すんな！」


「す、すいません」


　慌あわてて謝あやまるオレとケンジ。め、珍しくやる気満々だな、ジャンのヤツ。


「で、だ。まぁ、いろいろあって、俺達は、六人の武ぶ器き屋やになっちまったワケだが……」


　六人の武器屋。


　その言葉に、昨日まったく同じ場所で行われた、イッコの引いん退たい騒そう動どうを思い出したのか、全員の表ひよう情じようが固くなる。


「おいおい、暗くなってどうすんだ。もう、抜けたヤツの事なんて気にすんなよ！　俺達は、この六人で、究きゆう極きよくの武器屋建けん設せつに向かって進まなきゃなんねぇんだ！」


　ジャンは、かなり露ろ骨こつに六人、という部分を強調してそう言った。


　イッコの事、まだ相当怒おこってるんだな……。


「けど、ジャンジャン。キューキョクの武器屋建設って言ったってぇ、これから……ガレキをどけた後は、具体的に何するんですかぁ？」


　ミニィちゃんが、ジャンに問いかけた。


　確たしかに。まぁ、まず前ぜん提ていとして瓦が礫れきの撤てつ去きよをしとかなきゃいけないけど……それは結局作業だし、みんなで力合わせれば、そんなに苦労せずに終わるよな。


　その後……何をすればいいんだろう？　みんなも、同時に首を傾かしげてる。


　しかし、そんなオレ達を見たジャンは、ニヤリと笑って、自信満々に答えるのだった。


「決まってるだろ？……究極の建築家探さがしさ！」





「究極の建築家～～!?」


　オレ達の素すっ頓とん狂きような声が、スカイ・フォークに響ひびき渡わたった。


　究極の建築家。またまた、ウサン臭くさいキーワードが出てきたぞ！


「な、何驚おどろいてんだよ。店を建てるんだから、建築家を探さなきゃ、何にも始まんねぇじゃねぇか」


「や……確かに。そ、そりゃそうだけど」


「建築家はいいけど、究極って何なんスか？」


　ケンジが聞く。


「バーカ、建築家だって、ピンからキリまでいろいろいるだろ？　もし中ちゆう途と半はん端ぱなヤツに頼たのんじまって、ビミョーなニューエクス・ガリバー造つくられたらどうすんだよ。究極の武器屋を目指す以上、当然、作り手も、究極の建築家を用意する！　違ちがうか!?」


「ち、違わない……かな？」


　全員が、曖あい昧まいに頷うなずく。


　でも確かに、ニューエクスを建てる建築家は探しとかなきゃいけないよな。


　よーし。エクスに残るって決意が、浅くないって事を証しよう明めいするためにも。ここはいっちょ頑がん張ばりますか。


「ようし！　それじゃ、早さつ速そく究極の建築家を探しに行こうぜ！」


　ガバッ！　オレは席を立って、みんなに提てい案あんした。


　が。


「いや、その必要はねーよ。フラン近きん郊こうに住んでる現げん役えき建築家の中から、ある程てい度どリストアップしてあるから」


　平然とそう言うと、バササ──どこから集めてきたのか、ジャンは持っていたリュックを逆さかさにして、テーブルの上に大量の本やら資し料りようをブチまけた。


『マカロニ・グエル～めくるめく建築の世界～』


『今最も注目すべきクリエイター一〇〇選／プラムローズ・ファミリア編へん』


『建築家、アネ・ハットのエッセイ集　～建築王に、オレはなる～』


『週しゆう刊かんプラムローズ・ファミリア（特別価か格かく創そう刊かん号ごう／ミニチュア付き）』


　などなど。どれもこれも、あんまり見た事が無い本だった。


「お前……昨日の今日で、こんなに資料集めてきたの？」


　オレは驚きよう嘆たんしつつ、ぺたん、と席に座すわりなおした。


「別に、大した事ねーよ……。昨日、アントニオの家に行って、いろいろ貸かしてもらっただけだから」


　アントニオ。最近会ってないけど、オレ達の同級生で、一番街かい道どうの建築家の親方の元に足しげく通って弟で子し入りしたガンコな男！


　いや、でも、アントニオに貸かしてもらったとはいえ、自分から率そつ先せんして動いて、こんなに集めてくるなんて……ホントに一体どうしたんだ、ジャンのヤツは。


「へぇ……見たところ、三人、候こう補ほに上がってるみたいっスね」


　手て際ぎわよく、テーブルの上の資料を把は握あくしながらケンジが言った。


　ジャンは頷き、とりあえずテーブルにあった資料を、三つのグループに分けた。


「アントニオによると……。まず、このマカロニ・グエル。コイツは、長年学校の建設に携たずさわってきたジジーで、俺おれやマーガスが通ってた学校も、このジジーが造ったらしい。普ふ通つうの店の建設も請うけ負ってて、あんまし個こ性せいは無いけど、頑がん丈じような店を造るんだと」


「へぇー」


　なるほどぉ。学生の時は考えた事も無かったけど、あの学校だって、建築家が建てたものなんだよなぁ……。


「次は、アネ・ハット。驚おどろく無かれ、このスカイ・フォークは、コイツが建てた店なんだと」


「マジで!?」


　ここを!?　オレ達は、意味も無く店の中を見回してしまった。


「とにかく天才的に仕事が速くて、ここも一月かからずに造ったらしい。ただ、たまーに仕事の速さがたたって、後から家の欠けつ陥かんが発見されるとか、なんとか……」


　ええぇぇ……。あんまりそんな人に頼みたくないなぁ。けど、早く造ってくれるのは、いいよな。


「後は、この人だねー？　えーと、ぷらむろーず・ふぁみりあ。この人の本が、一番多いよー」


　ノンが言うと、ジャンはちょっと小こ難むずかしい顔になった。


「そうなんだよ。ある意味、そのオバサンが、一番究極の建築家に近いんだけどな。なんてったって、正真正しよう銘めい、究極の建築家の血をひいてっからよぉ」


「究極の建築家の血？」


「分からねぇ？　ほれ、フランには、究極の建築物を建てた、超ちよう有名な建築家がいるだろうが」


　遠まわしに、ジャンは言う。


「誰？　そんな有名人、いたっけ？」


「あ、でも私、半分は分かったかもー。究極の建築物って、もしかすると、サンク・マリカ大だい聖せい堂どうの事じゃなーい？」


　ぴっ、と人差し指を立て、思いついたように言ったのはノン。


　おお！　確たしかにサンク・マリカはフランが誇ほこる、究極の建築物！


「さっすがノン、その通り。プラムローズ・ファミリアは、サンク・マリカ大聖堂を建てたウメダ・ファミリアの、正真正銘、孫まご娘むすめなのさ」


「ええぇぇ！　す、凄すごいじゃないか！」


　ウメダ・ファミリア！


　サンク・マリカ大聖堂や、ドゥアナの塔とうだけじゃなく、世界に知れ渡る建築物をいくつもフランに残した、大建築家。なるほど、究極だ！


「孫娘も建築家やってるんだなぁ」


　そういえば、サンク・マリカ大聖堂を買う時に二〇億ドルク払はらう相手も、確かウメダ・ファミリアの孫娘だっけ。


「代々建築家の一家なんだと。しかも、アントニオ曰いわく、潜せん在ざい能のう力りよくはウメダの上をいくとか、なんとか──。これなんか、見てみろよ」


　ジャンは、『週刊プラムローズ・ファミリア』の表紙をめくって、一番最初に出てきた複ふく写しや画がを見せてきた。


　そこに載のっていたのは、まるで山脈のように連なった、黒い塔。


　うおお。これ、カッコいい！


　ドキドキするくらい不気味なんだけど、そのぶん同時に、サンク・マリカ大聖堂に匹ひつ敵てきする存そん在ざい感がある。


「その塔の解かい説せつ、読んでみろよ」


「へ？　解説？」


　ジャンに言われて、オレ達は改めてその黒い塔の複写画の下──小さな文章を読んでみた。


【中央大陸西の端はし、フォースの街に連なる不気味な塔。これこそが、この街が誇る個性派は武ぶ器き屋やダークセイバーの一号店だ。武器屋という既き成せい概がい念ねんを打ち破やぶって欲ほしいという、店長、レイムーヴさんの要望に見事に応こたえた、彼女を代表する傑けつ作さくの一つ。尚なお、この複写画は、店員の赤毛少年が撮さつ影えいしてくれた】


　その解説を読み終えた瞬しゆん間かん、全員声もなく顔を見合わせた。


「ええぇぇぇ!?　ダークセイバーって……あのダークセイバー!?」


　レイムーヴ、トッド、クロエさん、サエちゃん……ついこないだまで、顔を見合わせていた四人の顔が思い浮かぶ。


「間ま違ちがいないですよ☆　だって、レイムーヴって書いてあるもん！」


　目を輝かがやかせて、興こう奮ふん気味にミニィちゃんが言う。


「た、大した事ないさ、こんなの……」


　ドノヴァンが何やら負け惜おしみを言ってるが……お前、汗あせが凄すごいぞ。


「でも、あのダークセイバーの店を──しかも、こんなハンパじゃ無い武器屋を造つくるなんて！　なぁ、この人にニューエクス、造って欲しくないか？　凄いの造ってくれそうだぞ！」


　そもそも、あのサンク・マリカ大聖堂を造ったファミリア家の子し孫そんに、ニューエクスを建ててもらうなんて……なんか、とてつもなく運命的じゃないか？


　みんなも、完全にプラムローズ・ファミリアが気に入ったらしく、他ほかの二人の本そっちのけでプラムローズ・ファミリアの本を開いてる。


　しかし、みんが盛り上がるほどに、ジャンは渋しぶい表ひよう情じようを作った。


「うーん、そりゃ、このオバサンに頼たのめれば、それに越こした事はねぇんだけど。なんせ、一年で五〇〇件けん近い依い頼らいが来て、仕事は、その中から、一つか二つ選ぶだけらしいし……」


　困こまったようにジャンは言う。倍ばい率りつ五〇〇分の一……絶ぜつ望ぼう的じゃないか。


「ポストも、凄い事になってたからなァ」


　何かを思い出すように、ジャンは言った。……ポスト？


「ま、とにかくさ。瓦が礫れきの撤てつ去きよ終わらせたら、この三人……マカロニ・グエル、アネ・ハット、プラムローズ・ファミリア。他にもまだいるかもしんねぇけど。しばらくは、そういう究極の建築家候こう補ほの人間をいろいろあたって、誰と組むか考えてみようぜ？」


「オッケー！」


　まるでいつものイッコのように仕切るジャンの言葉に、全員が頷うなずいた。





　しかしこの後、オレ達の『究極の建築家探さがし』は、すぐに終しゆう了りようする事になる。


　何な故ぜなら、探すより前に、その建築家が、向こうから姿すがたを現あらわしたのだから。





　　　　※




「あれ？　なんだろう、あの人だかり」


　最初に気づいたのは、ドノヴァンだった。


　スカイ・フォークを出て、とりあえずオレ達は、瓦礫の撤去に取り掛かかろうと、エクスに向かって歩いていたんだけど……。


　歩き出してしばらくすると、お昼過すぎの、まったりした雰ふん囲い気きの西二番街道には似に合あわない、慌あわただしく、どこかくたびれた服ふく装そうの集しゆう団だんが目に入ってきた。


「あん？　つーか、あの連中が集まってんのって……エクスがあった場所じゃねぇか？」


　ジャンが、不ふ審しん気げに眉まゆ根ねを寄よせて呟つぶやく。


　あ、ホントだ。集団の向こうに見える無残な瓦礫ドームは、間違いなく、エクス・ガリバー。


「どうなってんだ？」


「とりあえず、行ってみましょうよ」


　なんだなんだと、オレ達はガヤガヤ騒さわいでる、二〇人程てい度どの集団に接せつ近きんした。


「すいませーん」


　一番近くにいた、よれよれのシャツを着て、持ってるメモ帳に必死に何かを書きとめているオジサンに声をかける。


「え？　なんだい、今忙いそがしいんだけど」


　オッサンは、ちょっとイライラしながら答えてくれた。


「あ、いや。オレ達……一いち応おう、ここにあった店のオーナーやってる人間なんですけど。何かあったんですか？」


「え!?　じゃあ、キミ達がエクス・ガリバーのオーナー!?」


　何故か驚きよう愕がくするオジサン。


　ざわっ。そして、そのオジサンの声に反はん応のうして、残りの人々が一いつ斉せいにオレ達の方に振ふり返った。


「おい、アイツらがそうらしいぞ！」


「オイオイ、まだ子こ供どもじゃないか……」


　面おも白しろいモノでも見るようにオレ達を見ながら、その集団は囁ささやきあっている。


　な、なんなんだ、一体……？


「オホホホホ！」


　その時──下品なんだか上品なんだか分からない、甲かん高だかい笑い声が響ひびき渡わたった。


　ぴたっ。その瞬しゆん間かん、ざわついていた集団は、完全に口を閉とざし、静まり返る。


「人を見かけで判はん断だんするなんて、まったくセンスの無い人達ですこと。そんな事で、真実を民みん衆しゆうに正しく伝えられるのかしら？」


　何やら嫌いや味みな口調で言いながら、声の主は、ゆっくりくたびれた服装の男達の間から姿を現した。


　なんていうか──全身から自信、というオーラがみなぎっている様な女の人だった。歳としは、四〇歳さいとか五〇歳とか、そんなところだろうか。


　獲え物ものを狙ねらうような鋭するどい眼がん光こう。勝気な笑えみを湛たたえた肉にく厚あつな唇くちびる。たっぷりのワックスで固められた、ガチガチのオールバックの黒くろ髪かみ。


　その女の人は、つかつかとオレの目の前まで近寄ってくると、さっ、と自然に手を差し出してきた。


「え、ああ……」


　なんとなく、オレは差し出された手を握にぎる。


　すると女の人は、厚い唇をニッと吊つり上げ、


「おめでとう。あなた達はいま、世界で一番幸せな人間よ。嚙かみ締しめなさい」


　と、命令口調で言った。いやいや、嚙み締めなさいって言われても……。


　そしてオレが女の人と握あく手しゆする周りでは、さっきまで静かだった男達がオレ達を取り囲んで、カリカリカリカリ、自分のメモ帳に何かを書き込こみ始めてる。ど、どういう状じよう況きようなんだよ、一体!?


「あ、あの……どちら様ですか？」


　オレは、勇気を出して聞く。


　すると女の人は、ふう、とさもガッカリしたようにため息をついて、


「たまにいるのよね。私の事を知らないフリをして、大物ぶろうとする若わか者ものが。いいのよ、強がらなくたって。私の顔と名前を知らない人間が、フランに一人もいない事くらい、私自身が一番良く知ってるんだから」


　と、ワケの分からない事を言い出した。


（なあ……この人の顔、知ってる？）


　オレは、目で後ろにいるメンバーに聞いてみた。


（さあー）


　ノン、ケンジ、ドノヴァン、ミニィちゃんが同時に首を傾かしげて答えた。


　あの、少なくとも、五人はココに顔を知らない人間がいるんですけど……。


　しかし……一人だけ。一人だけ、様子がおかしい男がいた。


「ま、まさかそんな……いや、でも」


　ジャンが、ワナワナと震ふるえながら、オレの前の女の人を見つめていたのだ。


　そして、緊きん張ちように引きつった表ひよう情じようのまま、女の人の前に立ったジャンは、呟つぶやいたのだった。


「あ、あの……まさか、プラムローズ・ファミリア様ではありませんか？」





　オレ、ノン、ケンジ、ドノヴァン、ミニィちゃんの呼こ吸きゆうが、一いつ瞬しゆん止まった。


「プラムローズ・ファミリアさん……なんですか？」


　呆ぼう然ぜんとしながら、オレも目の前の女じよ性せいに聞いた。


「だから。いま初めて知ったようなフリしなくていいのよ？　フランに住んでる以上、私の顔と、プラムローズ・ファミリアという名前を知らずに生きる事は出来ない。それは宿命さだめなの」


　少し憤ふん慨がいするように、オバサンは超ちよう勘かん違ちがいした事を言ってるけど……ええぇぇぇ!?


　このオバサンが、ついさっき話に出てた、プラムローズ・ファミリアさん!?　どういう事!?


「な、何でこんな瓦が礫れきの山なんかに……」


「もちろん、アナタ達の、愛するエクス・ガリバーを建て直すために」


「えっ？」


　プラムローズさんは事も無げに言った。


「本当にツイてるわアナタ達。アナタ達の依い頼らいは選ばれたのよ。年間五〇〇を越こえる、数あま多たの建築依頼の中からね」


「え、えぇぇ!?」


　オレは、エクスのみんなと慌あわてて顔を見合わせた。


「あ、あの、オレ達まだ、依頼を出してなんか──」


　と、オレが言おうとすると、ガシッ！


　それを遮さえぎるように、突とつ然ぜんオレの肩かたが誰かに摑つかまれた。ジャンだった！


「あ、ありがとうございます！　私わたくし如ごときの拙つたない文章で、まさかプラムローズ様のお心を動かせるとは……」


　いきなり饒じよう舌ぜつに語りだすジャン。拙い文章？


「あらあら！　という事は、あなたがジャン？」


「！　名前を……光栄でございます、プラムローズ様」


　オレの首の後ろを押おして、オレごとうやうやしく頭を下げるジャン。


「アナタの手紙にはホントに感動したわ。それに手紙にあった通り、とても誠せい実じつな殿との方がたのようね。とりあえず、ウチにいらっしゃいな。ここじゃ、少し記者の方達がうるさいし……ご兄きよう妹だいのみなさまも、どうぞ？」


　そう言うと、プラムローズさんはくるっと振り返り、颯さつ爽そうと歩き始めた。


　誰が兄妹なんだよ……。


「おい……。どういう事だ、ジャン？」


　オレは、一いつ緒しよに頭を下げたままのジャンに聞く。


「ちゃんと、説明するから……つーか、ホントはいろいろ事前に打ち合わせしとかなきゃいけない事が、いっぱいあったんだが……。こうなった以上仕方ない。とりあえず、ついて行こうぜ？」





　　　　※




　一番街かい道どうにあるという、プラムローズさん宅たくに向かうまでの間。


　プラムローズさんが、相変わらずつきまとってくる男達と会話しているスキに、オレ達はこっそり集合して、歩きながら緊きん急きゆう路上会議を開いた。


「今朝、仕事の依頼の手紙を出しておいたんだ」


　開口一番、ジャンは言った。


「手紙？」


「ああ。ダメもとで、マカロニ・グエル、アネ・ハット、プラムローズ・ファミリア全員にな。けど、プラムローズ・ファミリアんちのポストなんか、手紙で溢あふれかえってたから、絶ぜつ対たいダメだと思ってたけど……一いち応おう、全部読んでんだなぁ。今朝出したばっかだってのに」


　少し感心するようにジャンは言った。


「っと、それよりだ。ここからが肝かん心じんなんだが。全員、あのオバサンが妙みような事を口走っても、絶対にそれを否ひ定ていするな？」


「？　なんでー？」


　不思議そうに、ノン。


「ま、話すと長くなるんだが……とりあえず、俺は依頼を受けてもらうために、手紙にはいろいろ大げさでドラマチックな事を書いちまったんだ。だからお前らには、最さい低てい限げんつじつまがあうように、口くち裏うらを合わせてもらいたい」


　神妙な声でジャンが言う。


「口裏を合わせるったって……例えば、どんな？」


「さっき、あのオバサンが言ってたろ？　兄妹って」


「ああ、なんか言ってたけど。あれ、どういう意味なの？」


「聞いてそのまんまだよ。俺達六人は、手紙の中じゃ、生き別れの兄妹って事になってるんだ」


「はん？」


　オレは、一いつ瞬しゆんジャンの言葉が理り解かいできなかった。


　兄妹？　オレと、ジャンと、ノンと、ドノヴァンと、ケンジと、ミニィちゃんが……生き別れの兄妹ぃ!?


「うわぁぁ」


　やっと事じ態たいが理り解かいできた……なんてしょーもないウソを。


「お前それ、設せつ定てい変えすぎ。大げさも何も、まるっきり全部ウソじゃないか」


「な、何でそんなバカなウソついたんスか!?」


「し、仕方ねぇだろ！　ちょっと興きよう味みを引くような依頼書じゃなきゃ、絶対引き受けてくんねぇから。


　とにかく。俺は、背せ中なかにある、武ぶ器きの形のアザだけを目印に、世界各地を回ってお前らを探さがす旅に出て──ようやく全員を連れて、故こ郷きようフランに戻もどってきたんだ！


　故郷のフランで、兄妹全員で店をやるのが俺達の夢ゆめだった。けど、長旅を終えて帰ってきたら、実家の武器屋エクス・ガリバーは崩ほう壊かいしていた。


　だからあなたに、建て直して欲ほしい！　俺達兄妹の長年の夢を叶かなえるために！……とまあ、そんな感じのシナリオで、手紙を出しちまったんだよ」


　ふう、とため息交じりにジャンは言う。


「確たしかに、妙にドラマチックだけどさぁ……」


　普ふ通つう、バレるよなぁ？


「う、うまく口裏合わせられるかな？」


　ドノヴァンが心配そうに言う。


「ハッキリ言って、バレたらタダじゃ済すまねーと思う。けど、こうでもしなきゃ、絶対話し合いすら持てない建けん築ちく家かなんだ。……頼たのむぜ？」


　念を押おすようにジャンは言う。


　うぅ、頼むぜって言われてもなぁ……。


「何の悪わる巧だくみかしら？」


　と！


　いつの間にか男達との会話を切り上げたのか、プラムローズさんが、温和に笑いながらオレ達に合流した。


「い、いえ！」


　と言いつつも、オレ達の間に、緊きん張ちようが走る。


　オレ達も、きょ、兄妹らしくしないといけないのか？


「あら？　その包帯──アナタがドノヴァンね？」


　ドノヴァンの左ひだり腕うでの包帯を見たプラムローズさんが、唐とう突とつに言った。


「え……な、なんでボクの事を……」


　ビックリするドノヴァン。


「手紙に書いてあったもの。長男のあなたは、代々伝説のモップを守る持もつ布ぷ一族の末まつ裔えいで、その傷は、一族の掟おきてを破やぶってジャンについていく事を決意した時、里を抜ぬける事を許ゆるさない一族に負わされたのよね？」


「は……はい。そうです」


　少し震ふるえながらジャンは言う。


　代々伝説のモップを守る一族の末裔って……ジャンのヤツ、よくそんな口から出で任まかせが思いつくなぁ。


「そして、あなたはミニィ」


　プラムローズさんは続けてミニィちゃんに声をかけた。


「は、はい！」


「最初は、そのドノヴァンの伝説のモップを奪うばうためにエクスに近づいてきた、女盗とう賊ぞくだった。でも、ジャンの懸けん命めいな説得で足を洗あらって、今じゃ平和な日にち常じように身を置いている。そうよね？」


「キャァー！　そうなんです、そうなんです！　ミニィ、女盗賊なんです！」


　嬉うれしそうに肯こう定ていするミニィちゃん。女盗賊って設定が気にいったらしいけど……。


　オイオイ、こんな無む茶ちや苦く茶ちやなウソ、オレ達最後まで押し通せるのか……？





　　　　※




　究きゆう極きよくの建築家、ウメダ・ファミリアの血を引く、プラムローズ・ファミリアの家は──意外と質しつ素そな、こぢんまりとした屋や敷しきだった。


　内ない装そうも質素で、飾かざり気の無い石の廊ろう下かが続き、突つき当たりには、何の変へん哲てつも無い木の扉とびら。そして案内された客間にも、テーブル、暖だん炉ろがあるけど、他ほかには特に飾り気のある物は置かれていなかった。


「ゴメンなさいね、素っ気無い部屋で。ここは、おじいさまが建てた、別べつ荘そうをそのまま使ってるの。私は結局家にあまりいないし、別に自分が住む家だったら雨あめ露つゆがしのげればなんでもいいからさ」


　プラムローズさんは、苦く笑しようしながらそう言った。


　建築家だけど、自分の住む家はあんまり気にしないって……ある意味、プロな発言だな……。


「ところで、あの男の人達は、中に入れてあげなくていいんですか？」


　オレは、気になって聞いてみた。


　そう、さっきまであんなにしつこく付きまとってたのに、この家に入ったのはオレ達六人だけだった。


「ああ。記者の人達は、家には入はいれないってルールがあるの。それに、今いま頃ごろは会社に戻もどって、明日の朝ちよう刊かんの記事を大おお慌あわてで作ってるハズだし」


　少し意地悪い笑え顔がおを浮うかべるプラムローズさん。


「朝刊って……じゃあ、あの人達って新聞記者の人達だったんですか？」


「そうよ。私は、年に一件けんか二件しか依い頼らいを引き受けないから……。私が依頼を受けるって決定すると、どこからともなくああやって嗅かぎつけてきて、次の日の朝刊に書いて大おお騒さわぎするの」


　困こまってるのか、誇ほこらしいのか、曖あい昧まいな笑顔で言うプラムローズさん。


　す、すげぇ……。建築の依頼を受けただけで、あんなに人が集まってくるなんて、相当大物じゃないとあり得ないよなぁ……。


　世間知らずのオレ達が知らないだけで、潜せん在ざい能のう力りよくがウメダ・ファミリアの上を行くって噂うわさも、フランで知らない人間が一人もいないって自じ己こ紹しよう介かいも、そんなに大げさじゃ無いのかも。


「いつもの事だから、もう明日の朝刊の見出しも想そう像ぞうがつくわ。プラムローズ・ファミリア・次回建築作は、武ぶ器き屋やエクス・ガリバーに決定。たぶん、そんな感じね」


　うんうん、と自分で頷うなずきながらプラムローズさん。


「え？　あ、明日の朝刊に載のるんですか？　エクスが？」


「明日の朝刊どころか、完成するまでの間は、ほとんど毎日何らかの形で載るわよ？　初めに断ことわっておくけれど、私が建築する店の関係者である以上、アナタ達も日常で常つねに慎しん重ちような行動を心がけるように。アナタ達も、フラン中の注目を集める事になるんですからね」


「えぇぇぇ……？」


　オレ達は、顔を見合わせた。


　な、なんか、思ったより大きい規き模ぼの話になってきたぞ、オイ……。


　けど、それは望むところ、だよなぁ。この調子だと、ほっといても新聞なんかがエクスの事を取り上げてくれて、どんどん宣せん伝でんになるかもしれない。


「けど、大だい丈じよう夫ぶなんスか？　オレ達みたいな駆かけ出しの依頼を受けちゃって……」


　ケンジが、少し心配そうに確かく認にんする。


「ま、世間は疑ぎ問もんに思うでしょうね。歴史的に有ゆう意い義ぎな建築物の依頼なんかもけっこう断るクセに、なんであんな小さな敷しき地ちの武器屋の依頼を受けたんだって。けど、ジャン。あなたの便びん箋せん一〇〇枚まいにもおよぶ、大だい長ちよう編へんの手紙を見たとき、私は確信したの。あなた達兄妹の武器屋を建て直せるのは、私しかいないってね」


　ニッ、と勝気な目を細くして、プラムローズさんは笑った。


　うう……ジャンのヤツ、便箋一〇〇枚も使って、あんなくだらない大ウソ書いたのか……！　一〇〇枚も書けば、良くも悪くも目には留とまるだろうけどさぁ……。


　しかし、ジャンの熱意のおかげか、なんなのか。


　エクス・ガリバーと、プラムローズ・ファミリアの最初の顔合わせは、かなりいい感かん触しよくだった。


　エクスのメンバーも、全員、ちょっとワクワクした表ひよう情じようが表に出てる。話しているうちに、段だん々だん実感が湧わいてきたんだ。


　いま、エクス・ガリバーが──始まって以来、最大のチャンスを迎むかえているって事に。


　エクス……。オレ達、ジャンのおかげで、めちゃくちゃ注目された状じよう態たいで、お前を建て直す事が出来そうだぞ……！





　しかし。


　さすがに世の中、口からでまかせだけで全部うまくいくほど、甘あまくはなかった。


　とりあえず、どういうタイプの店にするか、


『今最も注目すべきクリエイター一〇〇選／プラムローズ・ファミリア編』


『週しゆう刊かんプラムローズ・ファミリアシリーズ』


　で、過か去こにプラムローズさんが作った店を参考に、打ち合わせを始めてしばらく経たった頃ころだった。


「ねえねえ。プラムローズさんて、誰だれかに似にてると思わないー？」


『週刊プラムローズ・ファミリア』を読んでいたノンが、小声でオレに耳打ちしてきたのが、悪夢の始まりだった。


「へ？　誰かに似てるって……」


　オレは、正面に座すわるプラムローズさんを、改めて見てみる。


　全身に満ちた、自信というオーラ。勝気な瞳ひとみ。どこか攻こう撃げき的な、オールバックの黒くろ髪かみ。


「誰だろ。別に……誰も、思いつかないけど」


「ノン。ボク達、答え分かったよ」


　ニコニコと笑いながら、話に加わってきたのは、ドノヴァンとミニィちゃんだった。


「マーガスさん。これ、これがヒントですよ☆　はい」


　ミニィちゃんは、『今最も注目すべきクリエイター一〇〇選／プラムローズ・ファミリア編』の中の一ページを開きながら、嬉うれしそうにオレに渡わたしてきた。


　別に、プラムローズさんが誰かに似てようが似てまいが、そんなに興きよう味み無いんだけどなぁ……。


「ああ。懐なつかしいわね、それ」


　今度は、プラムローズさん自らが口を挟はさんできた。


「それはまだ、一七歳さいの時よ。私の建築デビュー作の喫きつ茶さ店てんが、フランの年ねん間かん最さい優ゆう秀しゆう建けん築ちく物ぶつに選ばれた記念の複ふく写しや画がなの。その頃は、髪を伸のばしてた。懐かしいわ」


　自分の本を見ながら、やけに興こう奮ふんするプラムローズさん。


　プラムローズさんの若わかかりし頃──わりとどうでもいいけど……オレは、つられるように、その複写画を見てしまった。


「え……？」


　最初は、目の錯さつ覚かくかと思った。ぎょっとなった。プラムローズさんの、一七歳の複写画。背せ中なかまでまっすぐ伸びた、つやつやした黒髪。意い志しの強そうな、吊つりあがった眉まゆ。そして、誰よりも人生を楽しんでるように、ランランと期待に輝かがやいた瞳ひとみ。


　少し輪りん郭かくがふっくらしていて、唇くちびるの厚あつさも違ちがうけど──これを見て、あの女ひとを思い浮うかべないほうが、不自然だった。


「イッコに……そっくりだ」


　ほんの小さな声で、オレはそう呟つぶやいた。
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　それが、引き金だった。


　オレ達エクスの六人は、その瞬しゆん間かん、確たしかに部屋の中の温度が、五、六度下がったような寒気を、まったくの同時に感じた。


「へっ？」


　間ま抜ぬけな声をあげたのは、誰だったのか。


　とにもかくにも、オレ達の正面に座っていたプラムローズさんは、いつの間にか椅い子すから立ち上がり、まるでオレ達を凍こおりつかせようとしているかのような、あまりに冷たい視し線せんをオレ達に送っていた。


　確かく実じつに、さっきまでとは雰ふん囲い気きが違う。


「そのイッコさんって言うのは……あなた達の、お友達かしら？」


　不気味な声こわ色いろでプラムローズさんは呟いた。


　な、なんだこの雰囲気……どう答えれば……。


　オレは、なんとなくジャンの方を見た。しかし、ジャンも、プラムローズさんのあまりの変へん貌ぼう振ぶりに困こん惑わくしている。


「すっごく大切なお友達です」


　迷まよいの無い声で即そく答とうしたのは、ノンだった。そのあまりにまっすぐな声に、少し胸むねが詰つまった。


　しかし、そのノンの答えを聞いた瞬間。


「なるほど……残念だわ。だったら、今回の話は無かった事にしましょう」


　プラムローズさんは、いともアッサリそう言ったのだった。


「え、えぇぇ!?」


　意味が分からず、オレ達は顔を見合わせた。


　な、何で!?　え？　いきなり、交こう渉しよう決けつ裂れつ!?


「あ、あの……プラムローズ様、」


　ジャンが何とか取り繕つくろおうとするが、


「残念だけど。アナタ達には店を建ててあげる事は絶ぜつ対たいに出来ない。そんな事をすれば、私は代々のファミリア一族に顔向けが出来ないわ。さあ、出て行って下さいな。そして、二度と顔を見せないで」


　完全にオレ達に興味が無くなったように、プラムローズさんはオレ達に冷たく言う。


　どう見ても、交渉の余よ地ちは残って無かった。オレ達は仕方なく椅い子すから立ち上がり、全員屋や敷しきを出る。


　こうして、オレ達の、『初めての究極の建築家探さがし』は、ワケが分からないうちに、完全失敗に終わってしまった。





　　　　※




「チックショー！　後少しだったのに！」


　屋敷からの帰り道。


　夕ゆう暮ぐれの東二番街かい道どうで、ジャンが悔くやしさを思い出したように、石いし畳だたみを蹴けった。


　ショックを受けてるのは、ジャンだけじゃなかった。ちょっとワクワクし始めてたケンジやドノヴァン達も、かなりガックリきていた様子だった。


　結局、明日瓦が礫れきの撤てつ去きよをする約束だけをなんとか決めて。


　オレ達は、トボトボと解かい散さんしたのであった……。


「けど、ホントにナゾだよなぁ。なんでほとんどまとまりかけてた交渉が、イッコって名前が出た途と端たん、オジャンになったんだ？」


「知らねーよ！　アイツの事だ、小さい頃ころにサンク・マリカにシャレになんねーイタズラして、それでファミリア家に目をつけられてんじゃねーの!?」


　イライラを隠かくさず、ジャンは言う。


　なるほど……けっこう筋すじの通った推すい理りかも。


　けど、だったら、若わかい頃のプラムローズさんと、イッコが似にてたのは何な故ぜなんだ？


　日に日に弱っていく、母親。母娘おやこで生せい死しの意見が分かれる、行方ゆくえ不ふ明めいの父親。


　その二人から生まれた、サンク・マリカ大だい聖せい堂どう購こう入にゆうに死に物もの狂ぐるいな娘むすめ。


　そして今度は、名前を出しただけで怒おこる、オバサンが登場だ。


　謎なぞが謎を呼よびすぎて、もう頭が変になりそう……。


「おっとっと……。噂うわさをすれば、引いん退たいしたあのお方の登場だぜ……」


　忌いま々いましげに呟つぶやくジャン。


　え？　と顔をあげると。


「えぇっ!?」


　衝しよう撃げき的な光景が目に飛び込んできた！


　向こうから近づいてくるのは、三つの人ひと影かげ。


　黒髪の女、イッコ。ガラの悪いリーゼント、ジン。そして、無む表ひよう情じような金きん髪ぱつの女の子、メーベちゃん。


　いや、もちろんただ三人で歩いて来てるだけなら、オレだって驚おどろかなかっただろう。


　けど、その光景はオレにとっては衝撃的だった。


　なんせ、グッタリした様子のイッコは──ジンにおぶわれたまま、こっちに向かってきてるのだから。


　イッコの容よう態だいが心配だったのか、イッコがジンにおぶわれている光景がショックだったのかオレには分からなかったけど、オレは、頭を真っ白にしたまま、夕ゆう陽ひに燃もえる東二番街道で、イッコ達と対たい峙じした。





「ずいぶん仲良しじゃねぇか」


　開口一番、ジャンがまるっきり喧けん嘩か腰ごしでジンに突つっかかった。


　しかしジンは、肩かたをすくめて、


「くだらねぇ。いいからどけよ。俺おれ達は一日中訓練して、疲つかれてんだ」


　と、そっけなくオレ達の前を通り過すぎようとする。本当にかなり疲れてる声だった。


「ま、待ってくれ、ジン。イッコは大だい丈じよう夫ぶなのか？」


　オレは、ジンに聞く。けど、聞いてすぐにオレは気づいた。


　オレ達がいる事に気づかず、ジンの背せ中なかの上、泥どろだらけの顔で気き絶ぜつしてるイッコが……あまり、オレ達に見せた事のないような、平へい穏おんな顔でいる事に。


　全然……大丈夫そうだな、うん。


「大丈夫は大丈夫だけどよ……」


　ジンは答えた。


「なぁ、コイツって一体どういう女なんだ？　いきなりあの瓦礫の中に押おしかけてきたと思ったら、寝ね床どこを貸かしてやるから、アタシに稽けい古こをつけろとか言い出しやがって。おまけに、昨日の夜なんかムカつく事があったとか言って、朝からぶっ倒たおれるまで、ひたすら自殺まがいの訓練」


　昨日の夜の、ムカつく事。たぶん、オレのせいだろうな……。


「お前ら……なんかあったのか？」


　ジンが言うと、ジャンは間かん髪ぱつ入れずに、


「ふざけんな。ムカついてんのはこっちだよ。いきなり店辞やめるとか言い出されて。今日は今日で、イッコの名前が出た途端、まとまりかけてた話がパーだ。ホント、振り回されっぱなしなんだよ、そいつにな」


　吐はき捨すてるように答える。


　するとジンは、やっぱり肩をすくめて、


「ま、別にいいけどよぉ。でも、俺も最初勘かん違ちがいしてたけどさ。コイツも、話を聞くといろいろ背負ってるみたいじゃねぇか。ずっと仲間だったお前らが、ドラゴンキラー試し験けんを受ける事応おう援えんしてやんねーと、寂さびしがるんじゃねーの？」


　と、一言。


　しかしすかさずジャンが、


「ケッ。まだ、二、三日の付き合いのクセに、分かったような事言ってんじゃねーよ。コイツはな、そんなタマじゃねーの。一度走り出したら、絶ぜつ対たいに振ふり返らず、前しか見ない……そういう女なんだよ」


　と、褒ほめてるのかけなしてるのか分からないような事を言った。


　一度走り出したら、絶対に振り返らず、前しか見ない、か。


　そうだよな。振り返りまくるオレとの一番の違いは、そこなのかも……。


　そして、そんな全力疾しつ走そうを始めたイッコに、遥はるか後ろを走るオレ達の声は、もうきっと届とどかない。


「ジン……イッコの事、よろしく頼たのむな。どうしても、合ごう格かくしたいみたいだから……」


「まぁ……わかった。任まかせとけ。俺、こういう女、嫌きらいじゃねーんだ」


　冗じよう談だんか本気か分からなかったけど、ジンはニッと笑った。…………。


「行くぞ、メーベ」


　ジンが言うと、いつの間にか、オレ達をじっと見つめていたメーベちゃんが、ふっと我われに返ったように顔をそむけ、離はなれていく。


「ま、気が向いたら試験の前に声くらいかけてやれよ。じゃあな」


　そういい残し、イッコをおぶったジンと、メーベちゃんは、夕ゆう陽ひの東二番街かい道どうの奥おくへと消えて行った……。





　　　　※




　いつまで続くんだ、と思っていた強きよう烈れつな寒さは、気がつかないうちにどこかへいってしまった。


　今年の寒さは異い常じようだ、なんて思ってたけど、もしかしたら暖あたたかいデルガドから帰ってきたばっかりだったから、そう感じただけなのかもしれない。終わってみれば、別にいつも通りちゃんと冬は終わって、ぽかぽかするような春は始まっていた。


「あーあ。なんかかったりいなぁ……」


　隣となりを歩くジャンが、伸のびをしながら、いかにも春らしいセリフを呟つぶやいた。


　太陽が高い。もう、昼過すぎだろうか？　例によって例の如ごとく、オレとジャンは、二人でダラダラ、フランの一番街道なんかを、目的も無く歩いていた。


　ああ……。この、脳のうみそがゆっくりダメになっていくような感じ……。


　まるっきり、エクスで働き出す前、暇ひまをもてあましてた時と、同じ感覚だ。





　プラムローズさんに、ニューエクスの建けん築ちくを断ことわられてから、もう二週間が経たった。


　最初の頃は、プラムローズ・ファミリアがダメでも、他ほかを当たればいいやと、エクスの残ざん骸がいを片かた付づけて、究きゆう極きよくの建築家探しをやっていたオレ達だったけど……事じ態たいは、いつの間にかそんなに単たん純じゆんではなくなっていた。


　何な故ぜか、会う建築家、会う建築家に、ことごとくオレ達の依い頼らいは断られてしまったのだ。


　どうやら新聞に、プラムローズさんが一いつ旦たん受けたオレ達の依頼を断ったって大きく載のったから、オレ達と仕事をするとプラムローズさんに睨にらまれる、ってフランの建築家の間に広まっちゃったのが原げん因いんらしいんだけど……。


　つまり、オレ達の究極の武ぶ器き屋や建けん設せつ計画は、完全に暗あん礁しように乗り上げていた！


　ほとぼりが冷めるまで何も出来なくなったオレ達は、もうここ二、三日、集まってもいなかった。


　考えたら、エクスで働き出してから三日も集まらなかった事なんて、一度も無かったなぁ……。





　今日の一番街道は、いつもより少し静かで、人通りもまばら。通りの左右に延えん々えんと続く店は、営えい業ぎようこそしてるものの、ほとんど客が入っていなかった。


　まぁ、理由はだいたい見当ついてるけど……。


「そーいやマーガス。そろそろお前、金ヤバイんじゃねーの？」


　両手を頭の後ろに回し、隣をダラダラと歩くジャンが思い出したように言った。


「んー……実はヤバイ。残りもう、一〇〇〇ドルクくらいかなぁ……。最近、一日一食で我が慢まんしてるけど、ボーンドラゴン・クラウンの賞金入る前に、マジでオレ、ガシするかも……」


「んじゃ、なんかまた、バイトでもすっか？　そろそろ水が売れる季節だぞ」


「あはは……。そうだなぁ。またアモスの水でも売って、稼かせごうかなぁ」


　が。オレはその言葉を自分で口にした瞬しゆん間かん──ふいに情なさけなくて、泣きたい気分になった。


（成長できる時期というのは、限かぎられているものです）


　ふと、ベッケンバウナーさんの言葉が蘇よみがえる。


　そんな……そんな時期に、オレ一体、何やってるんだろう……。


　相変わらず、将しよう来らいどうなるか全然決まらず、オレってこれでいいのかなーなんて考えてる。


　これじゃ、ホントにオレ、エクスと出会う前と変わらないじゃないか……！


「あれ？　おい、マーガス！」


　と。考え込んでいると、いきなりジャンが素すっ頓とん狂きような声をあげた。


「へ？　何？」


「なあ、アイツ、どっかで見た事ねぇか？」


　ジャンが指差したのは──サンク・マリカ方面から、キョロキョロ辺りを見み渡わたしつつ歩いて来る、おかっぱ頭の、少し小太りな一人の男。


　あれ!?　どっからどう見てもあのシルエットは、たった今、頭の中でリピートした言葉を言ってた男──ベッケンバウナーさんだよなぁ？


　おかしいな。確たしかベッケンバウナーさん、この前会った時は、一月はトトレインに滞たい在ざいするって言ってたのに……あれからまだ、二週間しか経ってないぞ？


「マーガス君！」


　と。


　オレ達の視し線せんに気づいたベッケンバウナーさんは、ホッとした表情でこっちに早歩きで近づいてきた。


　ウソ!?　ていうかヤバ。オレまだジャンに、スカウトされた事、言ってないし……アスベルに行くかどうかの返事も、ナァナァにしたまま、言いにいってない。


「良かった、ここにいたんですね」


「ど、どうもー」


　逃にげるワケにもいかず、オレ達はアッサリ合流。


　しかし、オレの前まで来たベッケンバウナーさんは、開口一番意外な事を言った。


「探さがしていたんですよ。会えて良かった」


「へ？　探してたって？　オレを、ですか？」


「そうなんです。実は──」


　と、ベッケンバウナーさんが、何やら大事そうな話をしようとした、その時！


「あああぁぁぁぁ!?　お、思い出した！　アンタは、ロト・セブンの仲間の!?」


　目をむく勢いきおいで、ジャンが絶ぜつ叫きようして驚おどろいた。


　そ、そっか。ジャンは、ベッケンバウナーさんがフランに来たりしてた事知らないんだ。


「ああ、すいません、挨あい拶さつが遅おくれましたね。お久ひさしぶりです。元気にしてましたか？　ジャンケン払ばらいのジャン、さん？」


　ペコリ。ベッケンバウナーさんはジャンを見て、いつも通りニッコリ微笑ほほえみつつ、紳しん士し的に会え釈しやくした。


　しかし、まだパニックに陥おちいってるジャンは、


「ま、まさか、俺にジャンケンリベンジに来たんじゃ……！」


　などとワケの分からない事を口走ってる。


　お前なぁ……天下のベッケンバウナーさんが、そんなしょーもない事、しに来るワケないだろ……。


　しかし、ベッケンバウナーさんは特に気を悪くした様子も無く、


「あっはっは。まさか、まさか。私なんかがあなたにジャンケンで勝とうなんて、一万年早いですよ」


　と、謙けん遜そんして笑ってくれていた。


　それなのに……まったくベッケンバウナーさんの凄すごさを知らないジャンは。


「あっはっは！　そりゃそーか。アンタ、ジャンケン弱いもんなぁ。一万年じゃなくて一〇〇万年早いの間ま違ちがいじゃない？　だぁっはっはっは！」


　ベッケンバウナーさんを指差しながら、腹はらを抱かかえて爆ばく笑しようし始めた。


　ひぃ……！


　オレが言うのも変だけど、無知って恐おそろしい！


「ジャ、ジャン、もうそのへんでやめてくれ？　オレの寿じゆ命みようが尽つきちゃう。お前、この人が誰か知ってるのか？」


　さすがにもう見てられず、オレはジャンの腕うでを摑つかんで、止めた。


「へ？　知ってるよ？　俺達の間で、あだ名決まってたじゃん。通つう称しよう小太りの──」


「ストップ！　違うよ！　この人はなぁ、史上最年少で……えっと、どこかの凄い遺い跡せきとかに潜もぐった、世界で唯ゆい一いつの五つ星プロレンジャー！　ライオネル・ベッケンバウナー様なんだよ！」


「ら、らいおね？　そ……そんな偉い人じんなの？」


　ちょっとビビリながら、ベッケンバウナーさんをジャンは見た。


「いえいえ。そんな肩かた書がき、あなたのジャンケンの強さの前には何の役にも立ちませんよ？」


　ベッケンバウナーさんは、苦く笑しようしてまた謙遜。


「だ……だよなぁ」


　ジャンはホッとした表ひよう情じようを浮うかべた。だよな、じゃないよ！


「そんな事よりベッケンバウナーさん、何でフランに？　確たしか、一ヶ月はトトレインにいるハズじゃ」


「ええ。それが、少し予定が変わりまして」


　再ふたたび深しん刻こくな表情になるベッケンバウナーさん。


「実は……明日の朝、フランを発たつことになってしまったのです」


「え……。えっ!?」


　オレはちょっと動どう揺ようした。


　明日の朝にフランを発つって事は、アスベルの話は……！


「ど、どうしてそんな急に？」


「それが。どうも、セブやクリスが、北の大地で苦戦しているみたいなんですよ。もう、早く合流しろと催さい促そくが凄くて……ウッ、また来た！」


　言うや否いなや、ベッケンバウナーさんは突とつ然ぜんカッ、と目を見開いて、凄すさまじいスピードで真横に飛びのいた！


　ゴウッ！


　次の瞬しゆん間かん、たった今までベッケンバウナーさんの頭があった位置に、唐とう突とつに炎ほのおの塊かたまりが出現！


　ボボボボボ……そして炎の塊はそのままいくつかに分ぶん裂れつしていき……やがて、文字を形成し始める！


　オレとジャンは、なんとなくその文字を読んでみた。


『イ・ツ・マ・デ・マ・タ・セ・ル・キ・ダ・ボ・ケ！　Ｃ』


　いつまで待たせる気だボケ！　Ｃクリス!?


「ウ、ウソォォ!?　メッセージ!?」


「すげぇぇ！　ど、どうなってんだ、コレ!?」


　オレとジャン、驚きよう愕がく。


　Ｃって、あの赤い髪かみの女の人、クリスさんの事だよな!?　って事は、北の大地から遠えん隔かく操そう作さで、こんな遊び心溢あふれる芸当をやってのけてるって事!?　凄すぎる！


「ふふ、狙ねらわれたほうは大変ですよ。避よけそこなうと、頭が消し飛ぶ威い力りよくがありますからね。まったくもう」


　首をコキコキ鳴らしながら、ちょっと嬉うれしそうにベッケンバウナーさんは言う。


　いや……笑い事じゃ無いと思うんですけど。


　やっぱりこのパーティ、全員どこかおかしい……？


「とまぁ、恥はずかしながらそういう訳なんです。それで、急で本当に申し訳ないんですが。マーガス君。キミに──この前の返事を貰もらいに来ました」


　うっ！　き……来た。


　やっぱりこういう展てん開かいか!!


「なんせ、一度前人未踏領域ノース・エンデに入れば、次に出て来れるのは何年先になるか分かりませんからね。いま、聞いておかないと。……答えは出ましたか？」


　ベッケンバウナーさんの口調は、相変わらず柔やわらかいものだったけれど……その中に、答えを迫せまる、いつもより強いモノが含ふくまれていた。


「こ、答えは、あの……」


　ど……どうしよう。


　一いち応おう、エクスに残るって決めたつもりだったけど……いや、むしろその気持ちは、前より強いくらいなんだけど。


　なんせ、エクスの再さい建けんは、いま、完全に煮に詰つまってて、先行きの見えない状じよう況きようだ。しかも大たい将しようのイッコが抜ぬけて、うまくリーダーシップを発はつ揮きする人間が不ふ在ざい。このまま何も手を打たなければ、本当にエクスは崩ほう壊かいしてしまうかもしれない。


　こんな状況のエクスから、離はなれるワケにはいかない……！


　じゃあ……何な故ぜなんだろう？


　いつも、フランに残る事を決けつ断だんしようとすると──心の中で、何か、敗北感みたいなのがチクチク生まれるのは。


　オレは──今アスベルに行って、自分の才さい能のうに、懸かけてみなくていいんだろうか？　ここで行かなかった事を、いつか死ぬほど後こう悔かいする日が……三〇歳さいくらいになって、あの時アスベルに行ってれば……なんて思う日が来るんじゃないだろうか？


　ううーう！　なんか胃いが痛いたくなってきた……誰か、教えてくれ……オレは、どっちの道を選べばいいんだ？


「なんでいきなり胃ぃ押おさえてんだ、お前？」


　怪け訝げんそうなジャンの声で、オレは、ふっと我われに返った。


「つーか、答えって何の話だ？　お前、ベッケンのダンナとなんか約束してんのか？」


　さらに聞いてくるジャン。


「え!?　あ、いや……」


　ど、どう説明すれば……。


　オレは、助けを求めるように、ベッケンバウナーさんを仰あおぎ見た。


　するとベッケンバウナーさんは、心得ました、といわんばかりに頷うなずいて、


「いやいや。この前マーガス君と、偶ぐう然ぜんレンジャースクールで会ったんですよ。その時、何かいい武ぶ器きがあれば貸かしてくれと頼たのんだんです。でもマーガス君は、まだ迷まよってるみたいですね」


　苦笑しながらジャンに説明してくれた。まだジャンにスカウトされた話をしてない事を、酌くんでくれたみたいだ。


「マーガス君。それでは、今こん晩ばん一晩じっくり考えて、明日の朝に返事を聞かせてもらえませんか？　明朝七時、ギリギリまで、この前講こう習しゆうがあった学校の校門前で待っています。もし行くと決めたなら、その足で出発してしまいますから、用意は怠おこたらずにね」


　これだけ優ゆう柔じゆう不ふ断だんな事をしてるにも拘かかわらず、ベッケンバウナーさんは、労いたわるような笑顔でオレにそう言ってくれた。


「すいません、オレ……」


「いえいえ、構かまいません。その代わり……いいお返事、期待していますよ？」


　そう言い残すと──フッ。ミニィちゃんよりも遥はるかに素す早ばやい──残ざん像ぞうさえ見えない強きよう烈れつなスピードで、ベッケンバウナーさんはオレ達の前から姿すがたを消した。





「お前……なんか、隠かくしてねーか？」


　ベッケンバウナーさんがいなくなった、ほんの直後。


　ベッケンバウナーさんのさっきの説明に、全然納なつ得とくしてない様子のジャンが、疑うたがう目つきでオレに聞いてきた。


「え……か、隠すって？」


　動どう揺ようを押し殺しながら、なんとかオレは答える。


「どーも、武器の貸し借りなんて話じゃ無かった気がする。もしかしてお前……なんかに誘さそわれてんじゃねーか？」


　ここぞとばかりに、カンの良さを発揮するジャン！


　うっ。さすがにこれ以上隠し通すのは無理か……。


　でも、イッコが辞やめるって言った時、ジャンあんなに激げき怒どしてたし……迷ってる事白はく状じようしたら怒おこるだろうなぁ……。でも、言うしかないか……。


　と、オレが覚かく悟ごを決めた、その瞬間だった。


「マーガスー、ジャーン。もーう、こんなところにいたー」


　のんびりとした声が、オレとジャンの真横で響ひびきわたった。


「え？　あれ？　ノン？」


　オレはちょっとビックリして横を見た。


　いつの間にか、赤毛の女の子、ノンが横に立っていた。手には、何やらバスケットを持っている。


「つーか、ケンジも、ドノヴァンも、ミニィも!?　お前ら、何やってんだ？」


　同じく驚おどろいてるジャンが言う。


　そう、ノンの後ろには、何か曖あい昧まいな表ひよう情じようのケンジ、ドノヴァン、ミニィちゃんも続いていた。久ひさしぶりに、現げんエクス店員全員集合だ。


「もーう、何やってんだ、じゃないよー。探さがしてたのよー。でも、見つかってよかったー」


　ホッとしたように笑うノン。


　オレ、また探されてたのか……。


「探してたって？　俺とマーガス探してたのか？」


「そうだよー。もー、忘わすれっぽいんだからー。今日、イッコちゃんの、ドラゴンキラー試験の日だよー？」


　苦く笑しようしながらノンは言う。


　それを聞いた瞬しゆん間かん──オレとジャンは、黙だまりこくってしまった。


　本当の事を言うなら、オレは、今日が試験の日だって覚えていた。一番街かい道どうが閑かん散さんとしてるのは、そのせいなんだから。


　たぶんジャンも覚えてただろう。けど……お互たがいなんとなく、その話題には触ふれず、無かった事にしようとしていた。


「マーガスとジャン探してたら、だいぶ遅おそくなっちゃったんだからー。早く行かないと、もう試験終わっちゃうよー？」


　と、ノン。


　しかしジャンはそれに答えず、


「お前らも……応おう援えんに行くのか？」


　ケンジ、ドノヴァン、ミニィちゃんの方を見て言った。


　三人は、なんとも複ふく雑ざつな表情になった。


「ノン姉さんが、誘さそうんで……」


　と、ケンジ。


「私とドノヴァンさんも、応援行く事にしました。イッコセンパイが、急に辞めちゃったのは、まだあんまり納得いかないけど……やっぱり、同じチームだったんだし」


　少しほっぺを膨ふくらませながら、歯切れ悪くミニィちゃんは言った。


　応援には行くけれど、やっぱり、心の底から応援する気持ちには、なかなかなれないみたいだ。


「マーガス。行こうよ？」


　力ない微び笑しようを浮うかべながら、ドノヴァンが言ってきた。


　でも……オレは……。


　夕ゆう陽ひの東二番街道。ジンが、イッコをおぶっていたこの前の光景を思い出す。


　そうだよな……。オレが行かなくても、イッコは大だい丈じよう夫ぶだよな……。


「オレは、やめとく。イッコなら……一人でも、絶ぜつ対たい試験合ごう格かくして、帰ってくるさ」


「そーそー。ほっときゃいいんだよ」


　オレに続いたのはジャンだった。


「だいたい、自分勝手に店を出てったヤツを、なんでわざわざ応援しなくちゃなんねーんだ？　いいよ、お前らも、行かなくて」


　一番イッコが抜ぬけた事を怒っていたジャンは、やはりイッコの応援を完全否ひ定ていした。


　その直後だった。


「いつまで……そんなくだらない事言ってるの？」


　突とつ然ぜん、失望したような声が聞こえた。


「……えっ？　今のって……？」


　別に、普ふ通つうの人が言ったセリフなら、そこまで驚おどろくようなセリフじゃ無かったかもしれない。


　しかし……言ったのが、いつものんびりニコニコしてる、あのノンだったから……オレ達は、呆あつ気けに取られた。


「ノ、ノン……？」


　狼ろう狽ばいしつつ、声をかけたのはジャン。


「ねー、ジャン。なんで……なんで分かってあげないの？」


「な……なにがだ？」


「イッコちゃんの事。みんな……あんなにいつも、一いつ緒しよに過すごしてきたのに……全然……ぜんぜん、イッコちゃんの事、分かってないじゃない!!」


　絶ぜつ叫きようするようなノンの声！


「ノ、ノン……！」


　かつて見た事の無いノンの姿すがたに……オレ達は完全に言葉を失った。


「イッコちゃんが……イッコちゃんが、喜んでエクスを辞めたとでも思うのー？　そんなワケ、無いじゃない！　マーガスもジャンも、ずーっと昔からイッコちゃんを見てたのに、何で分かんないのー？　イッコちゃんは、女の子なんだよ!?　辛つらい思い、してないワケ無いじゃない！


　それなのに、みんなはエクスを辞めた事を、責せめてばっかりで……こんなんじゃ、イッコちゃんが、かわいそうだよ！」


　目を真っ赤にして、必死に言葉を吐はき出すノン。


　その姿に──ワケも無く、ぐっと胸むねが詰つまった。


　一番街道のど真ん中──すれ違ちがう人達に、邪じや魔まそうに避さけられながら、静かに立ち尽つくすオレ達。


　ノンは続けた。


「それに……みんな変だよー!?　エクスは、やりたい事が見つからない人や、将しよう来らいに不安がある人が集まってできたお店でしょー？　それなのに、やりたい事が見つかった仲間が出たのに、それを喜べないなんて……それじゃ、エクス・ガリバーって、一体何のためにあるの!?　私たちの八ヶ月って、一体なんだったの!?」


　想おもいを振ふり絞しぼるように、声を震ふるわせてノンは言う！


　もう、……十分だった。


　いつ、以来だ──？　こんなに、胸が熱くなったのは。


　いつ、以来だ!?　俯うつむいた全員の全身から──こんなにも、抑おさえきれない気持ちが立ち昇のぼっているのは！


　なんかもう、いてもたってもいられない！


「マーガス」


　ケンジが、突然オレに言った。
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「叫さけんで下さい」


　普通なら、絶っ対成立しないような会話。


　しかし、今のオレにとって──それほどありがたい言葉は無かったのだ！


「ずぅあああああああああああああああああああああああああ！」


　意味、不明！


　道行く人全すべてが、驚きよう愕がくの表情でオレを見た！　関係無い！


　クソ……イッコが、エクスを辞やめた事を気に病やんでる事くらい、とっくに分かってたハズなのに！


　なんで、一言の優やさしい言葉もかけていないんだオレは!?


「応援に行こう！　行って──イッコに、心置きなく、一〇〇％前向きで、試験を受けさせてやろう！」


　その言葉に反対する人物は、当然一人もいなかった。


「そうですよね……イッコセンパイだって、辞めて辛い思いしてるんですよね」


「最初から、行けば良かったね」


「オレ、なんか試験に役立つ武ぶ器き持っていこうかな……！」


　ミニィちゃん、ドノヴァン、ケンジは即そく答とう。


「ま……。ノンに泣かれるのは、勘かん弁べんだからな」


　照れ隠かくしなのか、素す直なおじゃない言い方でジャンは言う。


「みんな……ありがとー」


　そして最後に、ノンは自分の事のように、全員にお礼を言うのだった。










　パート４・突とつ撃げきのドラゴンキラー試し験けん







　しかし、ただでさえ暴ぼう走そうテンションになりつつあるオレ達を、さらに爆ばく走そうさせるような出来事が、フランを襲おそった！


「な、なんだぁ？」


　準じゆん備びを整えて、いままさにフランを出発しようと正門に集合したオレ達の元に──フランの外から、次々慌あわただしく竜りゆう車しやの群むれが突とつ入にゆうしてきたのだ。


　ガラガラガラガラ、とけたたましく車輪が回る音。入ってくる竜車には、まったく統とう一いつ性が無く、豪ごう華かな客車付きのがあったかと思えば、運うん搬ぱん用の荷台付きがその隣となりを走っていたりして、いかにも急いで寄よせ集まった感じ。


「ノンさん！」


　爽さわやかな、凜りんとした男だん性せいの声。


　少し上の方から聞こえた声の方を見ると──ヒュオオ！


　つむじ風を巻まき起こし、物置き小屋程てい度どの大きさの灰はい色いろドラゴンが、オレ達の目の前に急きゆう降こう下か！　おお!?


「ノンさん！　みなさんも！」


　そして、その灰色ドラゴンからひらりと舞まい降おりてきたのは、なんとノンの旦だん那なさん、デクさんだった！


　しかも今日は、オールバックバージョンのデクさんだ！


「デクさーん！　どうしたのー？　今日は、お休みだったんじゃないのー？」


「それが……聖堂騎士団テンプルナイツを中心に、サンク・マリカの役員全員に緊ス急ク発ラ進ン要ブ請ルがかかりまして……休日出しゆつ勤きんなんです」


「何かあったのー？」


　ノンが首を傾かしげる。


「それが……今日、ペジナの大灯とう台だいでドラゴンキラー試験が行われていたんですが」


　ドラゴンキラー試験？　その言葉が出た瞬しゆん間かん、何か胸むな騒さわぎを覚えた。


「ド、ドラゴンキラー試験で……何かあったんですか!?」


　聞くとデクさんは、神しん妙みような顔で一度頷うなずき、


「詳くわしい情じよう報ほうはまだ入ってきていないんですが……大灯台の内部に、用意していたものとは全く違う種類のドラゴンが突とつ如じよ大量発生したとかで、会場周辺が、大パニックに陥おちいってるんです」


「えぇぇぇ!?」


　好戦的なドラゴン大量発生!?　会場周辺が、大パニックゥ!?


　イ、イッコ……大だい丈じよう夫ぶなのか!?


「それじゃ、いまフランに続々集まってきてる竜車は、会場から逃にげてきた観客の人達って事スか？」


　ケンジが聞く。


　が、デクさんは首を振ふり、


「それもありますが、ほとんどは負ふ傷しようした受験生です。結局、ドラゴンキラー試験の受験生と言うのは、学生時代にスカウトされなかった人がほとんどですから……強さのレベルは、それほど高くはありません。だから、試験なんかでは、ある程度は加か減げんしたものが用意されるんですが……」


「加減されてないドラゴンが湧わいたから、受験生次々負傷ってワケか……」


　チッ、と舌した打うち交まじりにジャンが言う。


「デ、デクさん！　もしかして、どこかの竜車にイッコがいたりしませんでしたか？」


「いえ……僕ぼくも、ノンさんからイッコさんが受験する話は聞いていたので、探さがしてはみたんですが……少なくとも、このグループには」


　と、デクさんが言おうとすると、


「主しゆ任にん！　この人達の搬送先は、二番街かい道どうの診しん療りよう所じよでいいんですか!?」


　向こうの方から、怒ど鳴なるような声がデクさんの声を遮さえぎった。


「違ちがう！　そっちのグループは、三番街道だ！　比ひ較かく的負傷が軽い人は、三番街道に回せ！　これから、どんどん負傷者は増ふえるぞ、急げ！」


　振り返ったデクさんが、キビキビした声で怒鳴り返す。お、おお？


「デクさん……カッコいいー」


　ノンも、嬉うれしそうにのんきな事を言ってる。


　でも、確かに、なんか仕事できる人って感じだ。デクさんて、主任だったのか！


「い、いや、お恥はずかしいところを……」


　と、本気で恥ずかしそうに照れるデクさん。


　が。


「主任！　そんな所で何やってるんですか!?　この人達は、どこに運べばいいんですか!?」


　再ふたたびデク主任を呼よぶ声。


「その人達は、東二番……あーもう、すいません、ちょっと行ってきますね」


　そう言うとデクさんは、自分を呼んだ竜車の方へ駆かけて行こうとして、


「ああ！　そうだ！　ノンさん、みなさん、いいですか!?　絶ぜつっ対、試験会場に近づかないように！　イッコさんも、じきにフランに帰って来ますから！　ここで大人おとなしく待ってて下さい！　いいですね!?」


「はぁーい」


　とりあえず、全員大人しく返事。


「主任！」


「分かってる！　それじゃ、ノンさん……ああ、そうだ、この様子だと、今晩は帰れそうにもないので、夕飯は先に食べていて下さい！　では！」


　所しよ帯たいじみたセリフを残し、デクさんは自分を呼んだ部下の竜車にそのまま乗り込むと、あっという間に走り去っていってしまった。





「大人しくなんか、待ってられるワケねーだろうが」


　デクさんが走り去った後、即そく座ざにジャンが言う。全員、うんうんと頷うなずいた。


「けど、急がないと。ペジナの大灯台って、けっこう遠いよね？」


　言ったのは、ドノヴァン。


　そうそう、試験をやる、有名な建けん築ちく家かが建てた塔とうって、ペジナの大灯台の事だったんだよな。


　海沿ぞいまで行かなくちゃいけなんだから……徒と歩ほで行ったとしたら、二、三時間はかかる。


「竜車かなんか、借りられればいいんですけどねぇ」


　ミニィちゃんが、困こまったように言う。


　その時だった。


「あ！　私……いい事考えたかもー」


　そのノンの〝いい事〟に……オレ達は、驚きよう愕がくする事になる。





　　　　※




「どわあぁぁぁぁあああ!?」


　ジャンの、悲鳴じみた絶ぜつ叫きよう！


　ゴオオオオ、強きよう烈れつすぎる風！　視し界かいの先には、遥はるか彼方かなたにある景色──海すら、確かく認にんする事が出来た。


　振ふり返ると、既すでに小さくなりつつあるフランの街！


　死ぬ！　絶対、死ぬ！


　落ちたら死し亡ぼう、という恐きよう怖ふと、上空の寒さが重なって、オレ達六人は、ガタガタと寄より添そって震ふるえまくる！


「なんか──全然、感動してる余よ裕ゆう、無いね」


　ガチガチと歯を嚙かみ合わせているドノヴァンが、隣となりで呟つぶやいた。


　そう、生まれて初めて空を飛んでるって言うのに──オレ達には、全然、感動してる余裕は無かった！





　フランで、ペジナの大灯台への交通手しゆ段だんを相談していたオレ達。


「飛ひ竜りゆうに乗るぅ!?」


　最初に拒きよ絶ぜつ反はん応のうを示しめしたのは、やはりジャンだった。


「うんー。ほら、だって、デクさんが乗ってきたドラゴン、まだそこにいるよー？」


　嬉しそうに言ったのは、ノン。


　そう……確かにデクさんは、飛竜を置いて、部下の竜車に乗っていっちゃったから……飛竜は、オレ達の目の前に、いるといえばいたんだけど。


「い、いやいや。ノン、落ち着いてよーく考えてみろや？　俺おれ達……いつから、飛竜なんか操そう縦じゆうできるようになったんだ？」


　ジャンが、ひきつった笑え顔がおで言うが、


「だいじょーぶだいじょーぶ。ほら、なんか優やさしそうな顔してるよー？」


　ノンは、少し離はなれた場所にいる、デクさんの乗ってきた灰はい色いろの飛竜の顔を指差した。つられて、オレ達もその顔を見てしまう。


　が。


　いまにもフランにいる人間すべてを喰くいちぎりそうな、血走った目。ふぞろいに生えそろった巨きよ大だいな乱らんぐい歯の間からは、飢うえているのか、ヤバイほどのヨダレが溢あふれている。


「どこが……どこが優しそうなんだよぉぉ!?」


　頭を抱かかえて、絶叫するジャン。


　た、確たしかにあれは、マズイんじゃないかぁ……？


　しかし、相手はそんな、まるっきり肉食の飛竜だったにもかかわらず、


「そうかなー？　平気だと思うけどなー？　よーし」


　ノンはためらう事無く、とことこ、飛竜の前まで歩いて行ってしまった！


「ゲェッ!?　よ、よせ、ノン！」


　慌あわてて止めに入ろうとする、オレ、ジャン、ドノヴァン！


　しかし──既すでに、飛竜は動き出していた。


「グオォォ……」


　獰どう猛もうな唸うなり声を上げて、近づいてくるノンを威い嚇かくする様に、ゆっくり二本足で立ち上がる飛竜。


「ノン！　逃にげろって！」


　言ったが、ノンは動かない。


　そして──叩たたき付けるつもりなのか、飛竜は硬かたそうな右の翼つばさを高く振り上げて……あれっ？


　飛竜の意外な行動に、思わず立ち止まるオレ、ジャン、ドノヴァン。


「ねー？　だから、大だい丈じよう夫ぶだって言ったでしょー？」


　当然のように、飛竜の頭に手をあてて、ニッコリと笑ってみせるノン。


　そして飛竜は、そのノンに絶ぜつ対たい服ふく従じゆうを示しめす様に──ペコリ。片かた膝ひざを地面につき、翼を胸にあて、うやうやしくお辞じ儀ぎをしているのだった。





　と、いうワケで、


　ゴオォォォォォ──！


　飛竜に乗ることに成功し、強風吹ふき荒あれる上空に飛び立ったオレ達だったんだけど！


　この飛竜は、基き本ほん的に、一人乗り！


　背せ中なかに、一つだけ座ざ椅い子すの様なモノがちゃっちくくっついてるだけで、他に、人間が乗れるようなスペースは無い！


　仕方無いのでオレ達は、その中央の座椅子に操そう縦じゆう者しやノンを座すわらせ、後のメンバーは、その座椅子を取り囲むように、全員正座、そして、できる限かぎり体を小さく屈かがめて、座椅子にしがみつくという──かなりカッコよくない姿し勢せいで、ペジナの大灯台を目指していた！


「でも、何でこの飛竜、ノンセンパイの言う事、聞いてくれるんでしょうねぇ？」


　座椅子の向かい側にいるミニィちゃんが、不思議そうにそう言った。


　しかし、その質しつ問もんに、ノンは即答。


「決まってるじゃーん。だってこの竜、デクさんが育てた竜なんだよー？　私が奥おくサンだって、きっと分かってくれてるんだよー」


　何の根こん拠きよも無いような事を、ノンは説明したが……。


　ペットは、飼かい主に似にるって言うし。ある意味、デクさんが育てた竜がノンに絶対服従っていうのも、なんか異い常じように納なつ得とくできる気がする……。


「ああ！　ねぇ。あれ、ペジナの白はく塔とうじゃないスか!?」


　まるっきり少年のような声で言ったのは、ケンジだった。


　なぁ……お前、またワクワクしてる？


　しかし、ケンジの言う通り。視線の先には、あっという間に迫せまった海が、巨きよ大だいに広がり──その手前には、白く巨大な塔が聳そびえ立っていた！


　イッコ……無事なのか？　いま行くから、絶対無事で待ってろよ！


　六人乗っているにもかかわらず、グン、とさらに加速するデクさんの飛竜！


　こうしてオレ達は、奇き跡せきとも言えるスピードで、ペジナの大灯台に到とう着ちやくしていたのであった！





　　　　※




　ペジナの大灯台の周辺は、まさに戦場のような混こん乱らんぶりだった！


　誰だれを探さがしてるのか、キョロキョロと不安そうに辺りを見み渡わたしている、革かわの鎧よろいを着た受験生風の男。ケガ人を助けるためなのか、空のタンカを前後で持って、猛もうスピードで走っていく二人組！　その混乱をさらに大きくしにきたような、明らかな野や次じ馬うま達！　さらにこの混乱すら商売にしようとしているのか、何やらいい匂においのする出店も、けっこうな数が出店していた！（あ、でも、商売人としては、頭いいかも）。


「とにかく、イッコセンパイを探さなくっちゃ！」


　というワケで、オレ達は、誤ご解かいを招まねかないように飛竜を少し離はなれた場所に待たせておいて。


　六人固まったまま、混こん迷めい極きわめるペジナの白塔の前をうろつき始めた。


「しかし、この人数の中から探すのは、骨ほねが折れそうだぜ……」


　ジャンが忌いま々いましげに呟つぶやく。


　確たしかに、関係無い人間も集まってるせいか、塔の周りには凄すさまじい数の人間が集まってきていた。天下一武ぶ器き屋や祭さいの時の、出場武器屋の三倍はいるな。──って事は、あれは五〇〇人くらいだったから……一五〇〇人もここにいるのか!?


　その中からイッコを探すのは……確かに、かなり大変そうだ。


「あそこに、人だかりが……」


　呟いたのは、ドノヴァン。


　ホントだ。なんか、誰かを囲むように、人だかりができてる。


「なんか手がかりあるかもしんねー。行ってみようぜ？」


　ジャンの言葉につられるように、オレ達は全員その人だかりに寄っていった。





「なんて事なの!?　だからアタシは、この塔をドラゴンキラー試験なんて、野や蛮ばんな催もよおしに使うのは嫌いやだったのよ！」


　憤ふん慨がいするような、甲かん高だかい、女じよ性せいの声。


　人だかりの中心にいる、その女性を見て。


「あっ！」


　オレ達は、六人同時に声をあげた！


　オールバックに寝ねかしつけた、綺き麗れいな黒くろ髪かみ。吊つりあがった黒目。せわしなく動く、肉にく厚あつな唇くちびる。


　その声に気づいた女性は、ギロッ、とこっちを睨にらみつけて、


「ああ！　あなた達は！」


　と、さらに表ひよう情じようを険けわしくした。


　間違いない。人だかりの中心にいたのは、ウメダ・ファミリアの孫──自らを、フランで知らない人間はいない存そん在ざいと豪ごう語ごする、究きゆう極きよくの建けん築ちく家か候こう補ほの一人！　プラムローズ・ファミリア！


　となると、この周りにいるのは、例の新聞記者の人達なんだな。


「二度と顔を見せるなと言ったハズよ！　何度私に会いに来ても、アナタ達兄妹がイッコの仲間である以上、絶ぜつ対たいに依い頼らいは引き受けない！」


　さっそくブチギレ出すプラムローズさん。


　いや、別にあなたに会いに来たワケじゃないんですけど……。


　しかし、プラムローズさんは、すぐにオレ達の事など気にせずに、


「ああ、アタシのペジナが！　絶対にこれは記事にしてもらうわよ！　ドラゴンキラー協会の責せき任にんなんだから！」


　と、周りにいた記者さんに向かって再ふたたび怒ど鳴なり散らし始めた。


　な、なんの話をしてるんだろ……？


「ねえねえオジサマ☆　プラムローズさん、どうかしたんですかぁ？」


　ミニィちゃんが、一番近くにいた記者らしきオジサンの袖そでをひっぱって、甘あまい声で囁ささやきかけた。


　すると、そのくたびれた服を着ていたオジサンは、少し顔を赤らめて、


「う、うむ。いや、このペジナの塔は、彼女の二〇年前の作品なんだよ。で、今回貸かすのを渋しぶってたんだけど。今は使われて無いし、ちょうどいい大きさだからって、ドラゴンキラー協会の人間に貸してしまったんだ」


　と、答えてくれた。


「そっかぁ☆　そしたら、試験本番で、いきなり正体不明のドラゴンが出てきて塔とうで暴あばれちゃって……怒おこってるんですね？」


「ドラゴンキラー試験の時に、正体不明のドラゴンが出るトラブルは、実は初めてじゃないんだけどね。何年かに一回、何な故ぜか似にたようなトラブルが起こるんだ。それを知ってたら、あの人も貸さなかったとは思うけど……」


　ふーん……？　何年かに一回、正体不明のドラゴンが発生……？


　どういう事なんだろ。





　まぁ、でも、ハッキリ言ってプラムローズさんの事はどうでもいいんだ。


　イッコ！　イッコを探さなきゃ！


　プラムローズさんの人だかりを離れ、オレ達はイッコ捜そう索さくを再さい開かいする。


　しかし、オレ達はかれこれ三〇分近く灯台の周りをうろついてみたけど……イッコの影かげは、まったく見つからなかった。


　詳くわしくは分からないけど、あちこちから流れてくる話を総そう合ごうすると、どうも今は、試験は一いつ旦たん中止、そして灯台の中にいた受験生は、ほとんど全員が脱だつ出しゆつしている、という状じよう況きようらしい。


　うーむ。となるともう、イッコはケガ人として、入れ違いでフランに運ばれてる可か能のう性せいもあるって事か……。


「一旦……フランに戻もどってみるか？」


　同じ事を考えてたのだろう、ジャンがそう呟く。


「う～ん。これだけ探してもいないんだもんなぁ……」


　と。なんとなく、オレ達の間にフランに様子を見にいくような雰ふん囲い気きが流れ始めた……その時だった！


「マーガス！　ジャン！」


　オレ達を呼ぶ、よく通る女の子の声。


　一瞬……イッコの声かと思った。


　しかし、辺りを見渡しても、イッコらしき人物の姿すがたは見当たらない。


「どこ見てんだよ!?　ココだよ、ココ！」


　声は、オレ達のすぐ正面からだった。


　目の前には、まっすぐな金きん髪ぱつを伸のばした、人形のような女の子が立っている。


「あれ？　キミは？……？　？」


「？」


　オレとジャンは、頭がついていかず、思わず顔を見合わせた。


　あれ？　この子って……ジンの妹の、メーベちゃん、だよな？


「何呆ぼけてんだ！　オラ、アタシが見えないのか!?」


　目の前、ガラの悪い口調でわめくメーベちゃん。


　オレは、一応聞いてみた。


「キミ……メーベちゃん？」


「？　当たり前じゃねぇか」


　平然、と言い切るメーベちゃん。


「えっと……えぇ？　キミ、そんなキャラだったっけ？」


「確か、ジンにすら数年に一度しか話しかけねぇって話じゃ……？」


　まだいまいちピンと来ないオレとジャンは、もう一度メーベちゃんに聞いたが、するとメーベちゃんは、顔を真っ赤にして、


「う、うるせぇ！　今はもう、カマトトぶって無口なお嬢じよう様さまを演えんじてる余よ裕ゆうは無ねぇんだよ！　緊きん急きゆう事じ態たいなんだ！」


　と、ワケの分からない事を言い出した。


　えぇぇ!?　あれ、無口なお嬢様を演じてたの!?　言うほど、カマトトぶれてなかった気もするんだけど……？


「緊急事態ってー？　どうしたのー？」


　オレ達ほど驚おどろいていないノンが、のんびり尋たずねると、メーベちゃんは意外な答えで返してきた。


「だから、ヤベェんだよ！　灯台の中から、イッコの姉あね貴きがまだ出て来ねぇんだ！」


　緊きん迫ぱくした表情で言うメーベちゃん。


「え、えぇ!?」


　イッコが塔の中から出てきてない!?


　でも、いまいち状況が良く分からない！


「何でメーベちゃんが、そんなにイッコの事を把は握あくしてるの？」


　確かめるべく、聞いてみる。


「あ、ああ。えっと、どっから話せばいいのか……とりあえず、兄あに者じやが受けるって言うから、アタシも兄者に内ない緒しよで、ドラゴンキラー試験、受けてみたんだけどよ……」


　すっ、と自分の胸むねの『一三七』というゼッケンを指差しながらメーベちゃん。


「そ、そうだったんだ？」


　ていうか、受けてみたって……軽かるっ！


　しかも、メーベちゃんってまだ一二歳さいだったよな？　年ねん齢れい制せい限げん無いのか……？


「まぁ、それはいいんだけど。今回の試験は、とりあえず制限時間内に、灯台のてっぺん、二七階にある〝証〟を持って帰ってくりゃ、もれなく合ごう格かくだって話だったんだ。で、フラフラ灯台の中迷まよってたら……バッタリ、途と中ちゆうでイッコの姉貴と出くわしてさ」


「うんうん！」


　やっとイッコが出てきた！


「そ、それで!?」


「そしたら、そのすぐ後だよ。今まで見た事ねー、でっかい蜘く蛛もみたいなドラゴンの大たい群ぐんが、アタシ達にウジャウジャ押おし寄よせてきてさ。ソッコーで足、やられちまったんだ」


　スッ、とスカートを少しだけめくって、足を見せるメーベちゃん。


　既すでに手当てはされていたけど、そこには痛いた々いたしいほど、足全体を覆おおうように包帯が巻まかれていた。


「イッコの姉貴は、なんとかアタシを逃にがしてくれたんだけど、もうこんな足じゃ、アタシの方は試験受けるの無理だろ？　だからとりあえず大灯台を出て……イッコの姉貴の帰りを待つ事にしたんだけど。あの人、いつまで経たっても出て来ねぇんだよ！」


　ちょっと泣きそうになりながらメーベちゃんは言う。


「で、でも。もしかしたら、メーベちゃんより先に灯台を出たのかもよ？」


　オレは、特に根こん拠きよも無く気休めを言ってみたけど、


「いや。灯台を出た受験生は、全員出口の所で試験官にチェックされるから分かるんだ。姉貴の受験番号は五一番、まだ出てきてなかった……」


　と、メーベちゃんは力なく首を振る。


「ていうか。その試験官達は、何やってんスか？」


　ケンジが聞いた。


「ある程てい度ど、こういう事じ態たいだって予よ測そくできたハズなんだ。その人達が、イッコ姉さんを助けにいけば──」


「ダメさ、アイツは。もう少し待てば出てくる、とか言って全然動こうとしねぇ。けど、そんな事言ってる余裕はねぇんだ！　姉貴は、蜘蛛野や郎ろうと戦ってる時、アタシをかばって腕うでに怪け我がしてるんだよ！　絶ぜつ対たいそんなに長くはもたねぇ！」


「えぇぇっ!?」


　メーベちゃんの言葉に、同時に声をあげるエクスの六人！


「そ、それを早く言えよ！」


　怒ど鳴なったのは、ジャン！


　ケガをしてる状じよう態たいで、正体不明のドラゴンがウジャウジャしてる灯台の中に取り残されてる？　とんでもない！


「行こう！」


　オレがそれだけ言うと、すべてを分かってくれたみんなが、同時に頷うなずいた。


　お、おお。オレ達のチームワークも、初めて顔を揃そろえた日に比くらべれば、ずいぶん磨みがかれたもんだ。


「ちょ、ちょっと待てよ！　行こうって？　どこ行くんだよ！」


　一人慌あわてふためいてるのはメーベちゃん。


「？　決まってるじゃないスか」


「イッコちゃんを助けに行くんだよー」


　ケンジとノンが即そく答とうした！


　すると、それを聞いたメーベちゃんは激げつ昂こう！


「こ、これだから温室育ちは困こまるんだよ！　いいか!?　ドラゴンがいる場所に行くって事はなぁ、要するに、一歩間ま違ちがえたらあの世行き、人生終わっちまうかもしんねぇ場所に行くって事なんだよ！　遊びじゃねーんだ！」


　脅おどすような口調で言うメーベちゃん。あんまり、メーべちゃんに言われたく無いけどなぁ……。


　しかし、そのメーベちゃんを黙だまらせたのは、ミニィちゃんのアッサリとした一言だった。


「でもぉ……ミニィ達、ドラゴンと戦うなんて、わりとしょっちゅうですよ？」


「へっ？」


　それを聞いて、目を点にするメーベちゃん。


　すると、その隣となりでドノヴァンも、


「うん、そうだね。灼しやく熱ねつ竜りゆうとか、ボーンドラゴン・クラウンとか……ボク達、戦せん闘とうに巻まき込こまれやすい体たい質しつだからさ……」


　と、苦く笑しよう交じりに説明。


「お、おいおい、そいつらって、正真正しよう銘めいＡ級ドラゴンじゃねぇか……武ぶ器き屋やって、けっこうハードな職しよく業ぎようなんだなぁ」


　感心するようにメーベちゃんは言う。


　いや、たぶんウチが特とく殊しゆなんだと思うよ……？


「まぁいいや。そんなに修しゆ羅ら場ば潜くぐってんなら、話は別だ。お前らに、イッコの姉貴は託たくす。姉貴を助けてくれ！」


　その言葉に、全員が頷いた。


「あ、あと、ちょっと待ってくれ。ついででいいから、もう一つ頼たのまれてくれねぇか？」


　顔をしかめるように歪ゆがめながら、メーベちゃん。


「へ？　い、いいけど。何？」


「ウチのバカ兄貴も、もし見かけたら、助けてやって欲ほしいんだ。実は、アイツも大して強くねークセに、まだ灯台から出てこねーんだよ。あんなんでも……一いち応おう、兄貴だからよ」


　最後の方は、消え入りそうに小さな声になりながら、メーベちゃんは言った。


「オッケー。もし見つけたら、手ぇ貸かす！　任まかせといて！」


　メーベちゃんの想おもいも、一つだけ受け取って。


　オレ達は、目の前に聳そびえる巨きよ大だいな灯とう台だいに向かって、突とつ入にゆうを開始する！





　　　　※




「なんだ、貴様らは!?」


　イッコ救出のため、ペジナの大灯台に突入を開始したオレ達は──ある意味予想通り、二本の彫ちよう像ぞうが置かれている正面玄げん関かんで、早さつ速そく試験官に呼び止められた。


「ペジナは、封ふう鎖さ中！　関係者以外、立ち入り禁きん止しだ！」


　玄関にいた試験官は、たった一人だった。


　まるで白はく衣いのような白いローブをまとった、もう六〇は過すぎてるであろう、ガリガリのジーさん。


　紺こんの髪かみを後ろでくくり、不気味なほど、地面につきそうな長さにまで伸のばしている。


　丸メガネの奥おくの瞳ひとみは、完全に人を見下した様な目で、なんていうのか……うん、邪じや悪あくな雰ふん囲い気き！　いや、初対面で邪悪もクソもないか……。


「うるせー！　思いっきり、関係者なんだよぉ！」


「お友達が中にいるんですー」


　ジャンとノンが強ごう引いんに通ろうとするが、


「だったら、なおさら外で待て。まだ出てきてない受験生は、受験番号五一と三〇番の二人だけだからな。そいつらも、試験が中止になってる事くらいとっくに気づいてるだろう」


　冷れい徹てつな声で老人試験官は言う。


　って、受験番号五一って……思いっきり、イッコの番号じゃないか！　て事は、三〇はジン!?


「だ、だったら、せめてイッコ達を探しに行って下さいよ!?　おじいさんも、プロのドラゴンキラーなんでしょ!?」


　オレは、わらにもすがるような調子でお願いしてみた。が。


「それは出来ん。私は、ここから試験全体を把は握あくし、外に出てきた受験生のチェックをしなければならんからな」


　目も合わさずに老人試験官は言う。


　くそ……チェックなんか、他の人にやらせればいいじゃないか！


「他の……もうちょっと話の分かるドラゴンキラーの人はいないんスか？」


　ケンジが、呆あきれたように言った。が。


「これでも試験官は、もう八度目なんでね。受験生が一〇〇人程度の今年など、私一人で十分なのだよ。それほどヒマではないのでね、ドラゴンキラーも」


　フッ、と嘲ちよう笑しようさえ浮うかべながら、老人試験官は言った。


　マジか……！　こんな話の分からない、（見た目）邪悪な老人一人に任せるなんて！　けっこういい加か減げんだな、ドラゴンキラー試験！


　くそ、こんな老人に足止めくらってる場合じゃないぞ！　オレ達は、一いつ刻こくも早く中に入って、負ふ傷しようしてるイッコを助けなきゃいけないんだ……！


　仕方が無いので、オレ達は一いつ旦たんその場を離はなれて、緊きん急きゆう作戦会議を開かい催さいした。





　少し離れた場所から、チラチラと老人がこっちを見てくる中。


「よーし☆　ここはミニィに任せて下さい！」


　輪になったオレ達の中の、ミニィちゃんが挙手した。


「ん？　あの試験官のおじいさんどかせる、なんかいい方法あるの？」


「はい☆　ミニィが囮おとりになるから、あのおじい様がいなくなったスキに、みんなは中に入って下さい」


　自信満々の笑え顔がおでミニィちゃんは言った。


「え？　囮って、ミニィちゃんの魅み惑わくの術じゆつで、あの老人にスキを作らせるとか……そういう事？」


「大だい正せい解かい☆　争いは、何も生まない。ああいう寂さびしい老人の心を開くのは、清らかな少女の役目って昔から決まってるんです！」


　グッ、と拳こぶしを握にぎって意気込みをアピールするミニィちゃん。


　うーむ？　まぁ囮作戦は、サンク・マリカ突入の時、ジャンがやって成功させた事があるけど……。


「け、けどミニィ。あのおじいさん、仮かりにもプロのドラゴンキラーだよ？　なんか危あぶなくない？」


　ドノヴァンが、心配そうに言う。


「ありがとう、ドノヴァンさん。でも、大だい丈じよう夫ぶ☆　ちゃんとあの人を撒まいたら、すぐ合流しますから」


「ミ、ミニィ……」


　じっ、と見つめあう二人。


　お？　いい雰ふん囲い気き……になるかと思ったけど。


「あ、じゃあミニィさん、ついでにコレも持ってって下さい」


　まだまだ恋れん愛あいを理り解かいしないお子様ケンジが、ミニィちゃんとドノヴァンの間にずかずか割わって入って、ミニィちゃんに何か、紫むらさき色いろの細長い、布ぬのの包みを手て渡わたした。


「ケンジィ……」


　ギリリ、とドノヴァンが奥おく歯ばを嚙かみ締しめる音が聞こえてきたが、


「？　なぁに、コレ？」


　既すでに興きよう味みの対象を細長い布の包みに移うつしたミニィちゃんが、ケンジに聞く。


「新型のビッグバン・ソードです。こんな事もあろうかと、いくつかマイ・ウェポンを持って来ました。この剣けん、結局、試験前には渡せなかったけど……。このメンバーの中じゃ、ミニィさんが一番素す早ばやいし、一旦離れたミニィさんが、イッコ姉さんの下もとに、最初にたどり着くかもしれない。追いついたら、イッコ姉さんに渡してあげて下さいね」


　ケンジが言うと、


「オッケー☆」


　ミニィちゃんはニッコリ微笑ほほえんで、その包みを受け取る。


「でもでも。もし本当にミニィが先にイッコセンパイを見つけちゃったら、みんなにどうやって知らせればいいんですかぁ？」


　ミニィちゃんが首を傾かしげる。


　そっか。もうミニィちゃんがとっくにイッコ見つけてんのに、オレ達だけ必死にイッコ探してたら、アホみたいだもんな……。


　ミニィちゃんの質しつ問もんに答えたのは、ケンジ。


「まぁ、ミニィさんだけじゃなく、念のために、オレ達も離れ離れになった時の事決めておきましょうよ。……一番優ゆう先せんするのは、何スか？」


「？　えぇっと。ケガをしてるイッコの救出、だよな」


　オレが言うと、ケンジは頷うなずいて、


「なら、イッコ姉さんと合流できた人間は、他のメンバーに関係なく、灯とう台だいから姉さんを脱だつ出しゆつさせる事を最優先に動く、って事で。


　後は、姉さんと合流出来て、もう出口に向かってるって事が他のメンバーに分かる、メッセージみたいなものを、ところどころ、壁かべにでもでっかく書いておけばいい。どうスか？」


「うん……異い議ぎナシ！」


　全員承しよう諾だく。それでいいよな。


「ようし。んじゃ、決まったところで」


「イッコセンパイ救出作戦！　開始です☆」





　と、いうワケで、第一の関門、老人の下へ、ミニィちゃんが突とつ撃げき！


　早さつ速そく笑顔で、何かペチャクチャ話し始める。


　オレ達は、入り口前の大きな柱の陰かげから、首だけ出してその様子を窺うかがっていた。


　甘あまえ上手のミニィちゃんだ。なんとかしてくれるかもしれない……！


　なんて、悠ゆう然ぜんと構かまえていたオレ達だったんだけど。


「も、もういいです！」


　完全に怒おこった、ミニィちゃんの叫さけび声が響ひびいたかと思うと！


　ビュビュビュッ！　突とつ然ぜん、ミニィちゃんが分身！


　あれ!?　流星の石食べてる!?


　柱の陰のオレ達は、思わず顔を見合わせた。なんか、雲行きが怪あやしくなってきたぞ……！


　そして、その分身ミニィちゃんの一つが、老人が塞ふさぐ入り口の左横──単なる壁の部分に、移動。そのまま、おもむろに手を触ふれたかと思うと、


「破はっ！」


　ドッゴオン！　そのまま壁の部分を吹ふき飛ばしてしまった！　えぇぇ!?　髑どく髏ろ石せつ拳けん!?


「な、何だお前は!?　素手で壁を吹き飛ばしただと!?」


　ビュビュビュッ！　そんな事を言ってる間に、自分で作った入り口からミニィちゃんは、強きよう制せい進入！


「こ、こら待て、中には入るな！　くっ、小こ娘むすめに興味は無いと言っただけなのだが」


　つかかか！　焦あせったように老人が、老人とは思えないかなりのスピードでミニィちゃんの後を追っていく！


　おお……結果的に、入り口前には誰もいなくなったけど……。


　寂さびしい老人の心を開くって……ミニィちゃん、結局思いっきり実力行使じゃないか……。


「ああいう素直なところも、ミニィのいいところだよね？」


　顔を赤らめてドノヴァンが何やら言ってたけど……それに応こたえる者は、一人もいなかった。





「急ごう！　あの老人、戻もどってくるかもしれない！」


　ダッッ！　オレ達は無人の入り口を通つう過か！　すると目の前には、白い大理石で作られた、ゴージャスな手すりつきの巨きよ大だいな階かい段だんが、正面、右、左、三方向に延のびていた！


「どれ行く？」


「正面！」


　即そく答とうしたジャンの答えに従したがい、正面の階段を駆かけ上がるオレ達！


　階段を上がると、今度は、曲がり角と分かれ道のオンパレードの、迷めい路ろのように入り組んだ細い通路。ところどころに、小部屋に入れる扉とびらがついている。


「クッソー。なんだってあのプラムローズオバチャンは、こんなややこしい作りにしたんだよ！」


　ジャンが走りながら、文もん句くを言う。


　確かに……こんなに複ふく雑ざつだと、イッコと巡めぐり会うのは相当大変そうだぞ。


　果たして、オレ達は間に合うか……？


　ざざーん。ふいに、大灯とう台だいの建つ絶ぜつ壁ぺきに、波が打ち付ける音が窓まどから聞こえてきた。こっから見える景色だけは、けっこうのどかだ。


　と、とりとめのない事を、一瞬考えてると。


　ざざざざ──


　何やら、耳みみ障ざわりな音が、どこからともなく聞こえてきた。


　最初は、波の音かと思ったけど……違う！　みんなは気づいてないようだけど、嫌いやな予感がする！


　こっちに向かって、何かが押おし寄せてくるような音！


「み、みんな待って！　一回、この通路から出よう！　なんかおかしい！」


　オレは言ったが、ジャン、ノン、ケンジ、ドノヴァンは全員、は？　と間の抜ぬけたような返事をしてくる。


　しかし、オレの言いたいことが伝わろうが、伝わらなかろうが、結果は同じだったのかもしれない。


　どっちにしろオレ達には──ソレから、逃にげる余よ裕ゆうなど無かったのだ！





　ざざざ。ざざざざざ！


　虫が床ゆかを這はうような音！　段々、不気味に大きくなってくる！


　さすがに、他の四人も異変に気づいたらしい。


「おいおい、何の音だよ、コレ」


「こっちに近づいて来てないスか？」


　ざざざざざ！　ざざざザザザザ！　もはや疑うたがいようが無い！　オレ達は、音のする方、通路の曲がり角の向こうに体を向け、臨りん戦せん態たい勢せいに入った！


　ドノヴァンが率そつ先せんして先頭に立って、今の今までつけていたニセギプスを投げ捨すて、そしてロンギヌスのモップを構かまえる！


「あれー？　ドノヴァン、ロンギヌスのモップ直ったのー？」


　ノンが不思議そうに聞いた。あ、そういえば、天下一武ぶ器き屋や祭さいの決勝で、とうとう折れたんだったよな。


「うん。ケンジに直して──」


　と、ドノヴァンがモップ話を始めようとした、その瞬間だった！


　ガザザザザザザザザザザザザザザザ！


　曲がり角の向こうから、とうとうソイツらは現あらわれた！


　一瞬、黒い波が押し寄せてきたのかと思ったけど──違った！　コレか!?　メーベちゃんが言ってた、でっかい蜘く蛛もみたいなヤツの大たい群ぐんってのは！


　オレ達の顔程てい度どの大きさの、丸みを帯びた黒い胴どう体たいに、毛むくじゃらの八本足！　ゾッとするのは、牙きばがびっしり生えた口は胴体にあるのに、目らしきモノがどこにも見当たらない事！


　ていうか、何十匹ぴきいるんだぁ!?　ザザザザ──曲がり角の向こうから、まるで黒い絨じゆう毯たんが地面を猛もうスピードでひたすら伸のびてくるような、恐おそろしい光景！


「に……逃げろぉぉぉぉ！」


　とてもじゃないけど、まともに戦える数じゃない！


　オレ達は、構えていた得え物ものを即座にしまい、回れ右！　全速力で走りだす！


「あそこだ！」


　先頭を走っていたジャンが、短く叫んだ！


　ジャンの少し先にある、小部屋の扉の事だと、全員が瞬時に理解する！


　ザザザザ──！　背はい後ごでどんどん大きくなる、ヤツらの足音！


　ガチャッ！　素す早ばやくジャンが扉を開け、中に滑すべり込こむ！


　ドノヴァン、ノン、ケンジも続いた！


　よし、オレも──と、ちょっと安心した、その瞬間だった。


　ガンッ！　と両足のカカトに重い衝しよう撃げきが走ったかと思うと──まるっきり足あし払ばらいを喰くらったように、オレの体は宙ちゆうに浮ういていた。


　しまった──追いつかれて、足あし下もとをすくわれたんだ！


「マーガス！」


　視界がスローモーションになる中、手を伸ばせばすぐ届く場所にある、小部屋の扉の向こうから、ジャンが叫んでいた気がした。


　が、どのみちオレはもう間に合わない──！


　オレは、空中でなんとか開けっ放しの扉を蹴けり、ジャン達のいる小部屋を閉しめ──そして、背せ中なかの下に敷しかれた、蜘蛛の絨毯の上へまっさか様に落下していく。


「マーガス！」


　扉の向こうから、今度こそハッキリジャンの声が聞こえたけど、背中に、ヤツらの硬かたい体の感かん触しよくを感じた瞬間、オレの意い識しきはフッと途と絶だえた──。





　　　　※




　途絶えた、と思ったんだけど。


　たぶんオレは、二秒くらいで意識を回かい復ふくした。


「あれ？　オレ、生きてる？」


　どうやら、カカトが少しヒリヒリするくらいで、特に体に異状は無さそうだ。


　ガザザザザ！　しかし、相変わらず、蜘蛛の足音は頭が割われそうなくらい、近いところから響ひびいてくる。


　ど、どういう事？　恐おそる恐る、体を起こしてみると──ゲッ!?


　全身の毛が、一気に逆さか立だった！


　辺りは、一面、真っ黒な絨毯。もちろん、それを構成してるのは、例の蜘蛛。


　その中の、ちょっと大おお振ぶりの蜘蛛の、硬い背中の上にオレは乗っている。


　つまり、譬たとえて言うなら──凄すさまじい勢いきおいで流れる、黒蜘蛛の川の上に、オレはたった一人で押し流されてる状じよう況きようだった！


「誰だれかぁぁぁぁぁぁぁ、助けてくれぇぇぇぇぇぇ！」


　ムダと思いつつも、押し流されながらオレは叫んだ！


　けど、オレ、なんで食べられなかったんだろう。


　背中の上にいる人間は、感知できないのか？　他の蜘蛛も、なぜかオレに気づきもせずに必死に行進してるし……もしかしたら、背中にいるとか関係なく、もともとオレに興味が無いのかもしれない。


　どうやら、扉を閉めた甲か斐いあって、コイツらはジャン達の小部屋を素通りしてくれたみたいだ。それだけが救いだよ、ったく……。


　ザザザザ──！　オレを乗せたまま、蜘蛛どもはひたすら通路を進んだ。


　ときおり、階段を上がったり下がったりしてるけど、相変わらず猛スピードで進んでいく。うーむ……ある意味、自分で歩くより、早いし楽かも？


　階段の上り下りの回数を計算すると、たぶんここは、もう五階。


　とりあえず体育座ずわりをしたまま、オレは、一〇分ほどコイツらの上に乗って、イッコがいないかどうか大灯とう台だいの中を探たん索さくした。


　まぁ……そんな都合よく、見つかるワケ無いか……


　と、半ば諦あきらめかけた、その時だった。


「てぇりゃああああああああ！」


　やけっぱちのような、女の声！


　オレが──この声を聞き間ま違ちがえるハズが無い！


「イッコォォ！」


　オレは、声がした方を急いで仰あおぎ見た！


　右の通路の方から聞こえた！


　直進していく蜘蛛どもから飛び降りて、オレは地面を蹴って走り出した！


　自分でもビックリするくらいの、飛ぶようなスピードが出る！


　やがて通路は終わりを迎むかえ、何やら広間に到とう着ちやく！　目の前に広がるのは、左に緩ゆるやかに曲がり、螺ら旋せんを描えがきつつ四階へ下っていく大階かい段だん！


　キィン！　チュィン！　金きん属ぞくと金属がぶつかる様な音が聞こえる！


「見つけた……！」


　まるでそこだけ光が当たってるようだった。


　大階段の、中ほど。


　左ひだり腕うでから血を流しながら、鬼おにの形相で、一人必死に剣を振り回してる黒くろ髪かみの女の姿すがたを見た瞬しゆん間かん──ふいに、泣きそうになってしまった。





「でぇぇい！」


　ブンッ！　持っていた剣で、目の前の、自分を取り囲む四匹ひきの黒い物体のうちの、一匹に斬きりつけるイッコ！


　ガキィ！　しかしソイツはよほど硬かたい体らしく、簡かん単たんに斬ざん撃げきを弾はじき返した！


　って、あれ!?　あの黒いの、よく見たら、さっきオレが乗ってた蜘蛛と同じ種族だ！　でも、体は数倍──オレ達と同じくらい大きいし、二つの黄色い目なんかついてて、さらに不気味だけど……！


「フシュルル！」


　イッコに攻こう撃げきを受けた蜘く蛛もは、口から何か緑色の酸さんの様なものを噴ふき出し、イッコに攻撃！


「くっ！」


　イッコはかろうじて剣けんの刃やいばでそれを遮さえぎりガードしたが、ジュウウ……煙けむりを吹いて、剣はドロドロと溶とけ出してしまう。おいおい、あんなの人間が浴びたら、タダじゃすまないぞ!?


　しかしイッコは、紙かみ一ひと重えのところで蜘蛛の攻撃をかわしながら、溶けかかった剣を振るって応おう戦せんしていた！


　よく見ると、イッコの周りには、イッコが倒たおしたと思われる蜘蛛が、二匹は倒れている！　す、すげぇ、あんな数を相手に……イッコ、強くなってる!?


　けど、状じよう況きようはどう見ても絶ぜつ望ぼう的だった！　左腕からは流血、逃にげ場は無し。


　そして。


　パキィ！　身がすくむような痛いた々いたしい音が鳴ったかと思うと、イッコの振るっていた剣は、完全に折れた。


「フン……面おも白しろい。ちょうどいいハンデだわ」


　カランッ、役に立たなくなった剣を捨て、


「そろそろ、素す手ででアンタらをブン殴なぐってやりたいと思ってたとこなのよ！」


　ブンッ！　相変わらず無茶苦茶なセリフを吐はいて、乱らん暴ぼうに殴りかかるイッコ！


　こ、これは──オレの出番だ！　オレがなんとかしないと、イッコは、もう──！


　けど、どうする？　オレなんかがあそこに飛び込んでいったって、状況は何も変わらない！　そのままあっけなく取り囲まれて、結局二人ともオシマイだ。それじゃダメだ、イッコを助けなきゃ意味が無い！


　オレは、必死に周囲を見渡した。


　考えろ。イッコを救出できて、なおかつアイツらから離り脱だつできる、奇き跡せきのような方法を、何か──。


　ん!?


　瞬間。オレの、すぐ横。大階段の脇わきにある、大理石のツヤツヤした手すりが目に入った。


　そしてその手すりには、まるで運命のように──受験生が置き去りにしていったのか、オレなんかが持ち上げられそうにない、刃の大きな戦せん斧ぷがたてかけてある。


　ヤバイ──！　思いついちゃった！


　この二つを使って、一つだけ、この状況を打開するアイデア思いついちゃった！


　自信は無いけどやるしか無い！　蜘蛛の川に乗った事を思えば、これだって、きっと出来るハズだ！


「く、ううぅぅぅ」


　オレは、戦斧を両手で持ち上げ、なんとか手すりの上に設せつ置ちする。


　準じゆん備び、オッケー！


「いっくぞおおおお！　武ぶ器きには、こういう使い道もあるんだ!!」


　オレは、自分を奮ふるい立たせるようにそう叫さけぶと──決死の思いで、手すりの上の戦斧ボードに飛び乗った！





「おっ。おおっ!?　おおおあああああ!?」


　恐きよう怖ふ！


　オレが飛び乗った瞬間──戦斧は、予想を遥はるかに上回る速度で、手すりの上を滑すべり始めた！


「ウソぉぉぉぉ!?」


　ギャッ、ギャギャッギャッ！


　火花を散らしながらも、金きん属ぞくと大理石、摩ま擦さつがほとんど無いのか、速度はほとんど落下してるのに等しいスピードにまで加速！


　ヤバイ──かなり予定外の速度になっちゃってるけど……落ちたら、そのまま手すりの外、遥か下の四階まで叩たたきつけられる！　死ぬ気で乗りこなせぇ！


　オレは斧おのの刃の部分に右足、柄えの部分に左足を置き、なんとかバランスを取ろうと試行錯さく誤ご！


　しかし、戦斧はなんかつるつるしてて乗りにくいし、速度がつけばつくほど向かい風は強くなる！　誤算！


『人命救助用オーナー・コンボ・戦斧ボード』……なんて最悪の乗り心ごこ地ちだ！


「くっそおおおお」


　しかし、オレは吹き付けてくる風をめいっぱい腹はらの中に吸すい込み──そしてたぶん、今まで一五年間生きてきた中で、一番の大きな声で叫んだ！


「イッコォォォォォオオオオオオオオ!!」
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「えっ？」


　その声を聞いて、戦せん闘とう中のイッコは、ふと振ふり返った。


　片かたや、手すりの上を、斧に乗って滑り落ちてくる男！


　片や、四匹ひきの巨大蜘蛛に取り囲まれながら、必死にパンチを繰くり出す女！


　お互たがい、尋じん常じようじゃない状じよう況きようの中、オレ達の視し線せんはぶつかる！


　ギャッ、ギャギャッギャッ！　ますますスピードを上げる戦斧ボード！　イッコと蜘く蛛もの集しゆう団だんが、目前に迫せまる！


「えぇっ!?　マーガス!?」


「いいから乗れぇぇぇぇ！」


　オレが言ったか言わないか、その刹せつ那な！


　イッコは、決死の表情で階段を踏みきり、手すりを飛び越えるようにジャンプし──


　そしてオレは、まさに進路上、目の前に飛び出してきたイッコを──奇跡のようなタイミングでキャッチ！　そのままお姫ひめさまダッコ！


「イッコォ！」


「マーガス！」


　戦斧ボードは一瞬大きくグラついたが、真正面で受けたのが幸いした！　左右のバランスはほとんど崩くずれず、そのまま滑かつ走そう路ろを猛もうスピードで駆かけ下りてる！


「うおおおおおおお、決まった!?　すげぇぇ、オレ達！　イッコ、オレ達いま、最高に輝かがやいてるぞ！」


「ギャアアアアア！　いいから、前！　前見て、前！」


　予想外の動きだったのか、蜘蛛どもは呆ぼう然ぜんとこっちを見つめ続けてるだけ。


　ダンッッ！


　そのまま四階までノンストップで辿たどり着いたオレとイッコは、床ゆかを転がるようにだけれど、何とか着地！


「痛いたたた……。うぅ、アンタが何でこんなトコにいるのか、いろいろ言いたい事はあるんだけど……」


　イッコが腰こしを押おさえながらそう言うと、


　ガサササ！　階段の上の方から、例の蜘蛛の足音！　イッコの元にいた四匹が、こっちに向かって移い動どうを開始してる！


　ヤバ、追ってくる気だ！


「とりあえず、どっかに一いつ旦たん身を隠かくしましょうか」


「異い議ぎナシ」


　再ふたたび、走り始めるオレとイッコ。


　あー、でも良かった。とりあえず、なんとかイッコを救出できたよ……。





　　　　※




「何しに来たのよ、アンタ!?」


　開口一番。イッコはそう怒ど鳴なった。


　オレ達が降おりた地点から、いくつか通路を曲がった先の、何やら白い鉄てつ製せいの扉とびらがついた小部屋。扉についた格こう子しから、かすかに光が差し込むだけの、暗い部屋の中。


　ガササ、と部屋の前を通り過ぎていく蜘蛛をやり過ごし、少しホッとした気分になったところでの──その言葉。


「お前なぁ……」


　オレは、少しうんざりした気分でそう言い返した。


「言いたく無いけどさぁ。オレだって、けっこう危あぶない目に遭あいながら、ここまで来たんだぞ……？　いや、オレだけじゃない。ノンも、ケンジも、ドノヴァンも、ミニィちゃんも、ジャンだって……お前のために、命がけでこの大灯とう台だいに来たんだぞ？」


「だから！　それが困こまるのよ！　アンタ達、正式に申し込みした受験生じゃないでしょ!?　そんな人間に手を貸かされて、それで失格になったらどうしてくれんのよ!?」


　凄すごい剣けん幕まくでイッコは言う。


「う……そこまでは……考えて無かったけど……ん？」


　とそこまで言って、オレはふと思い出した。


「ち、違うよ！　失格も何も、試験はあの蜘蛛大量発生のせいで、中止なんだ！」


「そんなの！　アタシだけでも、ノルマをこなせば試験が成立するかもしれないじゃない！」


　パッ、と握にぎっていた小さな宝ほう玉ぎよくのような物を見せてくるイッコ。


　宝玉には、【合】と大きく刻きざみ込こまれている。


　お、おいおい！　それって、合格の【合】だよな!?


　まさかイッコ、既すでに最上階まで行って、二七階にある〝証〟とか言うのを取って来た帰りなのか!?


「これで分かった？　分かったら、先に帰って。一いつ緒しよにいられると……迷めい惑わくなの」


　冷たく……あまりに冷たく言うイッコ。


　何だよそれ……。何なんだよ、それ。


　オレは……オレ達は、イッコのためにと思って、こんなに必死になってみんなでここまで来たのに。それに対する答えが、今の言葉？


　なんか、もう……なにもかも、どうでもいい気分になってきた。


　が。


（イッコちゃんが、喜んでエクスを辞やめたとでも思うの!?　そんなワケ、無いじゃない！　イッコちゃんは、女の子なんだよ!?　辛つらい思い、してないワケ無いじゃない！）


　ギリギリのところでノンの言葉が頭の中に蘇よみがえった。


　そうだ……そうだった。


　イッコの一番の友達で、しかも普ふ段だん絶ぜつ対たいに怒おこったりしないようなノンが、あんな風に言ったんだ。絶対に間ま違ちがいない！


　また同じ失敗をするところだった。


　イッコは一見、いつだって自分の気持ちに正直な女子に見えるけど──時として──特に、サンク・マリカ大聖せい堂どうが絡からんだ場合。誰だれよりも自分の気持ちを押し殺す一面を持っている！　オレは、イッコに何を言われても、その理り解かいだけは、揺ゆるがせちゃいけない。


　だってオレは……イッコの事が、好きなんだから！


　ちょっとやそっと、冷たくされたぐらいでくじけてたまるか！


「言っとくけど……死んでも一人じゃ帰らないぞ、オレは！」


　ちょっとビビリつつ。でもオレは、イッコに宣せん言げんした。


「ふ……ふざけんじゃないわよ。アンタに、アタシの受験を邪じや魔まする権けん利りあんの!?」


「別に、邪魔なんてしてない！　だって、イッコ、本当は嬉うれしがってるもん！」


「ハァ？」


　ワケが分からない、と言わんばかりに口を開けるイッコ。


　これは、一種の賭かけだった。けど、そう信じるしか、イッコがオレに、いつも開けない扉とびらを開けてくれる事は無い気がする。


　オレは、緊きん張ちようで自分の声が震ふるえるのを感じつつ、さらに続けた！


「お前……本当は、自分のためにエクスのメンバーが、こんなところまで来てくれて、嬉しいんだろ!?　それはもう、泣きたいくらいに！」


「バ……バッカじゃないの、アンタ!?」


　ちょっとイライラし始めた声で、イッコが言い返してくる。


　負けない！　この口くち喧げん嘩かだけは、負けちゃいけない！


「他にも、いろいろ分かってるんだ。エクスで働くのだって、楽しくて仕方ないし。武ぶ器き屋やを建て直すのも、エクスで一番ノリノリだったのは、実はイッコだったんだ！　そうなんだろ、本当は？」


「違う！　やめて！　最悪だわアンタ！」


「それで、エクスを辞めた夜とか、本当はメチャクチャ傷きずついてて！　ジャンに二度と顔を出すなとか言われてたのも、すっごいショックで！　ちょっと泣いちゃったりしてるんだお前は！　違うか!?」


「うわぁ！」


　獣けもののような叫び声をあげて、完全にキレたイッコは、オレに飛び掛かかってきた！


　う、うお!?　オレはあっと言う間に引き倒たおされて、ガンッ、と思いっきり後頭部を強打した！


　イッコはオレの胸むな倉ぐらを摑つかんだまま、激はげしく上下させて、


「アンタに……アンタなんかに、何が分かるって言うのよ！　知ったかぶって人の性せい格かく分ぶん析せきしてんじゃないわよ！」


　涙なみだをにじませ、絶ぜつ叫きようするイッコ。


「わ、分かる！　全部じゃないけど、分かる」


　ちょっとムキになって言い返すオレ！


「分かってない！　アタシの事は、誰にも絶対分からない！」


「分かるよ！　そんな事言うな！　誰にも絶対分からなくても、オレには絶対分かるんだ!!　分かるって言ったら分かる！」


「意味分からん！　何でアンタには絶対分かるのよ！」


「好きだから!!」


　オレが。その言葉を発した瞬しゆん間かん。


　シィ～～ン……。


　今の今まで熱血パワーに満ちていた狭せまい小部屋の中が、一瞬で凍こおりつくような沈ちん黙もくに支し配はいされた。


　ん？　え？


　あれ？　はい？


　オレ、今何言いました？


　ガタガタガタガタ──寒くも無いのに、体が突とつ然ぜん震ふるえだす。


　しまった……しまったしまったしまった！　しまった！


　しまったぁあああああああああああああああああああああああああ！


　間違えた！


　ものの弾はずみで！　告白してしまった！


「うぅわぁあああああああああああああああああ!?」


　後こう悔かいと死んでもおかしくない恥はずかしさに、オレは頭を抱かかえ、床ゆかにうずくまって絶叫した！


「ア、アホ！　アンタ、死ぬ気なの!?」


　慌あわててオレの口を押おさえるイッコ。


　あ！　そ、そうだった。ここは、ペジナの大灯とう台だい……こんな大声出したら、ここにいるから襲おそって下さいって言ってるようなもんだ。


「ゴ、ゴメン。ちょっと冷静さを欠いたよ、うん」


「ふーん……」


　なんかそっけない表ひよう情じようで応こたえるイッコ。


「ふ、ふーんって。ち、ちなみにオレのセリフ……聞こえてたよね？」


　オレが、恐おそる恐る聞くと、


　イッコは本っっ当に底意地の悪い笑顔を浮うかべ、


「もっちろん。アンタは、アタシの事が好き。そーよね？」


「うわぁあああああああ──んぐむっ!?」


　再び叫び始めたオレの口を、イッコが素す早ばやく塞ふさぐ！


「い、いいから、一回落ち着けアンタは！　ったく、こんなシチュエーションで告白するか、普通……。ムードもへったくれもない。間違いなく、ドラゴンキラー試験史上最大の珍ちん事じね」


「うぅぅ……面めん目ぼくないぃ」


　もはや恥ずかしすぎて、体のほとんどのパワーを消費してしまった。





　　　　※




　座すわって、少し、落ち着いて。火ほ照てった顔も、ようやく少し冷めてきた頃ころ。


「ねえ。なんでアタシが、こんなにサンク・マリカを欲ほしがるのか。そもそも、きっかけはなんなのか。教えてあげよっか？」


　部屋の真ん中に立ち尽つくしてるイッコが、あまりに唐とう突とつに言った。


　一瞬、オレの告白への返事はどうしたんだよ……とも思ったけど。


　よく考えたら、イッコがマリカを欲しがる理由!?　それって、ずっと気になってた事じゃないか！


「そ、そりゃ教えて欲しいけど。でも、何で急に……？」


「ん？　うーん。アンタも、告白とつておきを差し出したんだし。アタシも、そのパワーに匹ひつ敵てきする秘密とつておきを差し出さなきゃ、何かフェアじゃないじゃん」


　苦く笑しようしつつ、イッコは言う。


　別にオレ、とっておきを差し出すつもり無かったんだけどな……。


「教えてアゲル。誰も知らない、アタシの秘ひ密みつ」





　イッコは、薄うす暗ぐらい小部屋の中で。ゆっくりゆっくり語りだした。


　話は、少し昔の時代から、始まった。





「そーね……。話は、少し昔。二〇年くらい前かしら。まず、アタシじゃなくって〝ダリア〟って言う、色白の女の子が、主人公で始まるの」


　色白の女の子、ダリア……？


　聞いた事無い名前のハズなんだけど……なぜか、知っている気がする名前だ。イッコは続けた。


「ダリアは、フランで一番有名な建築家一家、ファミリア家に、一人ひとり娘むすめとして生まれたの」


「ファミリア家!?」


　オレは、思わず叫んだ！


「知ってんの？」


「え？　あ、いや……だって有名じゃん」


　その子孫の、プラムローズ・ファミリアに、エクス再さい建けんをお願いに行ったら、イッコの名前が出た途と端たん破は談だんになった……なんて、言えないよなぁ。


「まーね。で、その一人娘のダリア、建築の才さい能のうはそんなでも無かったけれど、なかなかマジメだったみたいね。そんなところが気に入られて、一家からも、周りの人間からも、ダリアは愛されていた。


　そんなダリアが可愛かわいいから、ダリアの母親は、ダリアと、街で一番腕うでのいい、高名な建築家とを婚こん約やくさせる計画を進めていたの」


　淡たん々たん、と語るイッコ。


「けれどダリアは、フランの建築業界で、最も厄やつ介かい者と言われていた、バカな男と恋こいに落ちて。そのまま、本当に結婚してしまった。


　急に自分に牙きばを剝むいたダリアに怒いかり狂くるったダリアの母親は、ダリアが子こ供どもを身ごもったのを機会に、ダリアを、ファミリア家から勘かん当どうしたの。


　そしてその瞬間──普通に一生を送っていれば、母親から引き継つがれるハズだったサンク・マリカ大聖堂の継けい承しよう権けんを、ダリアは永えい久きゆうに失った。それが、いろんな事の、始まりね」


　そこで、一いつ旦たんイッコは言葉を切る。


　継承権って──要ようは、アレだよな？　二〇億ドルク貯ためて、サンク・マリカを買おうとする人が現れたら、それを受け取る人の事だよな？


　そして、現在、その継承者の立場にあるのは、他ほかでも無い……あの厚あつい唇くちびるのオバサン、プラムローズさん。


　て事は……？　ダリアに縁えん切きりを言い渡わたして、サンク・マリカの継承権を失わせた母親って言うのは……そのまんま、プラムローズさんの事なのか!?


　ますますワケが分からない。イッコが話を再開する。


「その後、バカと言われていたダリアの旦だん那なの方は、二〇億貯ためてサンク・マリカをダリアのために買い戻もどしてやる、って建築の仕事をがむしゃらにがんばり始めたの。


　けど、ファミリア家を敵てきに回した旦那には、フランにいる限かぎり、仕事が舞まい込こむ事はなかった。


　そしてバカな旦那は、別にマリカを買い戻して欲しくなんて無い！　と泣くダリアを振りきり、金を稼かせぐため、外の街へ飛び出していって……今の今まで、まだ帰ってこない、生きてるのか、死んでるのかも分からない……そして、未いまだに毎日ダリアの心を苦しめて、日に日にやつれさせていく、クソ親おや父じになってしまった」


〝生きてるのか、死んでるのかも分からない、クソ親父〟


　このフレーズは……イッコの家で、イッコとイッコママがもめていた、イッコの親父さんに使われてたフレーズ……って、ええぇぇぇ!?


　一気に、いまので繫つながった。


　ダリアと結婚した男が、行方ゆくえ不ふ明めいのイッコの親父サン。


　て事は、その行方不明の親父サンと結婚してるイッコのお母さん……あの厳きびしく優やさしいイッコママこそが、ダリアって事になる！


　えぇぇっ!?　ちょっと待てよ!?


　ファミリア家から勘かん当どうされて、サンク・マリカの継承権を失ったダリアが、イッコママって事は……イッコママは勘当されてなければ、ファミリア家の大事な一人娘だったって事になる！


　そしてそして！　そのイッコママの娘であるイッコも……本来なら、サンク・マリカ大聖せい堂どうを造つくった、ウメダ・ファミリアの末まつ裔えいって事!?


　いま、完全に頭の中で、プラムローズ（祖母）→ダリア（母）→イッコ（娘）のラインが繫がった！　うわ、そりゃ、プラムローズさんの昔の写真、イッコに似にてるワケだ！


「イッコ、ウメダ・ファミリアの血を引いてたのか……」


　オレが言うと、イッコは少しだけ驚おどろいて、


「え！　どう推すい理りしたのか知らないけど、鋭するどいじゃん。そう、アタシも普通にいけば、イッコ・ファミリアになってたのよ。でも、別にそれはどうでもいい事なの。ファミリア家には、全然興きよう味みないし、接せつ点てんも無いから顔も知らない。それより、マーガス。もし、サンク・マリカを、アタシが買ったとしたら……どのくらい大きなニュースになると思う？」


「へ？　うーん、そうだなぁ……」


　確たしか、中央大陸の北の果て、デルガドの新聞にも、ちょっと修しゆう繕ぜん工事が終わった程てい度どの記事が、複ふく写しや画がつきで載のってたから……。


「少なくとも、中央大陸全ぜん域いきには、響ひびき渡わたるな。ていうか、普通に考えて、あんな重要遺い産さんを個こ人じんが買っちゃったら、世界中でニュースになっちゃうだろ……？」


「そうよ。だからアタシは、サンク・マリカを、少しでも早く買わなくちゃいけないの。全世界にそのニュースを知らしめて……クソ親父に、自分の娘が、サンク・マリカを母親の手に戻した事を伝えて、フランに呼よび戻すために。日に日に弱っていくママに……なんとかもう一度、クソ親父を会わせてやりたいの！」


　ぎゅっ、と唇を嚙かみながら、イッコは言う。


「イッコのお母さんって、そんなに体調良く無いのか？」


　聞くと、イッコは苦く笑しようして、


「お医者先生は、五年くらい前から、もってあと一年とか言ってるけど……」


「えぇっ!?」


「ま、アテになんないわよね」


　と呟つぶやいた。


　ああ……いまようやく、ジンに〝何も背せ負おって無い〟と言われた時、イッコが逆ぎやく上じようした、本当の意味が分かった。


　イッコ……めちゃくちゃ重いもの、背負ってるじゃないか！


　だからか。だからなのか！　こんなにもひたすら振ふり返らず──サンク・マリカを買う近道だけを、全力疾しつ走そうしようとするのは！


　そりゃ、命がけだけど、その分見返りも大きい、ドラゴンキラーに転てん職しよくしようとするワケだ……。


　いろんなモノが、スッキリとした。やっぱり、イッコに本ほん音ねで話して貰もらえてよかった。同時に。迷まよっていた事に、決心もついた。


「だからさ。アタシは……さっきのアンタの気持ちに、応こたえられない」


　イッコは、唐とう突とつに言った。


「え？　そ、それって、その。オレがイッコの事……好きって気持ちに？」


「うん。やっぱりアタシは、サンク・マリカを買って、親父とママを再さい会かいさせてからじゃないと……なかなか自分の事、考えられそうに無いわ」


　寂さびしそうに、でもちょっと誇ほこらしげに、柔やわらかい口調で言うイッコ。


　うわ……。オレ、遠まわしにフラれてるじゃないか……。


　でも……もう、決めたから！


「なあイッコ。お前、絶ぜつ対たいドラゴンキラーになるか？」


「うん、なる」


　気持ち良いくらいの速さで答えるイッコ。よーし！


「オッケー。なら、オレもプロレンジャーになる」


「ハァッ!?」


　素すっ頓とん狂きような声をあげるイッコ。


「ま、またアンタ、薄うすっぺらい決め方を……」


「ふっふっふ！　だったらよく見てみろ！　この瞳ひとみが……薄っぺらいか!?」


　オレは、自分の右目を指差して、グッとイッコに向けてみた。


　う～む、と覗のぞき込んでくるイッコ。


「む……むぅぅぅ……不思議と、薄っぺらく無いような……？」


「とにかく、オレはプロレンジャーになって、ドラゴンキラー・イッコの荷物を、ちょっとでも背負えるような男になるよ。もう、決めたから！」


「ちょ、ちょっと！　何勝手に決めてんのよ!?　アンタにそこまでしてもらう義ぎ理り、無い！」


「いや、あるね。だってオレは、イッコの事が好きなんだから！」


　うーむ！　なんか段々、このセリフの恥はずかしさにも慣なれてきたゼ！


「ひ、開き直ったわねアンタ……」


　逆にイッコが、照れたような顔で呟いた。


「ああ、開き直ったさ！　だってさ！　マリカを買って、イッコのお母さんとお父さんさえ会わせる事が出来たら！　イッコも、自分の事考えられるようになるし！　オレの気持ち受け入れてくれる可か能のう性せい、あるって事だろ？」


「さぁーね。それは、アンタ次し第だいなんじゃないの？」


　そっけなく言うイッコ。


　でも、最後にこう付け加えてくれた。


「でもさ。プロになった、アタシとアンタでコンビ組んで、世界中、いろんなトコ行ってまた暴あばれるってのも……けっこう愉ゆ快かいかもしんないね」










　パート５・脱だつ出しゆつ、ドラゴンキラー試験







「さぁて、そろそろ行きますか！」


　イッコの傷きずの手当も済すんで。そろそろ、蜘く蛛もどものほとぼりも冷めただろう、と言う事で、オレとイッコは、息を潜ひそめていた小部屋から、抜ぬけ出す事にした。


　イッコは口に出しては言わないけど、とりあえず、しばらくはオレと行動を共にしようと、考え直してくれたみたいだ。良かった良かった。


「で？　どーすんのよ？　ジャン達と合流すんの？」


　通路に出てすぐ、イッコは聞いた。


「合流って言っても、オレはぐれたから、アイツらが上にいるのか下にいるのかもわかんないし……。ん？」


　と。思い出した。


　イッコと合流した人間は、他のメンバーに関係無く、灯とう台だいからイッコを脱出させる事を最さい優ゆう先せんに動く事！


　そしてイッコと合流出来て、もう出口に向かってるって事が他のメンバーに分かるメッセージみたいなものを、ポイントポイントに残しておく事！


　そうだった。ここに来る前、ケンジがルール決めたじゃないか。


　よし！


【イッコＯＫデグチデマツ・マーガス】


　オレは早さつ速そくポーチからチョークを取り出して、小部屋の横の壁かべ一面に、デカデカとそう書き残した。


「？　先に出口向かって、大だい丈じよう夫ぶなの？」


「う～ん。確たしかに、なんかちょっと不安だけど……。ここでオレ達がジャン達を探さがしに行っても、ミイラ取りがミイラなカンジになっちゃうしなぁ……」


「まーね。ていうか……戦力的に、一番出口まで辿たどり着くのが難しいの、たぶんウチらだし……人の事心配してる余よ裕ゆう、無いかもよ」


　イッコの言う事ももっともだ。


　ジャン達のチームは四人もいるし、なんてったってドノヴァンがいる。ケンジが新作マイ・ウェポン持ってきたとか言ってたし……いいなぁ。


　ミニィちゃんだって、一人とはいえほとんど絶ぜつ対たい大丈夫だ。本気出したらこんな灯台、あっと言う間に出て行っちゃえるだろうし……。


　それに比くらべてオレ達ときたら、


「イッコ、ビッグバン・ソード・グラビティは？」


「しょっぱなの蜘蛛に、ムカついて使っちゃった」


　と、頼たよりのイッコは、武ぶ器きが無くって素す手で状じよう態たい。


　オレは、一応、吹雪ふぶきのダーツと地じ獄ごくの薔ば薇らがスナイパー・ポーチに入ってるけど……オレの攻こう撃げきなんかで、あの硬かたい蜘蛛どもが倒たおせるだろうか？


　でも、やるしか無い。イッコ救出作戦、無事達成できるかどうかは、ワリとオレにかかってるんだ。死んでも、イッコを出口に届とどけなきゃ……！





　　　　※




「ハァ、ハァ、ゼェッ、ゼェツ」


　しかし。決意するのは簡かん単たんだけど。それをやり遂とげるのは難むずかしい！


　出口を目指して走り出してすぐに、オレとイッコは、出口まで辿り着くのがどれほど難しいか、痛つう烈れつに実感していた！


　とにかく──灯台の中にいる、敵てきの数が多すぎる！　通路に出てすぐに、


「フシュルルル！」


　例の、人間大の大きさの胴どう体たい。そしてその胴体には、パックリ裂さけるように開いてる、牙きばだらけの口。毛むくじゃらの八本足、蜘蛛ドラゴンが現あらわれた。


「でぇい！」


　オレは、先制攻撃！


　吹雪のダーツを投げつけるが、カァン、とアッサリ弾はじかれ貫かん通つうしない。


「マーガス、目を狙ねらいな！」


　ブンッ！　地面に落ちてる壁の破は片へんなんかを投げつけ、無理やり戦ってるイッコがオレにアドバイス。


　目って言っても、コイツらの目なんて、ノンが焼いたクッキーくらいの大きさしか無いじゃないか！


「フシュ！」


　剣けんをも溶とかした、例の緑色の酸さんを放はなってくる蜘蛛！


「くっ！」


　オレは倒れこむようにそれを避よけて、素早く地獄の薔薇の先せん端たんをくわえ（もうコレも慣れた）、すかさずそのまま、蜘蛛の目を狙って投とう擲てき！


　びしっ！　鋭するどい音と共に、なんと薔薇は見事目に突つき刺ささり！


　グシュバババ！　その瞬間、目の前の蜘蛛が茨いばらに覆おおわれ、身動きが取れなくなった。


「おっしゃ！」


「けっこうやるじゃん!?」


　オレとイッコは、タッチを交かわす。


　ある意味、いつかプロになってコンビを組んだ時のための、前ぜん哨しよう戦せんだ！


　しかし、そんな事を言ってる余よ裕ゆうも無く、


　ガササササ──間を置かず、背はい後ごから例の足音！


　後ろから現れたのは、もちろん蜘蛛！　しかも二匹ひき！　オレは、すかさず銀ボタンを押おしてダーツと薔薇を回かい収しゆう。


「なんか、強いコンビだったらさ。どっちが多く倒せるか勝負、とか言うんでしょうけど……」


「オレ達、そんな渋しぶいセリフ、言ってる余裕無いよなっ！」


　振ふり返り様、オレは吹雪のダーツを投擲！


　ズガッ！　恐おそろしいほどの理想的な軌き跡せきを描えがいて、ダーツは右の蜘蛛の目に命中！　ピキキキキキ──凍こおり始める右の蜘蛛。


「二匹目っ!?　やった！　オレ、今日めちゃくちゃ調子いいかも!?」


「まだ早いっての。せーの！」


　ガンッ！　凍っていく隣となりの蜘蛛に気を取られ、一瞬硬こう直ちよくしていたもう一匹の頭上に、背後からイッコが、両手持ちの瓦が礫れきで一撃！


　よろめいた蜘蛛に向かって、すかさずオレは、地獄の薔薇を投げつける！


　グシュバババ！　茨に包まれる蜘蛛。奇き跡せきの三射しや連続命中！


「ナーイスコンビネーション！」


　オレとイッコは、再ふたたびタッチ！


　オレ達、けっこうイケてるんじゃないか？


　……そんな調子に乗った事が考えられたのは、ホントに最初の頃ころだけだった。





「ハァ、ハァ、ゼェ、ハァ」


「ハッ、ハッ。倒しても、倒しても……ハッ、ハッ、出てくる、じゃない」


　頭がヘンになりそうだった。それでもオレ達は走った！


　階段を降おりる度たびに！　曲がり角を曲がる度に！　そしてもはや、振り返る度に！


　ヤツらは姿すがたを現すのだ！


　三つ前の戦せん闘とうで、スナイパー・ポーチは酸さんの液えきをまともに浴びて、穴あなが開いてしまった。回収ボタンごと溶けたので、もはや自動回収は不可能。投げたら、自分でワイヤーを引き寄せるしかない。


　イッコは剣を拾ったが、最初から刃はこぼれしてるその剣に、大した攻撃力が期待できるワケも無く。


　命がけの──気を張った戦闘は、異い常じようなほどの疲ひ労ろうをオレ達に及およぼした。足はガクガク。腕うでも疲労でうまく上がらず、オレの投擲攻撃の命中率りつは、ドンドン低下した。


　それでもオレ達は、ペジナの大灯とう台だいの中を、とにかく下った。走った。


　数え切れないほどの曲がり角と交差する道を抜ぬけ、戦闘して、長い階段を下おり、戦闘して──ようやく、ちょっと気が緩ゆるむような場所に辿たどり着けた。


　ざざーん。波の音。半月形の窓の外に、海が広がってる。


「ハァ、ハァ。や、やっとここまで来た」


　オレは思わず言った。


「ゼェ、ゼェ……ここ、知ってるの？　何階、なのよ？」


「二階。オレ、ここで蜘蛛の川に流されたんだ……」


　嫌いやな思い出だけど……


「ここまで来たら、出口はもうすぐそこなんだ！　この通路抜けたら、もうそこが一階ロビーに続く階段だから！」


　言うと、さすがに疲つかれきっていたイッコの表情が、ほんの少しだけ緩ゆるんだ。


「やっとか……オーケ、行きましょ」


　オレ達は、一階ロビーに向かうべく、足を一歩前に踏ふみ出した。が。


　ガササササ──！　またもや、つま先の向こうから、うんざりするような例の足音。


「後ちょっとだってのに……！」


　心底腹はら立だたしそうに呟つぶやくイッコ。


　今度は、三匹いた。蜘く蛛もドラゴンが三匹、並ならんでこっちに駆かけ寄ってくる。


「ラスト、三匹……！」


「人生、結局、根こん性じようね」


　チャキッ。最後の力を振り絞しぼり、武器を構えるオレとイッコ。


　アイツらを倒たおせば、とりあえず、イッコ救出作戦は成功なんだ。ここまで来て、負けるワケにはいかない！


「一瞬でカタ、つけるわよ」


「どのみち、一瞬分しか力残ってないよ……」


　ガサササササ！　迫せまり来る三匹の蜘蛛ドラゴン！


「しっ！」


　先せん制せい攻こう撃げき！　オレは狙ねらいを定め、地じ獄ごくの薔ば薇らを投とう擲てき！


　グシュバババ！　当たってくれた！　真ん中の蜘蛛が茨に包まれて沈ちん黙もく！


　しかし両りよう隣どなりの蜘蛛はひるまず、二匹同時にオレに向かって酸を吹ふき付けてきた！


「痛いってぇぇ!?」


　完全には避よけられなかった！　飛ひ沫まつがかすかに右みぎ腕うでにかかって、そこだけ火傷やけどしたように腫はれ上がる。かすっただけで、こんなか……！


　しかし、オレの火傷も無む駄だじゃ無かった。


「フュッ!?」


　オレに向かって酸を吐はいた、一瞬開いたままだった蜘蛛の口の中へ、距きよ離りをつめたイッコが刃こぼれだらけの剣を突き立てた！


　ズガァッ！　そのまま動かなくなる蜘蛛ドラゴン！


「後一匹！」


　オレは火傷の痛みをなんとか堪こらえながら、吹雪ふぶきのダーツを、残った蜘蛛の目に向けて投げる！


　ズガッ。確かく実じつに、命中していた。


　しかし、酷こく使ししすぎて先せん端たんの尖とがりが弱くなっていたのか、中ちゆう途と半はん端ぱに刺さったままで、蜘蛛ドラゴンは凍こおり始めない。


「フシュルルルル！」


　元気一いつ杯ぱいでオレに襲おそい掛かかってくる最後の蜘蛛ドラゴン。


　くっ、もう投擲武器が無い──！


　オレが立ち尽つくしていると、


「しっかり！　刺さっとけ！」


　ずっ！　横から飛びつくようにして、蜘蛛ドラゴンの目に半はん端ぱに刺さっていた吹雪のダーツを押し込むイッコ。


　ピキキキキキ──ようやく凍り始める最後の蜘蛛。


「か、勝った……」


　こうしてオレ達は、なんとかかんとか生き延のびる事に成功した。


「ゼェッ、ゼッ、ゼェ」


「ハァァ、ハァァ──」


　もはや、言葉を交かわす力も残っていなかったけど、オレ達は目だけでちょっと勝利を喜び合った。


　長かったし──とにかく、疲れた。


　火傷も負ったし、スナイパー・ポーチは半分溶かされちゃった。


　それでも──オレ達は、無事に大灯台を下りきった。


　イッコ救出作戦、コンプリート、である！





　と、思ったら。世の中って、ホント甘あまくない。


　事をやり遂とげたような充じゆう実じつ感と、もう動きたくないような脱だつ力りよく感。


　それでも、やっと、安全な目的地に辿たどり着けた。そう思ってた。


　だからこそ、二階と一階の入り口を繫つなぐ、ロビーの階段の光景を見た時──オレは、思わず地面にへたり込んでしまった。


「マジ……かよ」


　ガックゥゥ。二度と立ち上がれないような脱力感が、全身を貫つらぬく。


「こんな事ってあるのねぇ」


　もはやヤケクソなのか、人事のようにイッコは言った。


　三方向からの階段が集まっている、けっこう広い、一階ロビー。つまり、あの老人試験官が門番をやってた、すぐ後ろの辺り。


　最初入った時は、白い大理石が印象的に目に飛び込んできたけれど。


　今は、全く違ちがった。


　白なんて──どこにも見え無い！


　ガサガサうごめく黒い塊かたまりに、びっしりうめつくされている。


　そう──階段下のロビーは、一〇〇匹か、一五〇匹か、二〇〇匹か──。信じられないような数の人間大の蜘蛛ドラゴンに、占せん拠きよされていたのだ！


　蜘蛛どもは、全匹、外に出たいのか入り口の方を向いてガサガサやっているが、扉とびらと──そして、ご丁てい寧ねいにミニィちゃんが髑どく髏ろ石せつ拳けんで開けた穴あなまでしっかり塞ふさがれているので、外に出られないらしい。


「ていうかさ……」


「オレ達も、出られないじゃないか！」


　ホンッッットに疲つかれた！　クソォ、絶対あの老人だ！


　外の人に危き害がいが及およばないようにしたのかもしれないけど……まだオレ達がいるのにぃぃぃぃ！


　と。


　その集しゆう団だんの中の一匹が、ふいに向きを変えて、黄色い目をこっちに向けた。


　オレと、目が合う。


　次の瞬間。そこにいた蜘蛛が、ガササササ──一いつ斉せいに、こっちを見上げた！


　全身に、悪お寒かんが走る！


　そして、もうお馴な染じみの、ガササササ──！


　と言う音と共に、そこにいた一〇〇匹以上の蜘蛛が、オレ達に向かうべく、階段を上がり始めた。階段の色が、みるみる白から黒に変わっていく。


「面おも白しろくなってきたじゃん」


　イッコが、この期ごに及およんで強がりを言ってるけど……さすがにそれには、何も答えられなかった。


　みるみる間近に迫せまってくる、蜘蛛軍団。


　オレは、一いち応おう吹雪のダーツを握にぎり締しめて、構かまえた。


　でも……クソ、さすがにこれはもう……。


　その時だった！


　ドッドドドドドドドドドドド！


　オレとイッコの間を、突とつ然ぜん、極ごく太ぶとの鉄砲水が通つう過かし──もはや直前にまで迫ってきていた蜘蛛どもを、強ごう引いんに階段の下に押おし流した！





「あれ？　お前らも、今来たトコなの？」


　つか、つか。


　足音を響ひびかせ、オレ達の背はい後ごから近寄ってきた男は、本当に普ふ通つうの調子でそう言った。


「なんか、けっこーピンチみてぇじゃん？」


　ひやかすように笑う、つるっぱげにメガネの男。


　そして！　その後ろ！


　ずらりと並ならんだその集団が目に入った瞬間、鳥とり肌はだが立った！


「マーガスー、イッコちゃん、お疲つかれ様─」


「後は、ボク達に任まかせて！」


　ブゥン、とモップをさも軽そうに回し、その男は笑え顔がおで言った。


「お前ら……お前らぁぁぁぁぁ！」


　感情が、爆ばく発はつした！


「ジャン！　ノン！　ドノヴァン！　ケンジ！　ミニィちゃんも！」


　ずらっ、と並んだその五人は、いかにも不ふ敵てきに笑っている！


　揃そろった！　久ひさしぶりに──七人の武器屋が、全員揃った!!


「まぁ、つもる話は後にしよーや。さっさと、片かた付づけちまわねーとな」


　再ふたたび階段を上がり始めた蜘蛛軍団を見て、ニッ、とニヒルに笑うジャン。


　ここからだった。


　圧あつ倒とう的にパワーアップを遂とげたマイ・ウェポン達による、凶きよう悪あくとも言える反はん撃げきが始まった！





　ドッドドドドドドドドドドド！


　再び発はつ射しやされる、鉄砲水！


　って、あれ!?


　鉄砲水は、ジャンが小こ脇わきに抱かかえてる、先が円えん錐すい状じようになった奇き妙みような剣けん、アモスの剣の先せん端たんから放出されてるんだけど。


「ちょ、ちょ、ちょっと待てぇぇぇ!?」


　オレは、その放水された鉄砲水を見て、アモスの剣があまりにカッコいい──そして、あまりに無む駄だなパワーアップをしている事に気づいて、驚きよう愕がくした！


「竜りゆうになってる!?」


　隣となりで叫さけんだのはイッコ！


　そう、そうなのだ！


　どういう仕組みか知らないけど──アモスの剣から放射される鉄砲水は、わざわざ──まるで剣から水竜が飛び出したかのような演えん出しゆつがなされているのだ！


「ウハハハハハ！　き、気持ちよすぎるぅぅぅ！」


　かなりアブナイ目でその水竜もどきを左右に薙ないで、片かたっ端ぱしから上がってくる蜘蛛を押し流すジャン！


　うぅわぁぁ！　オレも、あの武器めっちゃ欲ほしい！


「あれは、アモスの剣・ブルードラゴンモデルです」


「うぉ!?　お、お前、いつの間に……」


　スッ──いつの間にか横に現れていたケンジが、聞いてもないのにいきなり解かい説せつを始めた。


「発射口と水圧量を調整する事により、まるで竜が飛び出したかのように見せかけました。あそこまでクッキリ竜に見せかけるのに、半年以上の研究が──」


　ブツブツ解説を続けるケンジ。


　お前、そんな初期の頃からこんなバカなアイデア考えてたの!?


「んん!?」


　次にオレは、またしても隣にいつの間にか現れていた女子──ノンの姿すがたにぎょっとした。


　ノンは持ってきていたタイヤ付きのスーツケースの前にしゃがみ込んで、何やらガチャガチャやっている。


「えっとノンは……何やってるの？」


「あ、ごめんー、気にしないでいいよー？　そろそろアモスの剣、ぱわー無くなっちゃいそうだから、準じゆん備びしてるのー」


　準備!?　黙だまって見てると、ノンは複ふく雑ざつに操そう作さしながら、徐じよ々じよにスーツケーツを変形させていった！


　お、おお!?　このスーツケース自体がマイ・ウェポンだったんだ？


　最終的にスーツケースは、どこをどう操作したらこうなるのか……三脚きやくの上に、普通のボウガンの四倍はあろうかという大きめなボウガンが載のってるという、何やらものものしいフォルムに変形。


　あれ？　もしかしてコレ、エンジェル・ボウの進化形？


「あ、や、やべっ！　そろそろ水龍石がなくなっちまいそうだ！　誰だれかチェンジ！」


　ジャンが、絶ぜつ妙みようのタイミングで交代を求める。


　そしてノンは、きゅらきゅらと三脚の下の車輪の音を鳴らしながら──定位置についたのだった。





「マーガス、耳を塞ふさいだ方がいいっスよ」


　ケンジがワケの分からない事を言って。


「いっくぞおー」


　ノンがのんきな掛かけ声と共に、巨きよ大だいボウガンの先を、階段を上がってくる蜘く蛛も軍ぐん団だんに向けてから、上部のでっぱりをぴこっと押した──その瞬間だった！


　ズドドドドド！


　ズドドドドド！


　本当に鼓こ膜まくが破やぶれるかと思うような、けたたましい轟ごう音おんを響ひびかせ！


　ズドドドドド！


　ズドドドドド！


　見れば。


　階段には、包丁の雨あめ嵐あらしが吹ふきつけていた！


「ええぇぇぇ!?」




[image: ]


　轟音でかき消されたとは思うけど、オレは絶ぜつ叫きよう！


　何この武器!?


　巨大ボウガンは、使用者のノンの体すら激はげしく振しん動どうさせながら！


　おびただしい数の包丁を掃そう射しやし続けている！


「──っス」


　隣で何やらケンジが解説してくれてるらしかったけど、うるさくて〝っス〟の部分しか聞こえない！


　しっかし、なんちゅう武器だ……これ、ある意味、ビッグバン・ソードより極ごく悪あくじゃないか？


　ズドドドドドドドドドドドドドド！


　ズドドドドドドドドドドドドドド！


　ズドドドド……ズドッドッドッドッド……。


　数分後、ようやく気が済すんだかのように、巨大ボウガンは大人しくなる。


「あれは、ジェノサイド・エンジェル」


　音が鳴り止やんだ瞬間、ケンジは解説を開始した。


　ていうか、ジェノサイド・エンジェルゥ!?


「エンジェル・ボウの後こう継けい機きで、一分間で一二〇本の包丁を発射する事が出来ます。キャスターをつけて、力の無い女性にも狙ねらいを定めやすくしました。連射機能をつけるより、包丁を集めるのが大変で……」


　ブツブツと、ケンジが真ま面じ目めな顔で苦労話を教えてくれてるけど……お前、なんか良くも悪くもエクスに染そまっちゃったなぁ……。


　だいたい、この武器のどのへんがエンジェルなんだ……？


「ふう」


　一方、ノンの方は、袖そでで額ひたいの汗あせをぬぐいつつ、一仕事終えた表情でジェノサイド・エンジェルを元のトランクモードにチェンジさせていた。あ、矢包丁が無くなったんだ。


　その代わり階段の上は、まさに死し屍し累るい々るい──ジェノサイド……！


「ノ、ノン……オツカレ」


　ちょっとビビリながら、オレはノンに声をかけてみる。


　するとノンは、くるっとオレ達に向かって振ふり返ったかと思うと、勝利のＶサインを繰くり出して、


「今こ宵よいの天使は、愛あいに飢うえているー」


　ワケの分からない事を言い出した。


「え？　え？　い、いまの、何？」


「もーう。キメ台詞ぜりふだよー」


「キメ台詞!?」


　なーにを言い出すんだ、コイツは!?


「こういう時にどう言うかー、デクさんと一いつ緒しよにずっと考えてたのー。徹てつ夜やで話し込こんだ時もあったんだからー」


　胸むねを張はって、満足気に言うノン。


　いやいやいや……キメ台詞を考えるため、朝まで話し込む夫ふう婦ふって……どんな夫婦なの？





　アモスの剣（ブルードラゴンモデル）とジェノサイド・エンジェルの遠えん距きよ離り攻こう撃げきコンビネーションで、全体の七割か八割は倒たおしてしまっただろうか？


　しかし、調子づいたエクス軍の勢いは止まらない！


「ヌォオオ！」


　ドッゴォォォォン！　凄すさまじい打撃音と共に、ようやく階かい段だんを上がりきった瞬間の一匹の蜘蛛が、吹ふき飛ばされた！


　吹っ飛んだ蜘蛛は、そのまま天てん井じようを突つき破やぶって、三階まで強きよう制せい追放された。


　す、すご。ビッグバン・ソード・グラビティ級の威い力りよくだ！


　しかも、蜘蛛を吹き飛ばした武器は、何度使ってもそうそう折れない、ロンギヌスのモップ！


「ドノヴァン、お前、最強じゃないか!?　折れないビッグバン・ソードって！」


　オレは、声をかける。


　──が。ドノヴァンは、なぜかオレを無む視しして、慌あわててモップのモジャモジャ部分を使って床ゆか掃そう除じを始めた。


　え？　何でいきなり戦せん闘とう中に掃除を……？


「ドノヴァン？」


　シュッシュッシュッシュッ！　無視して、必死な顔で掃除をするドノヴァン。


「ドノヴァン？」


　シュッシュッシュッシュッ！　無視して、必死な顔で掃除をするドノヴァン！


「お、おい!?　どうしたんだよお前──」


「あれは、ロンギヌスのモップ２セカンド」


　と、ドノヴァンとなんとか会話しようとするオレに、ケンジがいきなり武器の説明を始めて、遮さえぎった。


「ん？　ロンギヌスのモップ２セカンド？　見た目は、今までと同じに見えるけど」


「ええまぁ、見てて下さい。見た目は今までと一緒でも、性せい能のうはケタ違いっスよ。……そろそろかな？」


「ゼェ、ハッ、ゼェ、ハッ！」


　ケンジが言い、ドノヴァンが顔を真っ赤にして息を切らし始めた、その時！


　ドノヴァンの顔色に呼こ応おうするように、普ふ段だんは青白いロンギヌスのモップの柄えの部分が徐じよ々じよに赤みを増まし始めてる事にオレは気がついた。


「す、すげぇ。どういうカラクリ？」


「大陸横断鉄道の蒸じよう気きのチカラにヒントを得たんです。モップがけをすればするほど、その摩ま擦さつでロンギヌスにはエネルギーが蓄ちく積せきされていき……いよいよですよ！」


「ゼェッ、ゼェッ……ヌウゥゥ！」


　顔を真っ赤にして、さらにドノヴァンが必死でモップを動かすと、ピッカァァァァ──


　ドノヴァンが持っていたロンギヌスのモップが、とうとう赤く輝かがやき始めた！


「お、おお!?」


　もしかして……チャージ完かん了りようってコト？


　これで初めて、あの威力になるのか!?


「ゼェッ、ハァ、ハァ……く、喰くらえ」


　疲れたのか、フラフラとした足取りで、身近にいた蜘蛛の元へ接せつ近きんしたドノヴァンは。それでも光り輝くロンギヌスのモップを、横よこ薙なぎに一振り！


　ドッゴォォォォン！　先ほどと同じく、凄すさまじい爆ばく音おんと共に、インパクトされた蜘蛛はぶっ飛び──例によって三階に強制退去させられる。


　お、おお!?　やっぱり威い力りよくは凄すごい！


　威力はほとんど同じだから、折れない分、ビッグバン・ソードより高性能なのかもしれない。けど──。


「な、なぁドノヴァン、お前、ちょっと大変なんじゃないか？」


「ゼェ、ハァ、今こ宵よいの、ロンギヌ、スは、ゼェ、ハァ、ハァ」


　オレが声をかけると、ドノヴァンはキメ台詞を言おうとしたが……言えてないし。


　ロンギヌスのモップ２セカンド。な、なんか他の新型マイ・ウェポンと違って、ドノヴァンが不ふ憫びんで、ちょっと評ひよう価かしづらいな……。





　戦いは、そんなカンジで、エクス優勢のまま進んだ。


　ロビーにはひたすら蜘蛛の亡なき骸がらが積み重なり、逆に動く蜘蛛の数がどんどん減へっていく。


　そして戦闘開始から、三〇分程てい度どが経けい過かした頃ころ──とうとう、ロビーにいた蜘蛛は、完全に殲せん滅めつされた。





「オツカレー！」


　オレ達はとりあえず、亡骸が転がってない階段上部に集合し、ようやく再さい会かいの挨あい拶さつを交かわした。


「イッコちゃーん」


「ノン！」


「マーガス！　テメェ、無事だったんだな!?」


「お前らこそ！」


　久ひさ々びさに七人入り乱みだれて、全員が笑え顔がおになる！


「ミニィちゃんも！　いつの間にジャン達と合流してたの!?」


　オレはまず、そこが気になった。


「もー、あのおじいさん、すっごくしつこかったんですぅ！　それで、部屋に隠かくれようとしたら、その中に、四人がいて」


　ああ！　たぶん、オレが蜘く蛛もの川に流されたせいで入れなかったあの部屋だな。


「それで、五人で上に上のぼって行ったら、イッコＯＫっていう、マーガスのメッセージ見つけてさ」


　と、ドノヴァン。


「さすがマーガスって、みんなで盛り上がったんだよねー」


　と、ノン。


「それで下に降りてきたら、なんかお前らうなだれてるシーンだったし。俺おれが、アモスの剣けんで登場してやったってワケよ！」


　と、ジャン。なるほどなぁ。あっちのチームは、わりとスムーズに動けてたんだ。


「で？　大だい丈じよう夫ぶなんスか、イッコ姉さん。なんか、負ふ傷しようしてるって聞きましたけど……」


「うん、平気。まぁ……わざわざ試験会場の中にまで入ってきた、常じよう識しき外はずれの六人がいなかったら、ちょっと……危あぶなかったけどね」


　イッコはそこまで、ちょっと歯切れ悪く言い、しかしそこで頭かぶりを振ふって、


「いや、はっきり言って。アンタ達がいなかったら、アタシ、このロビーを抜ぬけられなかったでしょうね。やっぱりアンタ達って……凄すごいわ」


　と、自分で確かく認にんするように言った。


　そしてそのままふとジャンを見て、


「アンタも。来てくれて、嬉うれしいよ」


　と一言。


　お？　これでちょっとは、絶ぜつ交こう状じよう態たいのジャンとイッコの関係、修しゆう復ふくされるか？


　オレは、期待してジャンを見た。すると。


「ま……俺おれも、言いすぎたよ」


　と、とりあえずジャンは呟つぶやいた。しかし。


「それでも、やっぱ俺は……お前を完全には許ゆるせねぇよ。この時期にエクスを辞やめる事は……自分勝手だって思っちまうからな」


「うん……分かってる。また気がむいたら、遊んでやってよ」


　苦く笑しようしながら言うイッコ。ジャンも、つられるように少しだけ笑った。


　その光景を見ながら。オレは、胸むねがぎゅっと締しまる様な痛いたみを感じた。


　オレは、プロレンジャーになる。それを選せん択たくした。


　それへの一番の近道は、明日の朝、ベッケンバウナーさんとフランを発たつ事。


　だからオレは……みんなに、言わなくっちゃいけないんだよな。


　自分の決心を。





　　　　※




　そんな、ちょっとしんみりしたムードになり始めた時だった。


「その辺で、気が済んだかね？」


　突とつ然ぜん。あまり聞きなれない声がロビーに響ひびき渡わたって、オレ達一同は、一瞬啞あ然ぜんとなった。


　カッ、カッ、カッ、カッ……。


　不気味な足音を響かせながら、三方向に延のびた階段の中の、オレ達の右みぎ隣どなりの階段を下ってくる男が一人。


　白衣のような白いローブ。地面につきそうな長さにまで伸のびた紺こんの髪かみ。


「おいおいおいおい……？」


　眉まゆをひそめ、呟いたのはジャンだった。


　唐とう突とつに、ロビーに現あらわれたのは、オレ達が入り口に入るとき散々立ちはだかった、あの老人試験官だった。


　どーいう展てん開かいだ？　この人、一体こんなところで何を……。


「まさか私のドラゴンチュラを、ここまで減へらしてしまうとは。なるほど、武器屋というのは、こと攻撃力に関してはある意味最強の職しよく業ぎようなのかもしれんな」


　階段を下りきって。そして、入り口の前に大量に転がる蜘蛛の亡骸を、平然と踏ふみつけて歩く老人試験官。


　その姿と。〝私のドラゴンチュラ〟という言葉が頭に引っかかる。


　え……て事は……？


「最悪だな……顔のまんまの、邪じや悪あくキャラかよ」


　ジャンが吐はき捨すてた。


「？　どういう事─？」


　ノンが聞き返す。


　それに対し、イッコは強い声で答えた。


「つまり。謎なぞのドラゴン大量発生の黒くろ幕まくは、試験官の、あの爺じいさんだったって事よ！」


　それが、ドラゴンキラー試験、最終決戦の幕開けだった！





「ふっはっはっは！　そう！　私は長い人生のヒマつぶしにオリジナルドラゴンを創つくっていてね！　試験官を任まかされた時に、実戦テストを行っているのだよ。ドラゴンキラー試験の受験生達なら、手て頃ごろな強さだし、そうそう実験体がやられる心配も無いからな」


　何やら語りだす邪悪老人！


　うわぁ。たまにドラゴンキラー試験で謎のドラゴンが大量に発生するっていってたけど、それ全部、この人の仕し業わざか!?


　ジャンも言ってたけど、やっぱりオレの受けた第一印象は間ま違ちがって無かった！


　だってこの人、明らかに邪悪な目してるもんなぁ。


「そんなに喋しやべって平気なの？　アタシ達、外に出たら、片かたっ端ぱしからアンタの正体言いふらすよ？」


「心配するな。外には出さんよ、誰だれ一人な。こんな時のために、私のかわいいドラゴンチュラ・ギガントを連れてきているのだからな」


　パチンッ、と邪悪老人が指を鳴らすと。


　ガササササ──老人が現れた方から、またしても蜘蛛ドラゴン──ドラゴンチュラが現れた！　しかし、サイズがハンパじゃないぃぃ！　毛むくじゃらの足、一本一本が、巨きよ大だいな柱ほどはある！　こんなのどこに隠かくしてたんだ……？


　よっぽど蜘蛛好きなんだなぁ、あの人。


「ふっはっはっは！　さぁ、跡あと形かたも無くしてしまえ、ドラゴンチュラ・ギガント！」


　ガササササ！　老人の言葉に反はん応のうし、ドラゴンチュラ・ギガントとやらが始動！


「フシュルルル！」


　ドシュッ！　口から、例の緑色の酸さんを発はつ射しや！


　当然、体の大きさに比例して、その量もハンパじゃなく、オレ達全員を飲み込む洪こう水ずいのように押おし寄よせてきて、そして──しかし！


　ドドドドドドド！


　間かん一いつ髪ぱつ！　なんと、その緑色の酸に立ち向かうように、オレの隣から水すい竜りゆうが出現！


　シュバババババ！　階かい段だんの上空で、酸の洪水と水竜がぶつかり、押し合うようにせめぎ合っている！


「おお！　ジャン!?」


　すんでのところで酸を押し留とどめたのは、もちろんジャンのアモスの剣けん！


　小こ脇わきにアモスの剣を挟はさんだまま、ジャンは必死の表情で怒ど鳴なった！


「は、早く！　アモスのパワーがちょっと残ってる間に、なんか作戦考えろやぁぁ！　水龍石が無くなったら、俺達そのまま蒸じよう発はつだぞぉぉぉぉ！」


　シュバババババ！　空中で激げき突とつし続ける、酸[image: ]水竜！


「ほう！　ドラゴンチュラ・ギガントと互ご角かくとは！　やるな、ハゲ」


「ジジーにハゲとか言われたくねぇんだよぉぉぉ！」


　叫さけぶジャン。


　凄すごい、なんかトンデモナイレベルのバトルになってきたぞ!?


「さ、作戦たって……どうしよう？」


　あたふたしながら、アイデアを出し合うオレ達。


「とりあえず、いま持ってる最強の攻こう撃げき方法は、ドノヴァンのロンギヌスのモップ２セカンドのチャージ攻撃だけど……」


「けど、あんなサイズの敵てきに、果たして通用しますかね？」


　ケンジが厳きびしい顔で言う。


「ビッグバン・ソード・グラビティなら、相手の重力をゼロにするから、サイズ無む視しで攻撃できるんスけど……」


「だぁかぁらぁ、もう使っちゃったのよ！　最初に会ったドラゴンチュラに、むかついて！」


「な、なんでそんなムダ使いするんスか!?」


「待ってー」


　その言い争いを止めたのは、ノンだった。


「ケンジー、新しいビッグバン・ソード、持ってきたんじゃなかったっけー？」


「あっ！」


　全員、一いつ斉せいに思いだし──ミニィちゃんを見た！


「そ、そうだった！　ミニィ、預あずかってたんだ☆」


　慌あわててリュックから、紫むらさきのふろしきに包まれていた『新しいビッグバン・ソード』を取り出すミニィちゃん。


「はい、イッコセンパイ☆」


「サンキュー！　よく、今まで持っててくれたわ！」


　グッ、と瞳ひとみに炎ほのおを宿し、イッコは新型ビッグバン・ソードを受け取った！


「は、早くしろぉぉぉ！　パワーが、もうホントに後ちょっとしかねぇ！」


　前でジャンが叫んでる。それを聞くまでもなくイッコは、ふろしきを投げ捨て、剣を鞘さやから抜ぬき出し、テキパキと新型ビッグバン・ソードを取り出した。


　そして、現れたのは、くすんだ銀色の──なんかあまり洗練されて無い、ケンジの作品には珍めずらしく、いびつな形をした小こ振ぶりの剣だった。


「ちょ、ちょっと！　これ、ホントにビッグバン・ソードシリーズなの!?　めちゃくちゃ貧弱そうじゃん！」


　剣をいろんな角度から眺ながめながら、イッコは言う。


　するとケンジは、少しむっとした表情になり、


「何言ってるんスか。それこそ、正真正しよう銘めい、まさに究きゆう極きよくのビッグバン・ソードっス。イッコ姉さんが出した、ゴツくて、軽くて、一撃で無くなる、っていう条じよう件けんを完かん璧ぺきに満たして。さらにその上で、今後ドラゴンキラーになった時の事を考えて、連続した戦せん闘とうでも使えるようにした──オレの集大成の一つです」


　と、丁てい寧ねいに説明。


　一撃で無くなるって条件を満たしてるのに、連続した戦闘で何回も使える？


　矛む盾じゆんしてるけど……どういう意味だろう？


「で？　これは、どう使えばいいのよ？　普ふ通つうに斬きればいいの？」


　イッコが聞く。


「ええ、それはですね……。……あっ」


　と。


　答えようとしたケンジが、突とつ然ぜん、思い出したように痛つう恨こんの表情を作った！


「し、しまったぁ！　この状じよう況きようじゃ、新型ビッグバン・ソードを使えないっス！」


「えええぇぇぇ!?」


　かなり期待してたオレ達は、いっきに落らく胆たん！


「ちょ、ちょっと！　どういう事なのよ、ケンジ！」


「と、とにかく、ざっくり言うとですね。その新型ビッグバン・ソードは、相手の打撃攻撃を受けると、その衝しよう撃げきを吸きゆう収しゆうし──そのまま、倍でお返しできるように作られた武器なんスよ」


「へぇー!?」


　そりゃ凄すごい！　カウンター攻撃！　やられて、やり返す！


　なんか、イッコに似に合あってるじゃん！


「だったら！　まさに今こそ、その倍返しのチカラが必要な時じゃないの！」


　イッコが言う。


　しかしケンジは首を振って、


「その新型は、打撃攻撃しか吸収できません。倍返ししようにも──相手があれじゃ……」


　指差すケンジ。その先には、


　シュバババババ！


　口から酸さんを噴ふき続けてるドラゴンチュラ！


　そ、そうか……。アイツの攻撃、酸攻撃ばっかりで、打撃じゃないもんな……。なんてこった……！


　しかし。


「な～んだ。そういう事か」


　何な故ぜか、イッコは、ホッとしたような声を出した。


「え？　何がそんな事なの？」


「とにかく……アタシ、いいアイデア思いついた。協力して！」





　シュッシュッシュッシュッ！


「ヌォォォォオ！」


　必死でロンギヌスのモップ２セカンドを地面にこすり付けるドノヴァン。


　ピカァァァ──かなりの速さで、チャージが完かん了りよう。


「よっし！　ドノヴァン、ドンと来い！」


　残った五人は、独どく特とくのフォーメーションで布ふ陣じんしていた。


　横に向けた、新型ビッグバン・ソード。


　柄えの部分を、イッコ。イッコの背せ中なかをノンが押おし出だすように構かまえてる。


　反対に、剣の先の、腹はらの部分。そこをオレ。オレの背中を、ケンジとミニィちゃんが押し出すように構えてる。


「ホ、ホントにいいの？」


　ドノヴァンが心配そうに言う。


「いいから、早く！　中ちゆう途と半はん端ぱに手て加か減げんしたらブッ飛ばすわよ！」


　それを聞いたドノヴァン。覚かく悟ごを決めたようにノドを鳴らし。


「ヌオォォォォォオ！」


　新型ビッグバン・ソードを構えるオレ達に向かって、チャージ済ずみのロンギヌスのモップを渾こん身しんの力で振ふり下ろしてきた。グッ、とオレの背中を押すケンジとミニィちゃんの手に力が入る！


　そう──これこそが、イッコが考案した、新型ビッグバン・ソードとロンギヌスのモップのコンビネーション！


　名づけて、ビッグバン・コンビネーション！


　チャージ済みのロンギヌスのモップ２セカンドによる打撃を、新型ビッグバン・ソードに吸きゆう収しゆうし、そして倍にしてあのドラゴンチュラ・ギガントに放つ！


　それこそが、オレ達の発はつ揮きできる最大攻撃力！


　ガッキィィィン！　ビッグバン・ソードとロンギヌスのモップ２セカンドが激げき突とつ！


「うわぁぁ!?」


「きゃああ!?」


　上半身だけがどこかへすっ飛んでいってしまったような、凄すさまじい衝しよう撃げき！


　後ろにいたケンジ、ミニィちゃん、ノンは軽々と吹ふき飛び、しりもちをついた。


　ズズズズズズ──オレとイッコも、つま先で床ゆかをえぐるようにふんばり、ぐん、と後退して、そして──ようやく衝撃は消える。


　そして、その瞬間。イッコの新型ビッグバン・ソードに、異い変へんが起こるのだった。





　ぶるぶるぶる、と震ふるえる、新型ビッグバン・ソード。


　やがて、サァァァァァ──淡あわく、優やさしい、真っ白な光。


　みすぼらしかった剣けんが、徐じよ々じよに白い光に包まれていく！


「剣が超ちよう振しん動どうを起こしているんです。あのロンギヌスのモップ２セカンドの衝撃を吸収したんだ……相当の威い力りよくになってるハズっスよ」


「イッコ！　任まかせたぞ！」


　言うとイッコは頷うなずいて。白い光の剣を携たずさえ、ジャンの横を通り抜ける！


「もう、後五秒ももたねーぞ!?」


　ジャンが言うが、


「五秒もあれば、十分よ！」


　ダダダダダダ！　酸の鉄てつ砲ぽう水みずをかいくぐり、階段を飛ぶように駆かけ、加速！


　だんっ！　踏ふみ切り、飛ぶ！


「いくわよ！　ビッグバン・ソード・レジェンド！　でぇりゃあああああ！」


　一いつ閃せん！　スパンッ！　ドラゴンチュラ・ギガントの体に白い筋すじが走る！


　しかし、ここからが、試験前に訓練をつんだ成果！　イッコはまったく手を緩ゆるめず、そのまま空中で攻こう撃げきを続ける！


「でりゃりゃりゃりゃりゃりゃりゃりゃ！」


　一閃！　二閃！　三閃！　四閃！　五閃！


　縦たてに、横に、斜ななめに、正面に！


　ドラゴンチュラ・ギガントの体に白い筋が走りまくる！


「でりゃりゃりゃ！」


　スパンッ！　スパンッ！　スパンスパンスパンッ！　響ひびき渡わたり続ける、小気味いい音。


「な、なぁ。あれ……とっくに死んでるんじゃねぇか？」


　ジャンが言った辺りで……ようやくイッコは仕上げに入る！


「伸のびろ、レジェンド！」




[image: ]


　手の中の、白い光の剣に呼びかけるイッコ！


　すると、信じられない事に、そのままビッグバン・ソード・レジェンドは槍やりのように伸びた！　ズガッ！　いとも簡かん単たんにドラゴンチュラ・ギガントの体を貫つらぬく！


　それだけでは終わらない！


「曲がれぇ！　縮ちぢめっ！　伸びろ！　うねれ！　太くなれぇ！」


　イッコの命令全すべてに、悉ことごとくビッグバン・ソード・レジェンドは反応！


　マジで!?　ていうかあれ、もはや剣話の域いきに達してるんじゃ……。


「ラストォォォオ！　せーの、フィニッシュ！」


　ズガァァァ！　竜が天に昇のぼるが如ごとく、下から上へ飛び上がりながら、ドラゴンチュラ・ギガントを真っ二つに斬り上げるイッコ。


　もちろん、そんだけメッタ斬りにされたドラゴンチュラ・ギガントの、命の灯ひが消えてないハズが無く。


　ピァァ──！　斬られた場所から、白い光が漏もれたかと思うと、ドォン！


　轟ごう音おんと共に、爆ばく発はつ！


　爆ばく煙えんが消えた後に残っていたのは、白衣のローブも自じ慢まんの長ちよう髪はつも、全てをチリヂリにし気絶した、あの邪じや悪あくな試験官の成れの果てだけだった。





　　　　※




「ワァァァァァァァァ！」


　ミニィちゃんの髑どく髏ろ石せつ拳けんで、何の問題も無く、ペジナの大灯とう台だいから脱だつ出しゆつしたオレ達。


　そのオレ達を待っていたのは、大灯台の周りにいた、大観かん衆しゆうだった！


「な、なんだぁ!?」


　灯台からなかなか出て来ないオレ達は、いつの間にか、注目を浴びる存そん在ざいになっていたらしい！


　日が暮くれ始めたペジナの灯台前。


「アナタ達ですか!?　混こん乱らんきわまる今回の試験、あえて棄き権けんせずに、見事に合ごう格かくの証あかしを持ち帰ったと言うのは！」


　集まってきたのは、あのプラムローズさんの元に集まっていた、新聞記者の連中。


　言われて、オレ達は顔を見合わせた。


「いや、オレ達、試験受けてないし……」


「それより、この人のこと書いた方が、面おも白しろい記事になるんじゃないスか？」


　ケンジが言うと、ドノヴァンはドサッ、と担かついで連れてきた老人試験官を地面に置いた。


「謎なぞのドラゴン発生とかそういうの、全部この人がやった事らしいんで。たっぷり調べてあげて下さい」


「オオォ!?」


「スクープ!?」


　興きよう味み深ぶかく老人試験官を探さぐり始める記者達。


　それを見ながら、イッコは憮ぶ然ぜんとした顔で、


「けど……たった一人の試験官であるこの爺じいさんが捕つかまったら、アタシは誰だれにドラゴンキラーの資し格かくを貰もらえばいいのよ。せっかくコレ持って帰ってきたのに」


　拳こぶしの中の宝ほう玉ぎよくを、改めて握にぎり締しめるイッコ。


「何言ってるの。アタシが、証明してアゲル」


　そう言って現れたのは、黒くろ髪かみのオールバックの、厚あつい唇くちびる。


　プラムローズ・ファミリア！


「ありがとう、アタシのペジナからあの蜘蛛どもを退しりぞけてくれて」


　ザッ、とイッコに手を差し出すプラムローズさん。


「へぇ、アナタがこの灯台を？　いい仕事しますね。アタシ、結構この塔大好きですよ？」


　ニコニコ笑いながら、手を握り返すイッコ。


　この二人……お互たがいが、自分の親しん族ぞくだという事を、もしかして分かってないんじゃないか……？　そういや、イッコ、別に興味ないとか言ってたもんな。


「ああ、もちろん、他の六人の試験合格も証言してアゲルからね」


　フンッ、と鼻息荒あらくプラムローズさんは言う。


「え？　い、いや、でもオレ達受験生じゃないし……」


　しかしプラムローズさんは激はげしく首を振ふり、


「いいのよ貰っとけば。資格なんてものは、いくつあったって邪じや魔まにはならないんだからね。ドラゴンキラー委員会に、今回の不ふ祥しよう事じの責せき任にんを問うついでに、意地でも全員分の資格をもぎ取ってくるから！」


　と強く言う。


　えぇぇ……？　マジで？


　じゃあ、オレ達全員、こんなに弱いのにドラゴンキラーの資格持っちゃうの!?


　うわぁ……嬉うれしいけど、全然実感わかないなー。


「本当にアンタ達は、ぺジナの恩おん人じん。まぁ……この前の女の事は水に流して、これから仲良くやっていきましょう。アナタなんて、アタシのわかい頃にそっくりよ？」


　イッコをまじまじと見ながら、ウフフと笑うプラムローズさん。


　いや、その人こそが、あなたが毛け嫌ぎらいしているイッコなんですけど……。


「じゃあね！　また事じ務む所しよに顔出しなさい。前の建築の話、考えてあげるから」


　手をヒラヒラさせながら去っていくプラムローズさん。


「なんか、カッコいいバーちゃんねぇ」


　結局、二人は自分がおばあちゃんで、自分が孫だという事を、知らないまま。ペジナの塔とうの前で別れてしまったのである。


　まぁ、でもイッコ気に入られたみたいだし……案外、和わ解かいする日はそう遠くないのかもしれないなぁ……。





「って、オイコラァァァァ！　一人忘わすれちゃいませんか!?」


　いきなり、上空から声。他の野や次じ馬うまたちも、ビックリして声がした方に顔向けた。


　声がしたのは、大灯台の方。


「んん……!?」


　よく見ると……大灯台の外がい壁へきに、なんかゴミみたいなものがくっついてるような……？


「何見てんだコラァ！　いますぐそっち行くから──待ってろコラッ！」


　大灯台の外壁で吼ほえるその男！　ざわっ！　野次馬は、一段と騒さわぎ立てた。


　間ま違ちがいなかった……あのガラの悪い口調の男！　ジンだ……完全に忘れてた。





　数十分後。


　ようやく地面に辿たどり着いたジンは、息を切らせながら、コッチにやってきた。


「ゼェッ、ゼェッ、ハァッ、ハァ、お、おつかれさん」


「お、お疲つかれ様～。ていうか、なんであんなトコに……？」


「そりゃ──外の方が、安全に帰れるからだよ。ドラゴンもいねぇし」


　当然、と言った調子でジンは言う。


「え、えぇぇっ!?　そ、それじゃまさか、てっぺんからの帰りは、無理やり外をつたって帰ってきたの!?」


「そ、そうだよ？　そうだって言ってんじゃん」


　それはそれで……凄すごい！


　やっぱりコイツ、なかなかの大人物だ……！


「イッコ、お前受かったのか？」


　ジンが聞いた。


「んー。たぶん」


「おお！　良かったじゃねぇか！　これで晴れて二人とも、ドラゴンキラーだな！　どうだ？　どうせならこのままパーティ組まねぇか？」


　ジンが言う。


　オレは、その言葉を聞いてちょっとドキッとした。


　イッコ、どう答えるんだ……？


「んー。ま、アンタと組むのも悪くないけど。……先約があるのよね」


　そう言うと、イッコはチラッとオレの方を見た。


　え……!?　先約って……オレの事？　だったら、めちゃくちゃ嬉うれしいんですけど！


　それを聞いたジンは、ニッと笑って、


「そーか。ならしゃーねーな」


「でも、今日まで訓練付き合ってくれてマジありがと。アンタのおかげでアタシ、ちょっとはマシになったよ」


「ま、似たもの同士。また何か縁えんがあったら遊ぼうぜ。お前らもな？」


　オレ達にも向かって、ジンは言う。


「じゃなっ。行くぞ、メーベ！」


　言うと──いつの間にかジンの横にいたメーベちゃんが、ピクッと反応した。


　メーベちゃんはイッコに。そしてオレにも深々と頭を下げ、ジンの服の裾すそを握にぎって歩き始めた。あ……カマトトぶってるな！


「ちょっと！　アンタの試験合格の話もしとくから、連れん絡らくちょーだいよ？」


「オーケーオーケー。じゃあな！」


　こうして、受験のためにフランを訪おとずれていた、二癖くせも三癖もある兄妹は、ペジナの大灯台から去っていったのだった……。





　　　　※




　ペジナの大灯台から、久ひさ々びさに、七人一いつ緒しよに、徒歩で帰る中。


「いやいや、まさか俺おれ達がドラゴンキラーになるかもしんねぇとはなぁ」


「エクス再さい建けんも、プラムローズさんが協力してくれそうだし。いい流れだよね」


　暖あたたかい空気が流れてる。


　うーむ。ヤバイな……切り出しにくい。


　明日出発なんて、あまりにも、急な話だもんな……。


　なんか……また、自分の決心に自信なくなってきた。


　けど、今回のは分かってるんだ。


　たぶん、オレは──フランから出て、よその街に行く事に、怖おじ気けづき始めてる。不安だけど──そんな理由でフランに残るのは、なんか負けた気がして、絶ぜつ対たい嫌いやだ。


「そういやマーガス。お前、明日の朝に、なんか返事するとかベッケンの旦だん那なに言ってたの……あれ、なんだったの？」


　狙ねらいすましたかのような、ジャンの一言。きた……。


「ベッケンの旦那って誰っスか？」


「ほら、いたじゃん。ロト・セブンの仲間に、ちょっと小太りのヤツ」


　なんて、ジャンがベッケンバウナーさんの事を説明してるけど……。


　ここしか無かった。オレは一度深呼吸して、みんなに聞こえるように、大きな声で言った。


「……実はさ。オレ、ベッケンバウナーさんに、誘さそわれてる事があって。それで明日から、ベッケンバウナーさんと、ちょっと出かける事になると思うんだ」


「どこへ？」


「アスベルレンジャースクール」










　エピローグ







　オレはもくもくと準じゆん備びを済すませ。


　わりと清すが々すがしい気分で、出発の朝を迎むかえていた。


　しかし、父さんと母さんも、帰ってきたら息子むすこが留りゆう学がくしてるなんて……驚おどろくんだろうなぁ。こればっかりは、手紙で言っとかなくちゃ。


　そろそろ出なきゃ、集合時間の七時に間に合わない。


　オレは、しばらく帰らない我わが家を見上げた後。ゆっくり、生まれ育った東二番街かい道どうを歩き始めた。外はまだ、全然薄うす暗ぐらかった。





　昨日。


　オレがアスベルに行くと言った時。反はん応のうは、それぞれだった。


　ノンは、驚いた後、自分の事のように喜んでくれた。


　ケンジも、思ったより理り解かいしてくれた。ひたすら武ぶ器きの道を突つき進む男は、オレがアスベルに行くことに何か共感する事があったらしい。


　イッコは、まるで分かってたような反応だった。あの大灯台の小部屋で話し合った時、何かを察知したのかもしれない。


　ミニィちゃんは──泣いてしまった。みんなどんどんエクスを辞やめていっちゃう、と泣いていた。


　そのミニィちゃんを、行った方がきっとマーガスのためになるから、と慰なぐさめたのは、ドノヴァン。


　ジャンは──オレと目を合わせなかった。怒おこってるんだと思う。口も利きいてくれなかった。


　みんなは、送別会をやってくれると言っていたが、オレは丁てい重ちようにお断ことわりした。


　勝手に辞めていくヤツなんかに送別会を開く必要無いし、何より試験を終えたばっかりで、みんな疲れていた。今日の見送りも、辛つらくなるからと断り、わりとあっさり、オレはエクスのみんなと別れの挨あい拶さつを済ませた。





　　　　※




「やっぱり、ここにだけは寄っていかないとな……」


　オレは、エクス・ガリバーが建たっていた場ば所しよを訪れてみた。


　もはや平地に『エクス・ガリバー』とお馴な染じみの看かん板ばんが立ってるだけ。


　でも……何もかもが、昨日の事のように思い出せた。


　ジャンと二人、水道水を売った帰りに、エクスを偶ぐう然ぜん発見した事。


　詐さ欺ぎ師しだったルイニ爺じいさんの元に、七人が初めて顔を合わせた事。ケンジだけが、契けい約やく書しよを最後まで読もうって言ってたんだっけなぁ。


　その後、店に在ざい庫こが無くて。一から店をやるかどうか、イッコとドノヴァンがモメたりして。ドゥアナの塔とうから見た、月光に照らされるサンク・マリカに感動して。絶ぜつ望ぼうを信じて仲間を乗り越こえる、なんて言い間ま違ちがいしたノンに和なごまされたり。


　そして、逆ぎやく襲しゆうをかけて始めた真・新しん装そう開店。あの時、最初に店に現あらわれたお客だったセブンさん、ベッケンバウナーさんが、後からこんなに人生に関かかわってくるなんて、夢ゆめにも思わなかったよなぁ、ホントに。


　たった八ヶ月だぞ。


　それなのに、ホントにずいぶん遠い場所に来たような……そんな感覚がする。





「マーガスー」


「来ると思ったわ」


　ぞろぞろ、とまだ薄うす暗ぐらい西二番街かい道どうを歩いてくる、五つの人ひと影かげ。


　ノン、イッコ、ドノヴァン、ミニィちゃん、ケンジ。


「見送らなくて大だい丈じよう夫ぶだったのに。来てくれたんだ」


「はい、マーガスー。これ、列車の中ででも食べてー？」


　ノンに差し出されたのは、クッキーの入った小さな包みだった。


「マーガスさん！　絶ぜつ対たい絶対帰ってきてくださいね！　ミニィ、エクスで待ってますから！」


　昨日に引き続き、ボロボロ涙なみだをこぼしながらミニィちゃんは言った。


　ミニィちゃんって……なんでこう、大事な場面に限かぎって素す直なおな気持ちをぶつけてくるんだろう。……オレも、泣いちゃうじゃないか。


「がんばれ。ボクも、ミニィと一いつ緒しよにエクスを作って、守るよ。別々の道に行く事になったけど……またいつか、道が交わった時。お互たがい成長して、顔を合わせられればいいね」


　ドノヴァンがニッコリ微笑ほほえんで言う。


「正直……凄すごいと思いますよ。フランを離はなれて、海の向こうの学校まで、たった一人で乗り込こむなんて」


　ケンジは、そう前置きした後で、


「オレはまだ……自分にとって、剣けんとは何なのか。答えが出せないでいる。けど、ココにいると……答えに近いようなモノが、たまに見える時があるんです。それが何なのかまでは、まだ分からないけど……だからオレは、ココに残る。アンタも……海の向こうで、頑がん張ばって下さい」


　と、激げき励れいの言葉をかけてくれた。


「ゴメン、みんな……。オレ、ホントに勝手なのに……」


　そう言うと、


「やりたい事を探さがしに来た男の子が、やっとやりたい事見つけたんだもん。私達も……エクス・ガリバーも、応おう援えんするに決まってるよー」


　ノンが、優やさしい言葉をかけてくれた。


　そしてそのまま、今度はケンジ、ドノヴァン、ミニィちゃんの三人の腰こしに腕うでを回して、


「さ、私達お邪じや魔まムシは、退たい散さんしよー？　マーガス、がんばってね！」


「え？　ちょ、ちょっとノン姉さん!?」


　ちょっとビックリしてるケンジ達を連れて、西二番街道から離れていく。


　ぽつん、とエクスの前に残されたのは。オレと、イッコだけだった。





「イッコ……オレが、今日アスベルに出発するって、オレが言う前から気づいてたの？」


　エクスを離れ、ベッケンバウナーさんの待つ学校へ二人で向かいながら。


　オレとイッコは話し込んでいた。


「ま、なんとなく、灯とう台だいの小部屋でアンタがレンジャーになるって宣せん言げんした時にね。だいぶ重い決けつ断だんみたいだったし、けっこうすぐの話なんじゃないかと思ってさ」


「そっか……」


　夜明け前の静まりかえった西二番街道を、イッコとオレは、並んで歩く。


　イッコが、口を開いた。


「いつになったら、帰ってくるの？」


「早くて、二年。遅おそいと……ちょっと、わかんない」


「早くて、二年、か……。アタシは一九。アンタは一七。どんな風になってるかしらね」


　面おも白しろそうに笑うイッコ。


　オレはその言葉にちょっと不安になった。


　イッコ、二年間も……オレの事、待っててくれるんだろうか。


　けど、その不安も、次のイッコの一言が吹ふき飛ばしてくれた。


「アンタが帰って来ない限かぎり、アタシは、誰だれともコンビ組めないんだから……さっさとしてよ？」


　あっさりと言うイッコ。その言葉が、どれほど嬉しかったか！


「う、うん！　絶対二年で帰ってくる！　帰ってきたら、コンビ組んで……世界中で、暴あばれまくろう！」


「約束よ？　アタシも、一〇〇〇倍ぐらい修しゆ行ぎよう積んで、鍛きたえとくからさ。目標は、打だ倒とうロト・セブン！　あんないい加か減げんな男に、いつまでも世界最強の称しよう号ごうをほしいままにされて、たまるもんですか」


　イッコが闘とう志しむきだしで宣言する。


「ふっはっは！　じゃあオレは、ベッケンバウナーさんを超こえなくちゃ、釣つり合い取れないなぁ。よーし……なんか、燃もえてきた！」


「めいっぱい燃えなさい。燃えて……早く、帰ってきてね」


「うん。……ありがと。行ってくる！」


　ぎゅっ。


　オレはそう言って、イッコを抱だきしめた！


　が、あまりに恥はずかしく、パッ、とすぐに離はなれ、そして走り始めた！


「そ、そ、それじゃ！　も、もう、ここでいいから！」


「ちょっとぉ。度ど胸きよう無いわねぇ……ま、いっか。がんばんなさいよ！」


「あ、ありがと！……またな！」





　　　　※




　イッコと別れ。


　ベッケンバウナーさんのいる校門に向かう。


　この前、『ステップ１』とか言う紙が貼はってあった門の前には、既すでに小太りの男──ベッケンバウナーさんが待っていた。


「おお！　来てくれたんですね！　という事は、返事は……」


　オレは、深く頭を下げて、


「お世話になります。よろしくお願いしますっ！」


　挨あい拶さつした。


　ベッケンバウナーさんは、本当に嬉うれしそうに笑って、


「こちらこそ、よろしくお願いしますよ。でも、良かった。正直、来てくれないのではと思っていました。こっちを選んだ事に……後こう悔かいはありませんか？」


「後悔は……」


　オレは、一いつ瞬しゆん考えた。正直に答えた。


「ないわけじゃないです」


「えぇっ!?」


　動どう揺ようするベッケンバウナーさん。


「で、でも。エクスを選んでも、同じくらい後悔すると思うんです。何であの時行かなかったんだって。それくらい……オレにとっては、どっちも大事だから」


　自分で言ってて、自分でなんとなく分かった。


　なんていうか……どっちを選んでも、後悔してしまう可か能のう性せいの残る、そんな、答えの無い選せん択たくを迫せまられる場面が。きっと、オレにだって、誰にだって、人生やってりゃ、何回かはやってくるもんなんだよなぁ。


　でも、選ぶしか無い。進むしか無い。


　どっちが正せい解かいだったかなんて、自分の人生を使って、実験してみないと、わかんないし。選んで試ためしてからじゃないと、正解だったかどうか分かんない問題なんだから、間違ったった方に進んじゃう事だってあって当然だし……！


　そうだよな。どーせ選んでからじゃないと、答えは分からない、と開きなおっちゃえば。もうちょっとオレも、豪ごう快かいに生きられるのかも……。


「だからオレ、アスベルに行きます。行って、自分の才能、試してみます。よろしく……お願いします！」


　オレはもう一度、ベッケンバウナーさんに頭を下げた。


「分かりました……いい決心をしたみたいですね」


　ベッケンバウナーさんの眼まな差ざしは、オレを見守るような、暖あたたかいものだった。





　　　　※




「それでは、そろそろ行きましょうか。列車の時間もあるし。みなさんに挨拶は済すませましたか？　何かやり残した事はありませんか？」


「いえ……大だい丈じよう夫ぶです。さっき、みんな見送ってくれたんで。挨拶も全員済ませたし」


「そうですか。それじゃ、行きましょう。アスベルは遠いですよ、覚かく悟ごして下さい」


「はい……分かりました」


　トトレインに向かうべく、オレとベッケンバウナーさんは歩き始めた。


　実は、一つだけ、心残りがあるんだけど……それは、ある意味仕方の無いものだった。イッコが辞やめるこの時期に、エクスをさっさと辞めて出て行くって言っちゃったんだもん。


　そりゃ怒おこってるよな……アイツ。


「マーガス君、大丈夫ですか？　顔色が、あまり良くないみたいですけど……」


「あ、いや、大丈夫です。全然大丈夫──」


「俺と挨拶してねーのは、やり残した事に入んねぇのか？」


　いきなりだった。


　オレ達が歩き始めて、すぐ。校門のすぐ横。学校を囲う塀へいに、その男は、もたれかかるように立っていた。


「ジャン……来てくれたのか」


　そう。そこにいたのは、つるっぱげにメガネの男、ジャン。


「来てくれたのか、だと？　来ないと思ってたのか？」


　ジャンは気にくわないように言う。


「あ、いや、その……昨日、怒ってたしさ」


　オレが、ちょっとしどろもどろになって答えると。


「怒ってた？　なんも分かってねーんだな、お前は……。怒ってんじゃねーよ」


「へ？」


「分っかんねぇかなぁ……。物心ついた時から、ずっと一いつ緒しよでさ。学校入ってからも、ほとんど同じクラス。学校の外でも、だいたいいっつもつるんでた。……いろいろ、やったよなぁ」


　思い出すようにジャンは言う。続けた。


「挙あげ句くの果てに、エクス・ガリバーなんて、ワケのわからん武ぶ器き屋やにまで、結局一いつ緒しよに就しゆう職しよくしちまって。まぁ、エクスでもいろいろあったけどよ」


　確たしかに、エクスに入ってからも、いろいろあった。そもそものきっかけは、ダラダラ、ジャンとアモスの水売ってたのがきっかけだし。


　灼しやく熱ねつ竜りゆうのウロコを拾いに行くかどうかで、マジで喧けん嘩かした時もあったっけ……。


　そうかと思ったら、コイツ、いきなり悟さとりを開いて帰ってきたりもしたし。ノンかイッコ、どっちがカワイイかモメた事もあったし、ドラゴン・ヘンジでの告白大会を企き画かくしたのもコイツ。アイコンタクトも、最近じゃ日にち常じよう会話ができるほどにまで鍛きたえられたし。


　ホントに……いつだって、一緒にいた。


「そこまで言えば、分かんだろ？　その腐くされ縁えんが、いきなりフランからいなくなっちまってさ。お前はそうでもないかもしんねーけど……俺は、けっこうアレなんだぜ？……寂さびしいんだぜ？」


　あまりに切ない笑え顔がおで、あっさりと言うジャン。
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「ゴメン……ゴメン！」


　オレは、その笑顔を見て……猛もう烈れつに、申し訳わけない気分になった。


　そして同時に、ふと、実感が湧わいてきた。


　今まで一五年間、ずっと一緒だったこのつるっぱげにメガネの男と……オレは、とうとう離れ離れになるのだ！


　あれだけ……あれだけ、一緒にいたのに。明日からは、くだらない冗じよう談だんを言い合うこともできない。


　それは、オレにとっても……涙なみだが出るほど寂しい事だった。


　オレは、思わず言った。


「オレ、意外に……お前と別れるのが、一番ダメージでかいかも」


　自分で言っておきながら、なんか泣きたくなるようなセリフだった。


「バカヤロォ……意外にとか、言うなよぉ……」


　メガネを隠かくすように手をかざしながら、ジャンも涙声で言う。


　泣いた。ベッケンバウナーさんが、いるにもかかわらず。


　大の男の、オレとジャンは、その場でしばらく、泣いてしまった。





　　　　※




　そして、いよいよ時間も無くなって。


　本当に、お別れだ、というところで。


「俺はさぁ。ちょうど一年遅おくれくらいで、お前の後をなぞってんのかも、って最近思う時あるんだ」


　ジャンが、意外な事を言い出した。


「一年遅れ？」


「まぁ、正せい確かくには八ヶ月遅れだけど。最近、ガラにも無く、自分はこれからどうしよう、とか考えちまう時があんのさ。だから、まぁ、エクスを建て直して、俺もお前みたいに、やりたい事、探さがしてみようかと思ってたんだけど」


　ジャンは言う。


　そうか……そうだったのか！


　だからあんなに、エクス再さい建けんに、誰よりやる気マンマンで。


　そんな状じよう態たいで、イッコがエクスを辞めるって言ったから……あんなに激げき怒どしたんだ。


「ま、だから俺は、とりあえず、それを探すために……エクスを建て直してみるわ。誰もがブッ飛ぶような、すんげぇ武ぶ器き屋やをな。だからお前は、安心してアスベル行ってこいや」


「うん……ありがと。任まかせる！　お前なら……誰も発想できなかったような、究きゆう極きよくの武器屋を造つくれるよ！」


「マーガス君。そろそろ……」


　ベッケンバウナーさんが、少しすまなそうな声で言ってきた。


「じゃあ……行ってくるから」


「ああ。んで、ヤバくなったらいつでも帰って来い。お前とイッコの分のポジションは、ずっと空けといてやるからよ」


　こうして、オレはジャンに別れを告げ。


　自分の選んだ──アスベルへと続く道を歩き始めた。


　この時オレは、不思議な予感を感じていた。


　いま、別れた七人が、そう遠く無い将しよう来らい、再ふたたび集結して──何か、またトンデモナイ事を始めるような──そんな、ワクワクするような、大きな予感を。







ＥＮＤ







　あとがき




　さて、『七人の武器屋　戸と惑まどいのリニューアル・デイズ！』いかがだったでしょうか？


　今回は、マーガスはいつにも増まして人生に悩みまくるし、イッコは無む茶ちや言い出すし、ジャンやノンやケンジもイロイロ考えなくちゃなんないし、ドノヴァンとミニィはちょっと幸せだし……と、書くほうも感情があっちいったりこっちいったりで大変でした。


　苦労して書き上げた最初の原げん稿こうは、例によって、


「ちょっと作者……アタシ的てきに、この辺へん納なつ得とくいかないから書きなおして欲しいんだけど！」


「あ、イッコセンパイばっかりズルいですぅ！　じゃあミニィも☆」


「だったらボクも、もうちょっと目立たせて欲ほしいな……」


　というクレームが殺さつ到とうしたので、だいぶ……八割ほど書き直すハメに……。


　でもそのぶん、たくさん燃えるシーンを加えられたハズなので、ぜひとも七人がどうなるか、見届けてやって下さいね。





　作中では、初めて七人が出会ってから、まだ一年が経たっていませんが。


　作者のほうの世界では、『七人の武器屋』が本屋に並ならんでから、このあとがきを書いてる時点で一年ちょっと経ちました。


　この一年……良い意味で、トンデモナク長かったです。えらく密みつ度どが濃こかった。


　というか、マーガス達の話を本ほん格かく的てきに書き始めてからまだ一年しか経ってないなんて、自分の感覚としては、とても信じられません。もう四年くらい『七人の武器屋』を書いてるような……！　錯さつ覚かくなんですが。


　せっかくの機き会かいなので、ふりかえってみますと。


　まず、二〇〇四年の梅つ雨ゆの時じ季き。小説家を目め指ざし、書いた小説を賞に送り始めた頃ころ。当時やっていた本屋バイトへ、自転車で向かう途中でした。


「そういや、夏には、ファンタジア長編小説大賞っていうのがあるぞ。逆ぎやく算さんしたら、そろそろ何か書き始めな間に合わへん……何を書こう？」


　環かん七なな通どおりを走りながら、漠ばく然ぜんと考え始めました。


　その頃、他の賞に送るため、二本連続で現代の学生を主人公にしたお話を書いた後だったので、


「気分をかえてファンタジーを書こっかな」


　と舞ぶ台たいはファンタジーに決定。


「それで何か、やる事無いヒマなヤツらが集まって……ワイワイお店やる！　みたいなんがいいな！　うん燃える！　メンバーは、多い方が賑にぎやかやから、五人……いや、七人くらいで……まず、主人公は冴さえへんヤツ。そいつの悪あく友ゆう。あと、やかましい女じよ子し。やさしい女子。他に……気は優しくて力持ちなヤツ、年下のヤツ、なんかちょっと変な女の子。あれ？　これでもう七人やん！」


　ってなカンジで、今思えば恐おそろしく順じゆん調ちように、大おお本もとの部分が決定しました。この時既すでに、マーガス、イッコ、ドノヴァンは、名前も決まってたなぁ。あ、でも最初の段階では、ファンタジー世界にもかかわらず、何故かイッコは関かん西さい弁べんを話す女子として考えていたような……？


　そしてその日から、ボクは『七人の武器屋』を書き始めたんですが、けっこう思うように書けなくて……でも当時は『ファンタジア長編小説大賞の締しめ切きりまでに書きあげられなかったら、その場で小説家になる事を諦あきらめる』という、異い常じようなほどストイックなルールを自分に課かしていたので、半泣きで、どうにか最後まで書きあげて、締め切りギリギリで投とう稿こうしたのでした。





　それから約半年後。





　もう、とっくに諦めて、『七人の武器屋』の事を忘れていた頃。一巻のあとがきにも書いた、運うん命めいの電話が携けい帯たいにかかってきました。


　ここで、担たん当とう編へん集しゆうＴ様と、今こん野の隼たか史しさんという仲なか間まと巡めぐり合あい、『七人の武器屋』を作るのが、大だい楽らく絢けん太た個こ人じんからチーム『エクス・ガリバー』になった瞬しゆん間かんから──『七人の武器屋』は、劇げき的てきに変わっていきます。


　なんせ、マーガス達が、イラストになりました！


　たぶん、一生忘れられないと思いますが、担当編集Ｔ様によって、富ふ士じ見み書しよ房ぼうの打ち合わせ室で、ボクと今野さんが初めて引き合わされた時。


　そこで行われたのは、まさに死し闘とうでした（特に今野さん）。


　ボクとＴさんが見守るその眼がん前ぜんで、今野さんが、マーガス、ジャン、イッコ、ノン、ドノヴァン、ケンジ、ミニィを描えがき、その絵に対して、ボクやＴさんがイメージに近いかどうかをコメント。そのコメントを参さん考こうにして、また今野さんがそのキャラをガリガリ描き始める……！　特に、何な故ぜかジャンはなかなかイメージが固まらず、いろんなパターンのジャンが生まれていました。


「作者を目の前にしてイラストを描くのは、さすがに初はじめてです」


　と苦笑しながらも、凄すさまじい緊きん張ちよう感かんの中、ひたすら絵を描き続ける今野さんのプロ根こん性じようを前に、この人タダ者じゃない……と思った記憶があります。


　でも、その死闘打ち合わせのおかげで、今野さんのイメージのマーガス達と、ボクのイメージのマーガス達は、信じられないくらいシンクロしました。


　あれから、まだ一年半……？　やっぱりどう考えても四年くらい経ってるような気が……。





　と、振ふり返かえれば、いろんな事がありましたが……。


　とりあえず『七人の武器屋』は、今回のエピソードで、一ひと区く切ぎりつく格かつ好こうになります。


　でも、まだまだマーガス達を書きたいし！


『七人の武器屋』以外の作品もいろいろ書いて、かなりパワーアップして、また続きが書ければな……と今は思ってます。


　なんせ、ドノヴァンとジャンは表ひよう紙しになってないし……！


　けど、仮かりにパワーアップしたとしても、それだけじゃ続ぞく編へんは出せません。


　続きが出せるかどうかは、ハッキリ言って、神様仏様読者様のお力にかかっております。どーか、熱あつい応おう援えん（あと友とも達だちに宣せん伝でんも……）で、後あと押おしよろしくお願いします。








　あと、この場を借りて、少し宣伝を。


　二〇〇六年一一月より、富士見書房から出てる『ドラゴンエイジピュア』という雑ざつ誌しで、なんと……今野隼史さんが『七人の武器屋１／７』というコミック版ばん七人の武器屋の連れん載さいを開始しています！


　マーガスが主しゆ人じん公こうの本ほん編ぺんと違い、コミック版の方は、とりあえず第一話はイッコが主役のお話！　第二話以降の予定もあるようなので、こちらの方も、応援よろしくお願いします。


　さらに、二〇〇七年一月発売の『月刊ドラゴンマガジン増刊　ファンタジアバトルロイヤル』という雑誌に、『七人の武器屋』の短たん編ぺんが掲けい載さいされる予定です。マーガス達が、学校の先生をやる、なんてお話になりそうですが……こちらもどーぞよろしく。








　では、そろそろ、あとがきはこのへんで。


　またいつの日か、大楽絢太＆今野隼史＆編集Ｔさんの、最強チーム『エクス・ガリバー』で仕事ができる事を信じて。とりあえずいったん、さよならです。


　そして、なにより、読者の皆様。ここまで読んで頂いただいて、本当にありがとうございました！


『七人の武器屋』の読者の方は、本当に暖あたたかい人達ばかりで、かなり支ささえられていました。またどこかで、パワーアップした自分の書いた作品を見せられれば、と思います。


それまで、お元気で！　では！







大楽　絢太
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七しち人にんの武ぶ器き屋や


戸惑いのリニューアル・デイズ！





大だい楽らく絢けん太た
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